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　日常とは何か。

　自分にそう問いかける時、人は当然のように安心と平へい穏おんを想像する。家族と過ごす優やさしい時間や、気心の知れた仲間との談だん笑しよう、淡々とこなす仕事に見慣れた景色。

　日常はたいていの非日常を覆おおい隠かくす。日常の中で起こるほとんどのハプニングや小さな危険はすぐに忘れ去られ、ありきたりという言葉によって押おし潰つぶされるように均ならされる。そうして日常は、大きな波をかき消して、穏おだやかでマイルドな時間を作り上げていく。

　逆に言えば、安全が脅おびやかされた時、「よくあること」では誤ご魔ま化かせない出来事が現れた時、俺おれたちはいとも簡かん単たんに日常というものを失ってしまう。未来の不確定性が、自分が明日あしたも存在するかどうかわからないという恐怖が、俺たちの平常心を奪っていく。

　海の向こうから現れた俺たちの敵──異海鬼獣リヴアイアサン。

　限界まで膨ふくれ上あがったような図体の、凶暴で残忍な生物群。

　何度も何度も、繰くり返かえし海岸線から攻めてくる人類の天敵。

　異海鬼獣リヴアイアサンは、俺たちから日常というものをあっという間に奪い去っていった。機き工こうの兵器を食い荒らし、魔ま術じゆつの攻こう撃げきを涼しい顔で受け止めて、ヤツらは自然の摂せつ理りとばかりに人間の領地に踏み込んできた。




　──だがそれも、ほんの少し古い話だ。

　人間よりデカい鼠ねずみと、家すら丸のみにしてしまいそうな蛇へびがやってきたのはもう一年も前のこと。それからずっと絶え間なく異海鬼獣リヴアイアサンは海岸からやってきていたが……機き工こう公こう国こくはすでに日常を取り戻しつつあった。安心を作り上げることに成功し始めていた。

　その安心は、たった一人の天才機工師によって強固なものに変わりつつある。

　ちなみに俺のことではない。なんてゆーかゴメンナサイ。

　機工公国の首長たる大公様が用意してくださった最高級のラボ。ここには、高価で揃そろえられなかった実験機材がすべて揃っている。大たい公こう宮きゆうのすぐ隣となり、海の見える丘の上、誰だれもがうらやむ環境で、彼は今日きようもデハイドの研究に心血を注いでいる。

「どう、ジャークくん。着ていて苦しくはない？」

　天才機工師ジェン・シェトンプルは、最新式の魔力測定器から目を離さないまま、穏やかな声で言った。

「いえ、ばっちりフィットしてますよ、師し匠しよう！」

　いまは俺おれの体に纏まとわれた機き工こう、デハイドの最終チェックの最中だ。

　纏てん装そう式しき魔ま術じゆつ機き工こう〝デハイド〟──身につけることで人体を強化する鋼はがねの装備。

　これこそが、新しい平和の象徴だ。

　異海鬼獣リヴアイアサンを倒すための最強の装備。

　デハイドという武器は、異海鬼獣リヴアイアサンから平へい穏おんを取り戻した。

　最悪の事態はそう起こらないという安心感を奪い返した。

　そしてそのデハイドを発明し、現在に至るまで進化させ続けている機工師が、俺の所属するラボの所長である、ジェン・シェトンプルだ。

　見た目にはどこにでもいそうな毒気のない中年のオッサンだが、その中身は機き工こう公こう国こくでも随ずい一いちの、歴史に名を残すことがすでに確定している天才だ。彼は独創的な発明から堅実で精密な実行まで、機工師が持つべきすべての能力を持っている。この方と一緒に研究ができるということは、この上ない誉ほまれだ。

　師し匠しようの指示を受け、俺はデハイドを起動させる。

　科学により発展した技術文明のうち、魔力によって稼働するものを総称して機工と言う。魔力はこの島の全土から常に放出されている自然のエネルギーで、視覚で直接に観かん測そくすることはできないが、いまも俺たちの周囲に存在している。

　魔力を取り込んで、デハイドの回路がうっすらと青白く発光する。魔力反応は良好。魔力が暴走する様子もない。よどみなく、だけど力強くデハイド中をエネルギーが巡っている。

　良い感じだ……デハイドが力を持つのを感じる。デハイドを通して俺の体に、魔力が注ぎ込まれてくるのを感じる。常じよう軌きを逸いつした力が、静かに俺の中に蓄積する。

　新型のデハイドは問題なく完成に近づいている……それも予想以上の効力を見せてくれそうだ。俺は思わずにやりと笑った。師匠の方を見ると、師匠も俺と同じく笑みを隠せずにいた。

　笑っていないのは一人だけだった。デハイドが問題なく起動したことを確認して、手元の紙片を見ながら、アノは疲れ切った顔のまま気だるげに呟つぶやいた。

「起動を確認、魔力接続もグリーン、システムは良好に稼動……テストプレイヤーの感想は？」

「早く異海鬼獣リヴアイアサン相手にコイツの力を試したくてたまらないよ」

「それはレポートに残せないコメントでーす。異海鬼獣リヴアイアサンなんて、現れない方が良いに決まってるんだから。口が軽いと大たい公こう宮きゆうに提出する時に怒られまーす。工場長さんも生き真ま面じ目めだから激げき怒どしまーす。もっとまともな感想くださーい」

「……デハイドの重さが減ったせいか、前作よりプレイヤーへの負担が減ったように感じます。それでいてパフォーマンスを継続ないし向上させているのであればもう言うことはないです」

「はいりょーかーい」

　アノ・シェトンプル。

　彼女はジェン・シェトンプルの娘で、俺と一緒にこのシェトンプルラボで研究員をしている。

　アノは徹てつ夜や続きでぼさぼさの赤毛を指先でイジリながら、俺おれのコメントを用紙に書き込んでいく。書き込んでいく。書き込んでいく。俺の発言量と用紙に書かれていく文章量に明らかな乖かい離りがあるな……。捏ねつ造ぞうすんなよ……。

　椅子に座りながらレポートを書く彼女の下半身には、脚装型レツグチユーンのデハイドが装着されている。それがなければ満足に歩くこともできないからだ。脚あしが悪いのは生まれつきと聞く。どうして悪いのか、なんて野や暮ぼなことを聞いたことはない。

　が、脚が悪かろうと頭が悪かろうとそんなことでアノの魅み力りよくはなくならない。穏おだやかな父親とは似ても似つかない活発で行動的な、明るい彼女。一緒に研究を頑張ろうと俺が言ったらプロポーズされたのだと勘違いして顔を赤くしてしまうほど純粋で正直な女の子。

　そんなアノも、今日きようはいつもの天てん真しん爛らん漫まんさが鳴りを潜ひそめている。

「ふわぁぁぁ……ねむ……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいも当然だ。ここ数週間はラボにこもりっきりで新型デハイドの調整をしていたのだから。

　油断たっぷりに、大きな大きなあくびまで見せてくれる。油断して顔が弛し緩かんすればするほど、アノは可愛かわいい顔になる。

「じゃ次は動作確認……ジャーク、動いてみて」

「了解」

　俺は二人から離れて、言われた通りに体を動かしてみる。腕を広げたり、屈伸をしたり、あらかじめ用意した数十種類の基本的な動作を幾いく度どとなく繰くり返かえす。中には多少激はげしい動きもある。デハイドは、異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いを想定して作られているものだから、激しい運動をしても問題なく動作することをチェックしなければならない。

　……うん、動きを加えても問題ない。先週までの試作品ではすぐ回路がズレて魔ま力りよくが漏もれていたが、今回の完成品にはそんな不安感が欠片かけらもない。

「やった……でもこれで完成だよね……」

「気が早ぇよ、アノ。まだブーストの実験をしてないだろ」

　その魔力を取り込むシステムはすでに起動しているため、このデハイドはすでに、機き工こうとしては完成している。

　だが、魔術機工としては、この時点ではまだ不完全だ。

　作るだけでは意味がなく、魔術師に〝チャージ〟と〝ブースト〟の魔術を施ほどこしてもらい、魔力を充じゆう塡てんし、そして自在に利用することでデハイドはその真価を発揮する。簡かん単たんに言えば、たくさん魔力を入れて、たくさん魔力を放出するシステムがまだない。

「ブーストを試すなら魔チ力ヤ充ー塡ジをしてくれる魔術師を呼ばないとね」

「えっ!?　呼んでないの!?　もうなんでパパってそういうところ杜ず撰さんなのかなー!!」

「いまからじゃすぐには来てくれないかなぁ。大たい公こう宮きゆうの登録魔術師は予約でいっぱいだからなぁ。工場長さんに頼もうか？　お隣となりの工場にはたしか常駐の魔ま術じゆつ師しがいたような」

　アノが露ろ骨こつに嫌そうな顔をする。

　工場長さんってのは、このラボの隣にあるデハイド工場の工場長のことだ。

　うちで開発したものを即量産するため、わざわざ何度も足を運んでくれる真ま面じ目めな人なのだが、あまりにも頻ひん繁ぱんに来るのでアノはかなりわずらわしく感じているらしい。早く開発しろと催促されている気分になるのだそうだ。そんな嫌がらせをするような人じゃないんだけどなぁ。ただマジメだから何度も来るだけだよ。あの太ったオッサンは。ちなみにトロツのパパだ。トロツという男がどんな人物かについては割愛する。

「やっぱりこのラボにも専属の魔術師雇おうよー！　一週間に一回来てもらうだけでいいんだからさー。お金の方は大公様に頼めば工面してもらえるって、きっと」

「うち以外にもデハイドの研究をしているラボはあるんだよ。そんな無む駄だ遣づかいはできないよ、アノ」

「何が無駄遣いよ!!　デハイド用の部品やら最新機材やらを大量に買いまくるからお金がないんでしょ!?　優ゆう秀しゆうな魔術師を雇えるようにって基準で大たい公こう宮きゆうでは資金提供してくださってるのに!!」

　アノの勝ち。

　普通に研究をしていれば、魔術師は雇えます。ついでにもっと研究員も雇えます。

　機き工こう公こう国こくで最もデハイドを進化させているラボのくせに、三人しか人員がいないのはそういうわけだ。ちなみに、大公宮の役人にも工場長さんにもこの件について怒られている。そりゃそうだよな。

「早くチャージの使える魔術師を呼んで、実験の仕上げをしちゃおうよ！　これでやっと終わりだよぉ……これで約束してた魔ま術じゆつ聖せい国こくへの旅行に行けるんだよね？　無休で半年働き続けたお詫わびにって言ってたもんね!?」

　魔術聖国への旅行。

　それはアノが前々から希望していたことだ。

　この新型が完成した暁あかつきにはみんなで旅行に行く。

　その約束を言い出したのは、たしか師し匠しようの方だった。

　だというのに師匠は、アノから視線を逸そらして言葉を探して、妙に答えにくそうにしている。

「それがね、大公宮から新しい魔ま術じゆつ機き工こうの研究レポートが届いて、うちで開発できないかという話が来てて……だから今回の研究成果をまとめて大公宮に提出したら、すぐ次の開発に着手しないと」

「えぇぇぇまたぁぁ!?　それ何回目よもぉぉぉぉぉ!!」

　不満を爆ばく発はつさせて、子どもが駄々をこねるようにアノは床に転がった。

　うーん床はぴかぴかに磨かれている。

　この完かん璧ぺきな仕事は俺おれの手によるものだ。

　このラボにおける俺の仕事の有意義さがわかる良い例だ。

「休きゆう暇かが欲しいよー！　ジャークだってそう思うでしょ？」

「え。なんで？　シェトンプル師し匠しようと研究ができるなんて、こんな贅ぜい沢たくな時間は他にないのに」

「……信じられない。信じられない!!　もう!!」

　気持ちはわからないでもないけどさ。

　一応戦時中なんだから我が慢まんしろよ。

「魔ま術じゆつ聖せい国こく!!　ジャークは行ってみたいと思わないの!?　一般人でも行き来ができるようになってもう半年経たってるんだよ!?　一泊二日で行けるんだよ!?」

「わざわざ行かなくても、魔術師ならそこらへんにいるだろ。大たい公こう宮きゆうの見学に来てる旅行者がいるだろ」

「私も旅行がしたいの!!　魔術聖国に行ってきたよって自慢をいたるところで聞かされるのにもう堪たえられないんだってば!!」

　うーん。

　そうは言うけど、研究が優ゆう先せんだろ。

　異海鬼獣リヴアイアサンの脅きよう威いは去ったわけじゃない。ヤツらは何度でも機き工こう公こう国こくに攻め込んでくる。完全な決着がつくまでは、天下のシェトンプルラボのメンバーがサボるわけにはいかないと俺は思うよ。

　それに……俺としても、こっちの方が楽しいし。

「だからアノは休暇をとって、友達と一緒に行ってきてもいいって言ってるのに。その分は俺が頑張るから」

「私はっ……みんなと一緒に行きたいのっ!!」




　その時、アノの叫びをかき消すように、けたたましい音がラボの中にまで飛び込んできた。

　通りに設置された拡声機工スピーカーからジリリリリと、目覚まし時計のような音が街中に鳴なり響ひびいている。ああ、すでに聞き慣れてしまった不吉な響き。これは海岸近くの監かん視し塔とうからの、異海鬼獣リヴアイアサンを発見したとの警けい告こくだ。旧時代的なやり方だけど、これがなかなかに恐怖を煽あおる。

「ほら、また異海鬼獣リヴアイアサンがやってきたんだよ。この状況が変わらない限り、私たちが休むわけにはいかないだろう、アノ」

「むむむー……」

　今いま頃ごろは海岸近くにいる警備兵たちが戦いの準備をはじめていることだろう。

　いや、もう戦っているのかもしれない。

　……待てよ？

「シェトンプル師匠！　これって、完成してるんですよね!?」

「そうだよ」

「じゃあ、もう戦いに出てもいいんですよね!?　このラボからなら海岸も近いし！　走っていける！　行っていいですか!?」

「かまわないけど……ブーストのチェックはしなくてもいいのかい？」

「海岸沿いの戦せん闘とう区く域いきなら、〝チャージ〟の使える魔ま術じゆつ師しが必ずいますから！」

　いつもブーストシステムの方は問題ないし。機き工こうパーツの動作確認が面倒なだけで、どうせ問題なんて起こらないし！　この新型デハイドを試すちょうどいい機会じゃないか！

「わ、私も行く!!」

「アノはいいよ。危ないし」

「そうだよ、お前はやめておきなさい」

　脚あししかカバーしてないんだから、走って逃げることしかできないんだぞ？

「完装型フルチユーンならまだしも、脚装型レツグチユーンじゃ戦うのは無理だろ」

「何言ってんの、私が戦うわけないでしょ!!　戦うのはアンタだけよジャーク」

「え」

「私は端はしっこで見てるだけ。そうすれば動作チェックとブーストの確認が一気に出来る！　ついでに臨場感たっぷりのレポートも書ける！」

　透けて見える……早く仕事を終わらせてなんとか旅行に行きたいという本音が透けて見えるぞ、アノ！

　かき集めた筆記用具と書類を乱暴に肩掛けバッグに詰め込むと、アノは俺おれに投げて寄越した。え、え、書くのはアノなのに。

「デハイドに不具合が見つかったらすぐに引き帰すんだよ、アノ」

「わかってるわよ、パパ」

「あくまで警けい備びの兵士さんたちに従うんだよ。自分勝手に戦場に近づかないで」

「わかってるわよ、パパ」

「ジャークくんのデハイドがチェックできたら早めに戻るんだよ。寄り道せずに」

「わかってるってば!!　心配しすぎだから!!」

　いや、異海鬼獣リヴアイアサンの近くに行くとなったら普通はどんなパパでも心配するものだと思うぞ。

　だけどぐずぐずはしていられない。さぁ行こう！

「いやぁ、でもやはり絶対に安全とは──」

「アノのことは任せてください!!」

「行ってきまーす!!」

　心配の種なんてものは、そう尽きるものじゃない。

　とめどなく出てくる注意喚起の言葉を背中に受けながら、俺とアノは逃げ出すようにラボから飛び出した。




　　　　＊＊＊




　脚あしが軽い……!!

　ブーストなしで、これか！

　ラボから街はずれまで、デハイドで強化した脚きやく力りよくなら十分で着くだろうと思っていた。だけど現実には、五分も経たたずに市街地を抜け、海の香り漂ただよう公都の外郭までいけそうだ。いくらなんでも早すぎる。魔ま力りよくを増幅させる魔術が仕込んでない状態でここまでの加速力を実現できるとは。これはさすがに、興こう奮ふんを抑えられそうにないぞ……!!

「待って、待って!!　速すぎる!!」

　はるか後方でアノが叫んでいる。置いていくわけにはいかない……仕方なく俺おれはいったん足を止めることにする。

　アノが身につけている脚装型レツグチユーンデハイドは海岸の警けい備び兵へいが着用しているものと同じレベルの高級品なのに、こんなにも差がついてしまうのか。

　デハイドは進化している。

　新型デハイドの性能は文句なしだ！

　文句があるとすれば、ラボと海との位置関係くらいだ。

　ラボも大たい公こう宮きゆうも、機き工こう公こう国こくの中でもかなり海寄りの位置にある。シェトンプルラボから海まで、俺はすぐに駆けつけられる。だけどそれは言い代えるなら、異海鬼獣リヴアイアサンが街に向かってきた時、避難するまであまり時間はないということでもある。異海鬼獣リヴアイアサンの現れる海の近くにラボを置くことに俺は反対だけど……この近くには大公宮があるから仕方ない。大公宮を守るためには、その周囲に戦力を置いておく必要がある。大公宮をもっと陸地寄りに移してくれとは言えないしな。

　だがそれはともかく、嬉うれしいことに、俺が立ち止まってアノを待っている間、周囲の人物から俺に対しての声援があった。

　デハイドを着て海岸に向かう人間を見たら、そりゃあ化ばけ物もの退たい治じに行くんだろうとみんなが察してくれている。デハイドという言葉も、その存在も、市井しせいに広く浸透している。デハイドこそが異海鬼獣リヴアイアサンを倒すに相応ふさわしいという認にん識しきはすでに島中に根付いている。完かん璧ぺきだ。歴史は理想的に進んでいる。理想的に進んでいないのはアノくらいのものだ。もっと早く走れないかな？

　アノがようやく俺のところまでやってきたところで、再びジリリリリという不快な音が街に響ひびき渡わたった。

　警報は普通、一度しか鳴らない。

　二回以上鳴るとしたら、それは特別な場合のみ。

　気が引き締まる。わずかに息を切らしているアノも、眉をひそめている。

「二回目の警けい報ほうだ。ってことは」

「警備兵を突破して街に向かってる異海鬼獣リヴアイアサンがいる、ってことよね」

　警備兵が全滅したのか、はたまたスピードのあるヤツが一匹抜け出したのか。どちらにせよ、誰だれかが代わりに敵を仕留めなければならない。

「ここから先は戦せん闘とう区く域いきってことになりそうだ」

「じゃ、レポート用紙を準備しなきゃ」

　俺おれからバッグを奪い取ると、アノは海岸に視線を向けた。

　わかってる。俺が先に行く。

　あいつらをブチのめすことが、俺がやりなおしをしている理由なんだから。

　なだらかに海へと向かう丘きゆう陵りよう地ちを俺は駆け下りていく。

　そこかしこに建築材のようなものが見えるのは、異海鬼獣リヴアイアサンを防ぐための砦とりでを作ろうとして失敗した結果だ。

　異海鬼獣リヴアイアサンは、海岸線近くに建物を発見するとすぐに壊こわそうとする性質を持つ。おそらくは「他種族がここに根ね城じろを作ろうとしている」と判断して壊しにかかるのだろうと推測されているけど……理由なんてどうでもいいさ。

「もう海岸で戦ってる警備兵たちの姿が見えてる……戦線を突破したってヤツはどこだ？」

「ジャーク、たぶんアイツ！」

　アノの声に反応して振り返る。

　アノが指さす先を見ると、そこには蛙かえるがいた。

　体色は黒く、大きさは雄お牛うしのよう。

　しかも今にも咆ほう哮こうをあげそうなほどに興こう奮ふんして口を開閉している。

「うっげぇ……凶悪そうな顔してんな」

「街に辿たどり着つけばもっと凶悪な一面を見せるわ。がんばれ、ジャーク！」

　アノは気楽に言う。

　異海鬼獣リヴアイアサンの口の中に入って喰くわれかけたこともあるくせに、よくそんな平然と言えるもんだ。……それくらい、今回のデハイドの力を信じてると捉とらえようか。

　さぁ期待に応こたえようぜ！

　アノをその場に置いて、俺は蛙に進路を向けて走り出す。距離を詰め、後ろから奇き襲しゆうをかけられればベストだったけど……さすがに野生の生き物だ、俺が近づいたことにきちんと気づきやがった。

　近くで見ると、異様な点はサイズと眼めつきだけじゃないことがわかる。

　過剰に発達した敵の後肢を見るとどうにも気持ちが落ち着かない。あれじゃ完全に肉にく食しよく獣じゆうだ。いや、はじめから蛙の食性はたしか肉食だったよな。普通の蛙は昆虫を丸のみにする。それがこのサイズになったら、そりゃこういう姿に進化してもおかしくはないか。

　加えて前肢もおかしい。つ、爪つめがないか？　肉にく食しよく獣じゆう寄りの進化をし過ぎている。海の生物にどうして爪が必要なんだ。

　それに、一番の違いは、肌だ。鱗うろこがある。そしてぬめりがあるようには見えない。堅い鱗……陸生生物だ、どう見ても。いや、化ばけ物ものだ。あの堅い鱗に、刃が通るとは思えない。

　見た目が凶悪というか……怖いぞ、もはや。蛙かえるのくせに。

　……だからどうした。異海鬼獣リヴアイアサンはそもそも陸の常じよう識しきでは測れない。

　大事なのはどんな見た目をしてるのかってことじゃない。

　被害を出す前に殺せるかどうか。それだけを考えればいい!!

　力は恐怖をねじ伏せる。

　力は敵を獲物に変える。

　デハイドがある以上、怖れる必要はない！

「おーし行くぞっ!!」

　俺おれが気合いを入れて声を出した途端、蛙の方は舌を出した。

　健康上何かしらの異常があるのではないかと不安になるほど赤黒い舌が俺の足を正確に捕らえ、そして強引に蛙の口へと戻ろうと俺を引きずっていく。

「うおおおお!?」

　突然片足を引かれればどんなパワーを持つ男だってバランスを保つことなんてできやしない。もちろん俺だってできやしない！　間抜けに体勢を崩くずし蛙の口へとまっしぐら。テメェ、体格差を考えれば俺を丸のみすることなんてできないってわかってるくせになんで舌なんか伸ばしやがるんだよ！

　俺を引き寄せ口の中に放り込むと、蛙はなんとか俺の左ひだり脚あしを喰くおうと顎あごを乱暴に動かしている。

　生身の人間なら手足の二本や三本食い千切られていただろうが……デハイドを纏まとった俺にはそれじゃもの足りねぇよ!!

　蛙の額ひたいに手を当てる。

　試させてもらうぞ、新型デハイドの性能!!

　やることといったらシンプルだ。この程度の相手に工夫なんて要いらない。ただ敵の頭部を摑つかみ、全力で握にぎり潰つぶしてやればいい!!

「死ね…………!!」

　紙切れを引き破るように。飴あめ細ざい工くでも砕くだくように。

　小気味よい音を立てて、蛙の頭ず蓋がいが潰れて砕けた。

　よかったよ、蛙とは思えない分厚い皮ひ膚ふをしていてさ。皮膚を突き破って中身が飛び散るのはカンベンしてほしかったからな。

　背中すら地につけたまま、格好のつかない姿での決着だけど……これで十分、デハイドの力を証明できただろう！

　チャージなし、自然な魔ま力りよくを消費するだけでこの馬力！　魔力の過剰発動なしでもこの凄すさまじい豪ごう腕わんを実現できるなら、最終的には魔術師ナシで戦えるレベルにまで進化するかもしれない！

　魔力変換率の向上はもうこれ以上ないほどに進んでいる。ノーマルクラス単体では、油断しない限りは決して負けないレベルにまで仕上がっている。前走で異海鬼獣リヴアイアサンを次々となぎ倒した、まさしく一いつ騎き当とう千せんのデハイドがこの再走世界にも戻ってきたと言ってよさそうだ。

　俺おれは満面の笑みで、アノに勝利を報告しにいった。

「どうだ、アノ!!　良いレポートが書けそうだな!!」

「んー、ドラマが足りないのよね。もしくはスマートさが。もう少し頭を使って戦ってくれない？」

　注文がつくのか……余裕で敵を撃げき破はしたってのに、この言い草か。いや、そう手放しで褒ほめてくれるとはおもっていなかったけどさ……。

　水を差すのはアノのわがままばかりではない。

　気づけば公都の方から一台、こちらに向かって走行機がやってくる。

　お？　走行機に乗っている二人には見覚えがある。

　ああ、とてもよく見る顔だ。大たい公こう宮きゆうに研究成果を発表する集まりで、よく俺たちと張り合っている顔だ。

　ロロエ・ヴァーナと、スザイル・カウフ。

　二人を乗せた走行機は、黙ってまっすぐ走ってくれりゃいいのに、なぜか俺たちの前でブレーキをかけた。

「やぁ坊や。君たちも遊びに来たのかい」

「お久しぶりです、ロロエ機き工こう師し」

「呼び捨てでいいと言ってるのに……」

　いいと言われてもできないことは、ある。

　ただでさえ人目を惹ひく容姿なのに、今日きようも今日とて胸元の大きく明いた服を着ている。幼児の情じよう操そう教育にはものすごく良くない雰囲気を醸かもし出だす大人のお姉さん。そんな雰囲気をまき散らしている人を呼び捨てにできるほど俺はガキでもオトナでもない。

　でもこの人のすごい所は外見じゃない。外見だけじゃない。

　彼女は、砲ほう撃げき機き工こう〝カノン〟の第一人者だ。

　デハイドとカノン。異海鬼獣リヴアイアサンを倒すために有効と思われる二つの武器。

　その片方を担になうのが、このロロエ機工師だ。

　俺たちは競い合うようにして──いや、完全に競い合いながら、対異海鬼獣リヴアイアサン用の兵器を進歩させてきた。
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　助手席に座る筋肉男も、同じように蛙かえるの群れを見てため息を吐ついている。

「ヤツらはホントによく来るよな。来てほしくないタイミングでよ。お前と一緒」

「こっちのセリフだろスザイルくんよ……」

　いつもいつでもロロエの隣となりでカノンを握って交戦体勢、暑苦しくなるほどの筋肉の鎧よろいと、寒気がするほど勇敢で特攻精神抜群の男。なんつーか汗臭い。本ほん職しよくは砲ほう撃げき機き工こう専門の機工師で研究開発側の人間のくせに、あまりにも戦せん闘とう向きな体と思考をしている変な男。それこそが数少ない我が友人の内の一人、スザイル・カウフくんだ。

「何度やられてもすぐに次が来やがる。飽きもせず。ジャークと一緒」

「懲こりもせず、だろ。スザイルと一緒」

　スザイルは、前走では英雄であった男だ。

　俺おれたちが世界をやりなおす前、こいつはデハイドを着て異海鬼獣リヴアイアサンと戦っていたはずだった。だけどこの世界では、俺がこいつに代わってジェン・シェトンプルの弟で子しになったため、英雄になり損ねた男。ゴメンな。マジで。

「そうだねぇ。坊やたちの言う通りだよ。ヤツらは何度でも来る。誰だれかが倒さなきゃならない。ヤツらを倒すのに最適な武器を持ってね」

　ロロエの視線が俺の体に向かう。

　俺の腹部に向かい、それから全身のデハイドへ。

　視線の動きだけでなんかすでに妖よう艶えんなんだよなこの人……。

　彼女の言いたいことはよーくわかるぜ。つまり、最適な武器は何かってことだ。

　俺おれより先に、スザイルが声を張り上げた。

「それはつまり……カノンの出番ってことですね!?」

「いや!!　デハイドの出番だ!!」

「どっちが敵を多く殺すか──」

「──勝負だ！」

　瞬しゆん発ぱつ力りよくでも加速力でも、運動能力でデハイドが走行機なんかに負けるもんか！

　圧倒的な脚きやく力りよくでぶち抜いて、海岸での戦いに走る。向こうに、数十の警けい備び兵へいと数十の蛙かえるが交戦しているのが見える。数は互角に見えるが、だからといって共倒れになられては困る。こっちが圧倒してくれなきゃあな。

　ここまで近づくと敵の姿もはっきり見える。どうやら今回の敵はすべて蛙らしい。

「全部蛙か？　単独種の侵攻は珍しいな……」

　異海鬼獣リヴアイアサンとは蛙の名前ではなく、海からやってくる巨大で獰どう猛もうな生物たちの総称だ。だからどんなタイプがやってきてもおかしくはないが……海からどうやって蛙が出てくんだよ？　まったく、意味がわかんねーな。

　しかし俺たちの出番があるかどうかもわからないな。デハイドを着た警備兵たちが、カノンを持った仲間と連携して、数人がかりで敵を倒している。彼らの仕事は異海鬼獣リヴアイアサンを追い払うこと、デハイドを壊こわさないこと、被害を最小限にとどめること。一匹取り逃して警報鳴らしちゃった点はいただけないが、十分に戦えているじゃないか。

　さてさて魔ま術じゆつ師しはどこだ、魔術師にチャージしてもらえればそれでデハイドは無敵になる！

「いた！」

　戦場の端はし、ローブを来た肥満な男が戦局を見守っている。魔術師がやられたらデハイドはおしまいだから、魔術師は誰だれよりも安全な場所に配置されている。デハイドを着た見知らぬ男が駆け寄ってくれば多少は戸惑うだろうがどうか驚おどろかないでくれ。だが心配は無用だったようで、魔術師は俺に気づくと、すぐに手招きをして、早くこちらに来いと伝えてくる。

　俺はその指示に即座に従い、彼の前に行き、そして彼の手が自分のデハイドに触れるのを待った。

「〝チャージ〟」

　魔術師が俺のデハイドに魔力を送る。

「おっ……おおっ!?」

　いままでのデハイドは、〝チャージ〟された魔力によって、どんどん力が湧わき上あがってくるような、魔力があふれ出すような感覚が強かった。だけど今回のはまるで違う。

　静かに……だけど強きよう靭じんに。

　優ゆう雅がさの中に凶暴さを隠して。

　一言で言うなら──洗練されている。

　やはりジェン・シェトンプルは天才だ……!!

　デハイドはフルスピードで進化している。

　再走世界の歴史はノーブレーキで前進している！

「代わってくれ!!　俺おれがやる!!」

　警けい備び兵へいを無視して最前線へと躍おどり出でる。

　ひしめく多くの蛙かえるたち……とんでもなく怖おぞ気けを震ふるう光景だ。

　だからこそ、一匹残らず殲せん滅めつしてやるしかねぇな。

　手近なヤツから順々に、摑つかみ、そして力の限り腕を振る。

　それだけで敵の体が破損していく。

　デハイドは、平然と異海鬼獣リヴアイアサンを千切り殺していく。

　もうこの程度では相手にならないっ……!!

　鬼き神じんのごとき俺の戦いに、蛙たちが街に向かわないよう周囲を警戒していた警備兵たちも、口々に賞賛の声を上げる。

「すげぇ……さすがシェトンプル製のデハイドだ！」

「やはり公国公認の機き工こう師しは違うな！」

「ジェン・シェトンプルはやはり天才だ！」

　警備兵たちが口を揃そろえてシェトンプルさんをほめちぎっていく。

　耳に飛び込んでくるそれらの言葉に、俺は思わず愚ぐ痴ちをもらした。

「いや……少しは俺も褒ほめろよ……」

　完全に『シェトンプルラボに所属している研究員』として認にん識しきされてるな……。

　俺の名声が上がっていく気配がない。

　そりゃあ、すごいのは俺じゃなくてデハイドなんだから仕方ないけど……。

「俺にも試ためし撃うちさせろ！」

　準備を終えてカノンをかまえたスザイルまで参戦してきた。ま、ますます俺の影が薄くなっていくじゃねぇか！　そうはさせるか！

　カノンとデハイドが、競うように敵を倒していく。

　カノンがここまで進歩しているのは驚おどろきだ。俺がやりなおし前も砲ほう撃げき機き工こうはあったけど、ここまで急速な進化は遂げていなかった。前走と違いロロエが表舞台に出てきたおかげで、再走世界では砲撃機工の発展が目覚ましい。

　だけど、カノンの発明者であり第一人者であるロロエは、あまり満足していないようだった。

「速射性は高まったが威力の方が下がったな。直撃しても海の向こうに後退させる程度では物足りない。一撃で絶命させる程度の威力が欲しいというのに。スザイルくんの打ち方が悪いんじゃないのか？」

「室長が指示した打ち方じゃないすか……。それに、これ以上威力を上げるのは危険っすよ。反動を魔ま力りよくで和やわらげるにも限度があります。これ以上強くしたら砲手が死んじまう。砲台を作ってここに置くしかなくなりますよ」

「固定砲台は作る度たびに壊こわされてるじゃないか……もう嫌だぞ、私は。結局一年間かけて砦とりでは完成していない」

「じゃデハイドを着た上で持たせるとか」

「デハイドと違って量産しやすく誰だれにでも扱えることがカノンの利点だ、そんな手段が選べるか。やはりこのまま進歩させていくだけでは頭打ちになるな……」

　うぅ……な、なんだよ、まだまだ進化するつもりなのか？

「ジャークくーん、負けてますよー？　これじゃ報告書が書けないですよー？」

　アノまで後ろから口出ししてきやがる。

　この新型デハイドの完成にどれだけの時間をかけてきたと思ってるんだ、そう簡かん単たんに負けてたまるか!!

「もっと強いのはいないか!?　自じ慢まんできるような、レポートに書けるようなヤツだ！」

「い、いるぞ、頼む！　こっちに手を貸してくれ!!」

　ほらほらいるじゃねぇか警けい備び兵へいが俺おれを呼んでるじゃねぇか！

　おおいいぜ、手て強ごわいのは全部俺に任せろ！　シェトンプル製デハイドのおかげで退治できましたって後でちゃんと報告してくれよな！

「気をつけてくれ、仲間はヤツに嚙かみ砕くだかれてしまった！」

「か、嚙み砕かれた？　蛙かえるに？」

「牙きばがあるんだ！　あいつにだけ!!」

「蛙に嚙み砕かれた……気分が悪くなるようなフレーズだ」

「十分に用心してくれ、デハイドを着ているから安全だとは限らないぞ！」

　……ん？　待て待て、そりゃどういうことだ？

「デハイドを着たまま嚙み砕かれたのか!?」

「ああ！　後は頼んだ！」

　いや、そんな胸を張って後を任せられても困るけど……アンタは国の警備兵だろ。アンタたちが機き工こう公こう国こくを守ってくれてるんだろ……。

　デハイド数体がかりでもかなわないって？

　警備兵たちがてこずっているというそいつは、波に脚あしを濡ぬらしながら、街へ向かうでもなく、ただひたすら人間を食い殺そうと口を開け広げ、自らの牙を誇示している。

「アノ、よく見てろよ!!　ちゃんと書けよ!!」

「はいはーい。次はノーダメージでお願いしますよー」

　牙きばの生えた蛙かえる。

　あれが今回の大将格、ってわけだ。異海鬼獣リヴアイアサンは必ず群れで襲おそってくる。そして群れには必ずリーダーがいる。リーダーはたいてい他よりサイズが大きく、高い知性を有する。俺おれたちはそれをジェネラルクラスと呼んでいるが……あの蛙はあまり巨大には見えない。せいぜいが牛程度だ。いや、それでも人間を喰くうには十分な大きさだろうけどな。

「しかし、牙か。不自然な進化しやがって。舌を伸ばし獲物を捕らえるスタイルと牙で敵の肉を食い千切るスタイルはかみ合わない」

　異海鬼獣リヴアイアサンは様々な生物の姿をしている……それはすでにわかっていたことだけど、牙を持ち、爪つめを持ち、姿を変えて現れるというパターンは前例がない。

　……まぁ、考え事は後でいい。まずは敵を倒すことだ。

　舌か、牙か……どちらかを潰つぶしちまえばある程度安全性は確保できるな。

　それなら、取るべき戦略は決まってる。

　人を喰い興こう奮ふんしきった蛙を睨にらみ、蛙に睨み返されながら、俺はその場で──動かないことにする。

　さぁ、来い。自じ慢まんの長い舌を伸ばすか？　脚きやく力りよくを活いかして飛び込んでくるか？　何をしてこようが、デハイドの性能を上回ることはできないぜ。

　笑みすら浮かべる俺の余裕に蛙も腹を立てたのか、獣けものじみた威い嚇かくの声を上げる。そして目にも止まらぬ速度で──舌を伸ばしてきた。

「来たっ!!」

　速度は神速、タイミングは刹せつ那な。舌は強きよう烈れつに俺の腕を捕らえる。

　だけど、待ち構えてさえいれば、怯ひるまされるほどじゃない。

　敵の舌に引っ張られるのを利用して、俺も蛙の顔に飛び込んでいく。

　知能の低い獣が……不自然な進化しやがって。

　海から出てきたのがお前の間違いだ！　牙と舌は両立しないと、教えてやる!!

「その口……閉じてろっ!!」

　蛙の頭に手を置いて、そのまま地面に向けて思い切り叩たたきつけてやった。

　俺の腕に絡からみついた舌が一いつ瞬しゆん硬直し、一拍おいて途端に力を失った。

　作戦の成功を感じて俺はいったん距離を取ることにする。

「あらら……完全に切れちゃったか。わりーことしたな」

　でもお前の方がもっとわりーことしてるし、これは仕方ないよな。

　おお、おお、口から大量の血が流れてやがる。自分の鋭い歯で、自分の舌を嚙かみ切きっちまうとは思ってなかっただろうなぁ。間抜けなヤツめ。痛みに悶もだえてグァァだかゴァァだか奇妙な声を上げてやがる。いや。蛙ってそんな声で鳴かないだろ普通。

「お疲れさん、ジャーク。後はとどめを刺すだけのところ悪いが……どいてくんねぇか？」

「なんだよ、手柄を奪いに来たのか？　もう倒しちゃったぞ？」

「手柄なんていらねーよ。欲しいのは研究成果だ。うちも新作を試してみたいって言っただろ」

　そう言ってスザイルが後方に視線を送る。

　何があるのかと思えば、ロロエが走行機の隣となりでアノと一緒に歓かん談だんに興じている。いやいや余裕あり過ぎるだろお前ら。人類の天敵を撃げき退たいしている最中だぞ、いま。

　ロロエ機き工こう師しの開発した新作とやらを、スザイルは脇に抱えている。なんだか前よりほっそりとして……てゆーか筒型をしていない。砲ほう撃げき機き工こうなのになぜ？

「それが新しいカノン？　なんだかやけにスリムだな」

「そりゃそうだ、砲弾が入るようにはできてないからな」

　砲弾が入らない？

「何言ってんだ、砲撃機工なのに砲弾が入らなくてどうする!?」

「面白いよ。よく見ておけ。魔ま術じゆつ機き工こう式しき砲撃機工、カノンの新しい姿だ」

　魔術機工式のカノン。蓄えた魔力を消費して、新型カノンが敵を砲撃する。

　だが発射されたのは砲弾ではなく──

「──槍やり!?」

　のたうつ蛙かえるの胴体に、深々と槍が刺さっている。異海鬼獣リヴアイアサンの表皮は並の刃物じゃ切れないはずだけど……あんなに深く刺さるものなのか!?

「……くそっ、刺さっただけか！　貫けると思ったんだがな」

「槍を放つ形に変えたのか！」

「おお、砲ほう撃げき槍そうだ。槍とも言えるし、銛もりとも言えるな」

　発射されたものは銛か槍か……？　呼び方なんてどっちでもいいだろうと俺おれは思うけど。

「異海鬼獣リヴアイアサンを倒すには、まずはあの強固な皮ひ膚ふをブチ破るのが先決だからな。砲弾をぶつけて骨を砕くだいたり内ない臓ぞうを潰つぶしたりは、ある程度サイズの小さな敵でないと効果が薄い。だから突き刺し、まずは皮膚を突き破って血を流させる。皮膚を破いて中身が見えるようになればデハイドでなくてもダメージのある攻撃ができるようになる」

　なるほど……いや理屈なんてどうでもいい！

　この砲撃槍とやらは最高に良いぞ……！

　何が良いって、デハイドとの相性が抜群に良い！

　敵の体に刃が刺さっている状態なら、それを利用してとどめをさせる！

　それに、デハイドなしでも敵をたやすく傷つけられるようになったことは大きい。さすがだ、すごいよロロエのところのラボは……！

　世界は順調に進歩してる。

　技術はこれでもかというほどに成長を続けてる。

　だってのに、この違和感はなんなんだ？

　周囲を見回すと、警けい備び兵へいたちが一匹、また一匹と倒している。このサイズの敵であれば、特別なことをしなくても問題なく敵を追い払うことができている。この様子を見て、どうして俺おれはこんなにも不安を覚えているんだろう。

　スザイルにはわからない。他の機き工こう兵へいたちにもきっとわからないだろう。

　俺と違って、前走を経験してないからだ。

　異海鬼獣リヴアイアサンに対する考え方が他のみんなと俺では違いすぎてる。

　たぶんここにいる俺以外の人間は、魔ま術じゆつ機き工こうさえあればなんとかなると思ってる。

　デハイドが進歩し、カノンが進化したいまでは異海鬼獣リヴアイアサンはそう怖れる存在ではないと思い違いをしている。

　だけどそれも仕方ない。だって彼らは、見ていないんだから。

　あの赤い光景を。

　かつてこの海岸で起こった惨さん劇げきの痕あとを。

　一万の異海鬼獣リヴアイアサンの襲しゆう来らいを、七百のデハイドが迎むかえ撃うったこと。

　その結果、互いのすべての命が失われたこと。

　残ったのは俺と、二人の魔術師だけ。

　そのうちの一人は魔ま術じゆつ聖せい国こくで最も優ゆう秀しゆうな魔術師、エウヴァルセウ。

　彼は自分の命を投げ打って、生き残った二人の人間に魔術をかけた。

　世界をまるごと十年分巻き戻して、もう一度世界をやりなおすための魔術を。

　今度こそ異海鬼獣リヴアイアサンに勝つために。

　今度こそ、本当の平和を手に入れるために。

　あれから八年──……。




「……なにボケっとしてんのよ」

「…………えっ？」

　まったく。まったく、気づいてなかった。いつの間にか、俺の隣となりに「もう一人の生き残り」が立っていたことに。

　魔術聖国の名誉ある魔術師。

　グランデの称号を持つ相棒。

　彼女の名前は。

「ねっ……ネトさまだあああああああああああああああああ!!」

　熱のこもった勢いで、ネトの名前を呼ぶ大ファンはどこのどいつかと思えばうちの研究員ではありませんか。ネトに命を救われて以来、アノはネトの大ファンだ。一応俺も一緒に救ってあげたはずなんだけど……でもなぜか感かん謝しやされてるのはネトだけだ。なぜかは知らない。

　魔術聖国の人気者、ネト・プラトリオがこの場にいると知って他の警けい備び兵へいたちもにわかに騒さわぎ出だした。いつの間にやら蛙かえるはすべて倒されていて、生きているのは人間だけになっている。
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「ネト様だ！」

「グランデ・ネトだ！」

「すごい、わざわざこんなところへ!?」

　いまじゃ誰だれもが知っている。ネト・プラトリオこそ魔ま術じゆつ聖せい国こく最強の魔術師、彼女こそが異海鬼獣リヴアイアサンを滅ぼす救国の士……。俺おれだって一緒になって戦ったのに……てゆーか俺の方が見た目には活かつ躍やくしてたと思うんだけど……なんでこんなにネトばっかり人気があるんだよ。

「悪い傾向よ、ジャーク」

「ネト……なんでこっちに……？」

「異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いの最中に気を抜くなんて。心構えがなってないんじゃない？」

「わ、悪かったよ……」

「デハイドはどんどん立派になってるのに……使う人間が劣化したらたまらないわよ。そこのところわかってるの、ジャーク」

「そんな小言を言うために国境を飛び越えてきたのかよ？」

「そんなわけないでしょ」

　俺の軽口をあっさりとはねのけ、そしてネトはローブの下から一通の封書を差し出した。

「招待状。アウクス様がお呼びよ。いまから一緒に、魔術聖国に来て」
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　長距離走行用の走行機に飛び乗って。

　我らが機き工こう公こう国こくを昼間に出て、森をひらいて作った道を進み、晴天広がる魔ま術じゆつ聖せい国こくに辿たどり着つくまでたったの数時間。まだ陽ひも高いうちに、俺おれたちは魔術聖国へとやってきた。

　両国間でのやりとりを活発にするためにと、機工公国の大公様がすぐさま道を作り交通機関を整えてくださったおかげだ。まぁ、機工公国が異海鬼獣リヴアイアサンに滅ぼされた時、すぐさま魔術聖国に国民を逃がせるように道を整備した……とは言えないよな。

　今じゃ小旅行がブームとなって、金のある人たちはどんどん魔術聖国に遊びに出掛けるようになっている。

　だけど俺たちのこれはただの旅行じゃない。ネトの招待を受けた特別待遇だ。

　魔術聖国についた途端、緑色のネクタイをつけた若い少年──グランデがお出迎えしてくれるとは思わなかったけど。

　王政が認定したグランデは全部で三十人ほどだって聞いたけど、ネトも含め二人も派遣してくれるのか。いや、機工公国の宝であるジェン・シェトンプルの訪問となればそれくらいはやってもらっても当然、なのかな。

　その笑顔で迎えてくれる若いグランデに見覚えがあるのは、俺だけではなかった。

「やぁ、ボランくんじゃないか」

「お久しぶりです、シェトンプル様！」

　忠犬を思わせる快活さで、若さを前面に押し出した輝く笑顔で、ボランは師し匠しように向かって手を差し出した。仕事の関係で機工公国にもよく来てくれるグランデだけど、若さからくる気安さがあって話のわかる魔術師なんだよなぁ、ボランくんは。

　ああ、何度会っても俺と似たニオイを感じる。子どもをあやすのは苦手だろうけど、年上に従うのは得意そうな印象。命令するのは好きだが支配するのは苦手で、命令されるのは嫌いだが支配されることに抵抗の薄そうな印象。俺には確信がある。きっと、こいつはネトには逆らえない。

「アノ様はこれが初めての顔合わせになりますね！　はじめまして、魔術院所属のグランデ、ボラン・ディレムと申します！　シェトンプル様、アノ様、魔術聖国へのご訪問、心より歓迎いたします！」

　おっと。

　似たものを感じているのは俺だけではないようだ。

「おやぁ？　ジャークくんの名前が入ってねぇぞ、ボランくん」

「……よく来やがってくれましたね、ジャーク様」

　オイオイあんたの師し匠しようの相棒だぞ、もう少し愛想よく振る舞ってもいいんじゃね。

「なんだ？　まだ怒ってんのか？　この前ネトと機き工こう公こう国こくに来た時、下したっ端ぱ扱いしたことをまだ怒ってんのか？　それとも、蛇へびが来た時はファブロ大臣の方が役に立ったって言ったことを怒ってんのか？　ホントに悪かったよゴメンな」

「……テメェはホントに、からかっても大丈夫な相手だと判断したらどこまでも無礼になりますねジャーク様」

　そうかな？　言われてみるとそうかもしれないな。さすが賢い魔ま術じゆつ師し様だ、人心を読むことにも長たけていらっしゃる。素晴らしいな。

「……ボラン、何してるの。シェトンプル機工師がわざわざお越しくださったのよ。まず案内をしてさしあげるのが先でしょう」

「は、はい！」

　あ、よかった。やっぱりこいつも俺おれと同じような扱いだ。なんだかよくわからないが心の底から安心した。

「では、長旅でお疲れでしょうし、まずは魔術院を目指しましょうか！　宿泊場所へ！」

「ええっ？　観かん光こうは!?」

「観光名所各所には明日あしたご案内しますよ！　今日きようはまず魔術院へ！　とはいえ途中市場がありますので、お買い物をお楽しみいただけますから！」

「ホントに!?　やったー！」

　見事にアノを懐かい柔じゆうされてしまった。そんな簡かん単たんに言いなりになってしまうのか、アノ。そうか、ショッピングの楽しみで誤ご魔ま化かせばよかったのか……ありがとうボラン、勉強になるよ。

　ボランの先導でやってきたのは、煉れん瓦が造づくりの建物が並ぶなんだかオシャレなストリート。この通りにあるすべての建物が商店だと言うのだから驚おどろきだ。人は賑にぎわい、そこかしこに機工公国っぽい服を着た人間も視界に入る。用があるからと呼びたてられたはいいが、本当に観光もさせてくれるらしい。

　ああ良かったな、アノ。

　待ち望んでいた魔術聖国への旅行だぜ。

「ボランくん、あれは!?」

「フルーツ焼きですよ。安くてうまいんで、こっちじゃどこでも買えますよ。一つ買ってきましょうか」

「お願い！　りんごがいい！」

　俺もほしいな……でもボランに自分からそう言い出すのは悔しいからアノが一口くれるのを期待しようかな。

　久々の旅行、そしてはじめての魔ま術じゆつ聖せい国こくにはしゃいでいるのはアノだけでないようで、シェトンプル師し匠しようの方もさっきから何度もボランに質問をぶつけている。

「ボランくん、あの丸っこい建物はなんだい？」

「秘術局ですね。秘術と言いつつ、登とう録ろくしてあるすべての術が公開されてます。要するに、新しい技術を発見したけど魔ま術じゆつ院いんで公式な評価を得られず、それを伝承してくれる弟で子しもいないって魔術師があそこに登録しに行くんですよ。死の間際にね。自分が死ぬとなったら秘術も無む駄だになりますしね」

「へぇ……！　魔術院の下か部ぶ組そ織しき、ってことかな」

「いえ、魔術院は王政が認めたものですけど、秘術局は王と関係なくやってるところです。とはいえ運営してるのは魔術院を引退した魔術師ばっかりですけどね。使えない魔術をイジって遊んで、時折世紀の大発見に変えて送り出すっていう暇ひま人じん向けの施設です」

「うーん面白いなぁ……」

　面白いな。

　機き工こう公こう国こくじゃありえない施設だ。

　どんなくだらない発明でも、こっちじゃきちんと公式登録してくれるからな。

　案内上手のボランが師匠に施設の説明をしているのを盗み聞きしていると、誰だれかが俺おれの肩をちょんちょんとつついた。

「お兄さんお兄さん、ちょっと寄ってってよ……」

　寄っていけというからさぞかし自じ慢まんできる店なんだろうなと思って振り向くと、店と店の間の路地に黒い布がかけられていて、その向こうで売買を行っているから見ていってくれと言う。

　どう考えても安かろう悪かろうな不良品を売りつけられるに違いないと確信する。しつこく俺の腕を引くその男をどう追い払おうか考えていると、ボランがすぐにやってきた。

「おい。許可は持ってるんだろうな？」

「い、いやぁ、その」

「後で回収に来るぞ。さっさと店じまいするんだな」

　無許可での商売を指摘し脅おどして、ボランはその男を再び暗くら闇やみの中へと押しやってしまった。案内役だけではなく用心棒までやってくれるグランデ・ボラン。さすがネトの人選だ、こんな便利な人間が旅行に付き合ってくれるのはまったくありがたい。

「からまれてんじゃねーよ。お前がきっぱりはねのけないのが悪い」

「そうなのか？　そりゃ悪かった……で、あれは何を売ってんだ？」

「……あんまり大きな声じゃ言えねぇけど、異海鬼獣リヴアイアサンの死体を売ってる」

「へ？」

「ヤツらの皮ひ膚ふやら骨やら、王政の許可が出たものをいろいろ加工して売ってんだ。だけど表立って売買するのは縁えん起ぎが良くねぇし、被害者の出てる機工公国の人間を刺し激げきするかもしれねぇから、ああやって影を作ってその中でしか売っちゃならないことになってるんだ」

「へぇ……」

　異海鬼獣リヴアイアサンを商売に、か。

　のんきというか、不ふ謹きん慎しんというか……。深く考えるとこちらの精神がやられてしまいそうな案件だな。機き工こうを作ることに関しては俺おれも自信があるけど、それ以外のことになるとうまく頭を使える気がしない。泥沼にはまらないうちに、俺はその黒い場所から視線を逸そらしてしまった。

「ボランくん、ボランくん」

「はい、シェトンプル機工師、どういたしました？」

「あの糸は？　裁さい縫ほう用とは違うようだが……」

「あれは魔ま術じゆつ機き工こうがブームになってから発明された糸ですね。糸に魔力を通してあれこれ使うのは、魔ま術じゆつ聖せい国こくじゃ昔からよくある技術なんです。魔術道具マルギアアイテムとして糸は優ゆう秀しゆうなんですよ。それで、機き工こう公こう国こくには〝鉄の糸〟があるじゃないですか」

「鉄線だね」

「そうです、その鉄線を機工として加工する技術があるって話を聞いて、〝鉄の糸〟を魔術機工化する研究がいま流は行やってるんです。実用化には、まだ時間がかかりそうですけど」

「へぇぇ……面白いなぁ。君も鉄線の研究をするのかい？」

「いえ、俺は〝チャージ〟の研究をしてます。いまはネト様と共同で、遠隔チャージの研究を」

「遠隔チャージ!?　なんだそれは!?」

　……楽しそうだなぁ。

　俺もあの会話に入りたいけど、ボランが嫌な顔するからな。師し匠しようはそういうのに気を遣う人だし、俺は後ろで盗み聞きするだけで我が慢まんしよう。

　魔術師は高い場所を嫌う。というのは機工公国でよく聞いた言葉だったけど、そんな誤解がまかり通った理由も、この街に来てみるとよくわかる。この街には、背の低い建物が多い。右を見ても左を見ても、障害物がないので空が広く綺き麗れいに見える。

　ちなみに高い建物がない理由もシンプルだ。法律で、王宮と中央聖堂より高い建物を建築することは認められていないからだ。政治的な、宗教的な、わかりやすい理由だ。

　煉れん瓦が造づくりの壁をわき目に、俺はアノや師匠の後ろを歩く。自然と、最後尾のネトの隣となりを歩くことになる。

　ネトはさっきから、何も言わずに周囲に目を走らせている。警けい護ごのためとは言うものの、何かあった時のために俺がデハイドを着ているんだから、そんなに気を張ることはないのに。

　たしかネトはこっちの魔術院とかいう場所で、魔術機工の更なる発展のために研究を続けている最中のはずだ。前走での英雄的魔術師、エウヴァルセウ様の代役を務めるべく日夜仕事に励んでいると聞く。てゆーか本人にそう聞いている。

　それにしては、妙に表情が明るいような気もする。

　つきものが落ちたかのような、肩の荷が下りたかのような、気のゆるみが見てとれる。

　つい一年前までは、あんな表情を見せる人ではなかったのに。

「どうしたの、ジャーク。楽しんでる？」

「ああ。案内人が優ゆう秀しゆうなおかげで」

「そう」

「ああ、でも」

　気になることが、ないわけでもない。

「不満が？」

「いや。異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いを目前にこんな楽しんじゃっていいのかなって」

「……いいのよ」

　おや。

　意外な回答だ。

「私たちはエウヴァルセウ様の遺志を継ぎ、この再走世界の歴史を前走とは異なる結果へと導く。そのために全力を尽くすことを誓い合いはしたけれど……だからと言って、自分たちのすべてを犠ぎ牲せいにしなければならないとは言っていないわ。最小限の被害で、最大限の結果を得られればそれでいいの」

「……宗しゆう旨し変がえした？」

「ちょっとね」

　やっぱり、少し違うな。

　丸くなった。というか、優やさしくなった……？

　丸くなったねなんて言ったらネトは怒りそうだけど。でも、前よりは優しい怒り方をしてくれるような気がする。

　使命感に支配され、エウヴァルセウ様の遺のこした言葉に服従するだけの頃ころとは少し考え方が変わってるみたいだ。

　ネトの変化は、俺おれにとっても嬉うれしいことだ。怖い顔して敵に向かう姿もカッコいいけど、どこか余裕のある笑顔を見せている時の方がやっぱりネトらしいと思うから。

　ネトの変化を俺がしみじみと感じていると、アノが購入物の詰まった袋を俺の前にドサリと置いた。いつの間にか大量の紙袋が地面に置かれている。……えっ。これ、全部うちのお買い物？　えっ!?

「アノ、こんなに買ったの!?」

「うん。ジャーク、運んでくれる？」

「俺一人で!?」

「デハイド着てるんだからできるでしょ？」

　できるけど……釈然としないものがあるだろ！

「あれっ!?　師し匠しようまで何を買ってるんですか!?」

「鉄線を。こっちでは〝鉄の糸〟と呼んでるらしい。これ、デハイドに組み込むことができないだろうか？」

「いやそういうことじゃなくて！　鉄線なら機き工こう公こう国こくでも買えるじゃないですか!?」

「でも、こっちで買った方が魔ま力りよくの通りが良いような気がしないか？」

　研究者のセリフじゃねぇ!!

　師匠まで浮かれてるのかよ!!

　いやいや待って、よくよく見たら二人してものすごい量を買いこんでるな……滅多にない旅行で、近いうちにもう一度来られるとは思っていないからってタガが外れてる……！

「すごい量を買ったなー……これ、やっぱり俺おれが持つのかな？」

「……これ以上増えたらキツイかもね。一度宿泊施設に持って行っちゃいましょうか。ボラン、ご案内を続けてさしあげて。私は荷物を持って先に魔術院に戻るわ。行くわよ、ジャーク」

　俺はまだ何も言っていない。

　それどころかアノや師匠も何も言っていない。

　だけどもう予定は決定されたらしい。

　有う無むを言わさぬ命令の言葉。

　少しは丸くなったと思ったけど……やっぱり根っこの部分は変わらぬようでいて嬉うれしいよ、俺は。
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　絢けん爛らん豪ごう華か。

　そんな言葉が真っ先に浮かぶ。

　機工公国の大たい公こう宮きゆうと違って、こちらの魔術院は華か美びで煌きらびやかな印象が強い。シンボルとしての役割が強いのだろう。誰だれがどこからどう見ても国の重要な施設だとわかる。

「ここで預かってもらって」

　魔術院の奥、わざわざこんな派手に飾らなくてもよかろうにと言いたくなるような倉庫にアノと師匠の荷物を置いて、身軽になっていざ戻ろうとした途端、ネトが再びついてこいと言う。

「どこに行くんだ？　さっきの通りに戻るんじゃないのか？」

「いいえ。あなたには私の部屋に来てもらう」

「部屋って、研究室？」

「いえ、自室よ」

「…………え」

　え？

　ネトの自室って、なんで？

「魔ま術じゆつ聖せい国こくじゃ、招待客用の部屋すら用意してないのか？」

「そこにアウクス姫がいるのよ」

「どうして」

「できるだけ人の目につかないようにそうしたに決まってるでしょ」

　んー？

「いや、そうじゃなくて、なんで俺おれがアウクス姫に会うんだ？」

「何言ってるのよ。アウクス姫にお会いしなきゃ、アンタが来た意味がないでしょ」

「……ええ!?　ジェン・シェトンプルじゃなくて、俺の方に用があるのか!?」

「最初にそう言ったでしょ」

「言ってねぇよ!!」

「じゃあいま言ったからそれでいいでしょ。黙ってついてきて。人に見られたくないの」

　もしかして、俺の来訪はお忍び扱いなのか？

　それにしては、往来をネトと一緒に歩いたり、正面から魔術院に入ったりと目立っちゃってるけど。となると、俺が来ていることは周知させたいが、執政院やアウクス姫との関わりは知られたくない？　なんだよ、いったい俺に何をさせるつもりだ？

　研究所としての役割を担になう魔術院、その隅すみには研究員たちの居住スペースがある。ただ寝て休むだけの場所らしく、客人を迎えることもある部屋とはまるで違う、簡かん素そな造りをしている。ネトの自室とやらもそこにあった。魔術聖国最強の魔術師。そして事実上の為政者であるアウクス姫の片腕。上り詰めるだけ上り詰めたネトの立場から言って自室はたいそう豪ごう華かなんだろうと思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

　自室だというのに、ネトはドアをノックする。一回、二回、三回。

　入室すると、たしかにネトの言う通り、そこにはアウクス姫がいた。

　ああ、一年前にコロシアムで見かけた女性だ。

　魔術聖国のお姫様。アウクス姫はすごく頭の良い人と聞いている。その評判から想像される外見よりは……もっとぽわぽわした印象だ。目つきは常に柔らかく、仕草も表情も偉ぶるところがない。どこか頼りないような感じもあるが……隣となりにネトが立っているんだから、誰だれも文句は言わないだろう。

「ようこそおいでくださいました。生き直しの戦士よ。機き工こう公こう国こくではもはや英雄と呼ばれるあなたにこうしてわざわざご足労いただいたこと、心より感かん謝しやします」

　生き直し……俺たちがこの世界を生きるのは二回目だってことを、お姫様に話したらしい。ああ、だからネトは気が楽になったのか。

　……しかし俺が英雄と呼ばれたことなんて一度でもあったかな。新聞じゃ、魔術聖国のエリートであるネト・プラトリオがはじまりの異海鬼獣リヴアイアサンを打ち倒した英雄ってことになってるけど。俺おれはその場に居合わせた機き工こう兵へいって扱いだったはず。

「一度あなたに助けていただきましたが、そのお礼を言えずにいたことを心苦しく思っておりました」

「ああー……ありましたっけね、そんなことが。お気になさらず」

　そう言うと、アウクス姫は何やら俺の顔を凝ぎよう視ししはじめた。

　まずい、言葉が悪かったか？　くそ、お姫様に対する口の利き方はさすがに勉強してないぞ……。

「相変わらず、凛り々りしいお顔つきですね」

「あ、ありがとうございます。そんなこと言ってくれるのはあなた様だけです」

「ネトは言ってくれないのですか？」

　な、なんつーとんでもない爆ばく弾だん落としてきやがるんだ!!

　言ってくれるわけないだろネトが……!!

「アウクス様。本題に」

「あっ、あっ、そうですね。時間がないのでした」

　ああ、いいなぁ。彼女の柔らかく落ち着きのある所作は実にほんわりとした空気を作り出す。家臣から人気のありそうなお姫様だ。

「ジャーク。ネトからすべて聞いています。異海鬼獣リヴアイアサンについて、そしてこの世界の行く末について。多くを話し合いましたが……あなたにも聞いていただきたい話があるのです」

　アウクス姫が本題に入ったのをみて、俺も背筋を伸ばした。

「異海鬼獣リヴアイアサンを倒すために私たちができることは何か、私も微力ながら知恵を振り絞らせていただきました。〝獣けものの王おう〟を倒すために、被害を最小限にとどめるために、私たちにはいったい何ができるのか。はっきり申し上げますが、魔ま術じゆつ側はこれ以上の加速度的進歩をすることは不可能です。魔術機工にしても、いまは様々な使用法を試しては、使えるものをピックアップするのが精いっぱいで、技術のレベルそのものにイノベーションを与えることは難しいと思われます。少なくとも、その〝獣の王〟がやってくる二年後までにそれを成し遂げることは難しいと私は考えます」

　理路整然とした語り口。

　第一印象からは想像しにくい硬質な態度。

　あれ……こっちが本当の性格なのか……？

「技術を高めることより、絶対数を増やすことの方が確実ですから、歴史の流れを進めて魔術機工を早い段階で登場させようという方法に間違いはないと思います。人材に関しても、エウヴァルセウに代わる天才の発掘に心血を注ぐより、グランデの数をそろえて数量で対抗しようというネトの考えは正しい。来るかどうかわからない魔術の新機軸ではなく、すでに存在する魔ま術じゆつ機き工こうという新技術に期待するのは最善と言えるでしょう」

　ふむ。

　つまり、俺おれたちのやり方をこのお姫様は肯定してくださっている。

　俺たちがやってきたことを、彼女は認めてくれているんだ。

「それに、エウヴァルセウが前走でどうあったかは知りませんが、このネト・プラトリオはもはやその方にも劣らぬ力の持ち主であるとも考えます」

「ネトが誰だれよりも優ゆう秀しゆうな魔術師であることは俺も知っています」

「それならば話は早いです。誰よりも優秀な魔術師と、誰よりも実戦経験があるあなたにお願いしたいことがあるのです」

「お願い……ですか？」

　神妙な面おも持もち。

　一介の機工師である俺に何をお願いしようというんだ？

「エウヴァルセウを犠ぎ牲せいにしてまで世界を再走しているのですから、前より悪くなったという事態は極力避けたい。せめて前回よりも前に進めるためには、前回あった技術が欠けていては困るのです」

「前回あった技術……？　いや、デハイドもカノンも前走以上に進んでますよ」

「魔術機工の話ではありません。あなた方二人の『生き直し』を実行したその魔術……遡そ生せい術じゆつについてです」

　あっ。

　そうか、あれはエウヴァルセウ様しか知らない秘術……！

　もしかして、エウヴァルセウ様がいないこの再走世界では存在しないのか……!?

「遡生術は、現在の魔ま術じゆつ聖せい国こくにおいてはおとぎ話の中にしか存在しない技術です。あと二年で登場することはありえませんし、そもそも前走においても表立って存在したものではないと聞きます」

「つまり、エウヴァルセウ様だけが知っていた、と？」

「はい。しかしエウヴァルセウはその知ち識しきを誰にも伝えることなくこの世を去ってしまいました。エウヴァルセウにはネトを含め百人の弟で子しがいましたが、その誰も遡生術については知らされていませんでした」

　エウヴァルセウ様しか知らない技術。

　だけどエウヴァルセウ様はそれを誰にも伝えずに亡くなった。

　それじゃつまり、知識が途絶えてしまったということじゃないか。

「それは困る！　あの魔術はもう使えないってことか！」

「ところが、あるのです。その術式を書き残したものが」

　術式を書き残したもの？　魔術書？

　眉をひそめる俺おれに、ネトが口を挟んだ。

「ジャーク、あなた覚えてない？　エウヴァルセウ様が世界を巻き戻す際、手元に手て帖ちようを持っていたでしょう？」

　エウヴァルセウ様が世界を巻き戻す時。それはつまり、前走の最後。俺たちがあの赤い光景の最中にいた時のことだ。

　俺は覚えてる。エウヴァルセウ様の最後の言葉。エウヴァルセウ様の最後の表情。たしかにあの時、あの人は手帖を持っていた。黒い手帖だった。

「あれに書き残されている可能性があるの。……というか、彼の研究成果が残っているとしたらアレにしか可能性がない、と言った方が正確ね」

　ふむふむ。

　確実に成果が残っていると知っていたら、すでにネトが回収しているはず。そうしていないのだから、相当不確実な情報だってことだろう。

「エウヴァルセウが持っていたというその魔ま術じゆつ書しよをネトに探させました」

「……しかし場所がわからなかった？」

「いえ。場所はわかっています。しかしそれらはすでに、場所を移動した後だったのです」

　場所はわかった。

　だけど移動した後だった。

　そしていま姫様とネトがそれを探してるってことは。

「盗まれたってこと……!?」

　ネトは首肯した。遡そ生せい術じゆつが書かれているかもしれない手帖が盗まれた……それって、ものすごくまずいんじゃないのか!?

「エウヴァルセウ様は公おおやけに二国間の交流がはじまる前から、機き工こう公こう国こくに訪れることがあったの。そしてその時、機工公国の大たい公こう宮きゆう付近に自らの研究成果を残した手帖を隠した……」

「なんでそんなことを知ってるんだ」

「生前に本人が隠したものだけど、その場所は弟で子したちにも伝えられていたから」

「不用心だな。よくそれまで盗まれなかったもんだ」

「複雑な手順があるの。盗掘者には絶対に手出しができないようになってる。たとえ最新型のデハイドを着て、この国に存在するすべての魔術を扱えたとしても、あの墓から手帖を盗み出すことは不可能よ。弟子でなければ」

「犯人は弟子の一人、ってことか」

「ええ、そういうこと」

「……弟子って、百人いるって言ってなかった？」

「言ったわ」

　えええ……じゃあ犯人特定するのめちゃくちゃめんどくさくないか？

「だけどそのうち九十人は魔ま術じゆつ師しとして身元を魔術院に預けている。わからないのは十人だけ。それに、すべての弟で子しに手て帖ちようの探し方を教えていたわけではないの」

「でも……」

「誰だれが犯人か、なんてことはそもそも重要ではないの。重要なのは、手帖を取り返すことができるのかどうか。それだけよ」

「そりゃそうだけどさぁ」

　しかし結局、いま手帖が誰の手にあるかはわからないんだろ？

「話はわかりました、アウクス姫。人に話を聞かれたくないってのも、俺おれとネトだけに伝えようとしたのも理解できます。やりなおしがどうとか、そのうち〝獣けものの王おう〟が来て人類が滅ぼされる可能性があるなんてのはあまり聞かれたくないですしね」

「ありがとうございます、ジャーク・タックス。では、協力をお願いできますか？」

「もちろんです。全力で協力させてもらいますよ。他ならぬネトの頼みですし」

「ありがとうございます……本当に……」

　いえいえ。

　断る理由もないですし。

　だけど、協力ってなんですか？

「……でも、それならなんで俺が呼ばれたんですか？」

「え？」

「いや、俺にしか話せないってのはわかりますけど……わざわざ俺に話す必要があるわけでもないですし」

　何者かに盗まれた禁術書を取り返す。

　その何者かを見つける協力を頼みたい。

　なんだそりゃ。見つけてから俺を呼んでくれよ。だって俺、人探しなんてできないぞ？

　いや、お姫様に文句を言うなんてことは出来ないけれど。

「詳くわしいことはすべてネトに任せます。では、盗人が見つかるまでは魔ま術じゆつ聖せい国こくを楽しんでくださいな、ジャークさん」

　可愛かわいい。

　誰もがそう言うに決まってる。

　この温かい微ほほ笑えみを目にしたら。

　つられて俺も破顔する。笑顔の力で疑問がすっ飛んでいく。

　俺はにへらとだらしなく笑いながら、部屋からこそこそと出ていくアウクス姫を見送った。

「……うーん、笑顔でごまかされた」

「ごまかしてないわよ。伝えるべきでないことを伝えなかっただけ」

　……それをごまかすって言うんじゃねーの、ネトさん。

「俺おれに仕事を与えるために、こっちに呼んだのかよ」

「そうよ。あなたはいまから私と行動をともにしてもらうわ。シェトンプル機き工こう師したちとの合流はもうすこしあとで」

「……俺がいきなりいなくなっても怪しまれないかな？」

「シェトンプル機工師と娘さんには私から説明する。あの二人には旅行を堪能してもらった後、お帰りになってもらうけど、あなたにはもう少しこちらに滞在していただくわ」

「了解」

「それじゃ、ジャーク。時間もできたことだし」

　ネトには珍しく、目を細めてにこやかに笑っていた。

　普段の強い警けい戒かい心しんを解いて、年相応の笑顔でこちらを見ていた。

　こんな表情は、いままで見たことがなかった。

「私とデートでも、しましょうか」

「……え」
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　日常というものをうんぬんかんぬん。

　安心が脅おびやかされるとうんぬんかんぬん。

　そんな持論を振りかざしていたのも今は昔。

　なんてこった。

　こんな簡かん単たんに、揺るがぬ日常なんてものは崩くずれ去さってしまうのか。

　これは一大事だ。

　魔ま術じゆつ聖せい国こくの街中をネトと二人で歩くなんて……二人きりで歩くなんて!!

「歩き方がぎこちないけど。なに、緊きん張ちようしてるの？」

「し、してないって緊張なんか」

「なによ、あっちじゃ女の子とデートもしてないの？　アノは？　ロロエ機工師は？」

「いや、一年間ずっとラボで研究し続けてるんだし、そんな暇ひまはないし」

　そもそも、異海鬼獣リヴアイアサンにそのうち滅ぼされることを知ってる俺たちに、恋だのなんだの考えてる余裕なんてなかったじゃないか。

「……ジャーク、こっち来るのはじめて？」

　魔術聖国に来たことがあるかって？　あるに決まってるだろ。前走でも再走世界でも、二国間の交流がはじまった瞬しゆん間かんに旅行がブームになったんだから。

「前走では何度か来てたよ。こっちって香りのするロウソク売ってるだろ」

「アロマキャンドル？」

「あれがスゲー好きでさ。専門店でいろいろ買いたくて、そのためだけに何度か来たことあるよ」

「……やめて」

「何を？」

「私と趣味をかぶせに来るのはやめて」

「かぶせてないぞ!?」

　そ、そっか、ネトもあのロウソクが好きだったのか。

　趣味も合う。気兼ねない会話もできてる！　こ、こ、これはものすごく好印象なのでは!?

　ネトが隣となりにいる。それだけで視線のやりどころに困るのはなぜだろう。前だ、前を向けばいいだけだ。

　すわりの悪いものを感じて適当に視線をふらふらと泳がせていると、街行く人たちに視線が止まる。

「なんか、紫色のローブを着てる人がたくさんいるような……。ネトと同じヤツだよな」

「……自分からこういうことを言うのは嫌なんだけど、ブームが来てるらしいのよ」

「紫のローブが？」

「私が」

「は？」

　じろりとネトの眼めが俺おれを睨にらんだ。

　な、なんだよ、色恋からかけ離れた視線はやめてくれよ。

「はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが来た時、誰だれかさんのせいで予定が変わっちゃったじゃない？　だから機き工こう公こう国こくで派手に動いたでしょ、私。本当はあまり目立つつもりはなかったんだけど。誰かさんのせいで」

「ゴメンナサイ」

「そしたらこっちでも英雄だなんだと祭り上げられて……気づいたら私の服装がブームになってたわ。私と同じ髪かみ型がたにしている子どももよく見るし」

　な、なんでネトだけそんな人気者なんだ？

　俺だって同じやりなおしをしている人間なのに。

　いや実力が段違いだからというのはわかっちゃいるけど、妙に納得がいかない……。

「でも、この紫のローブだって、前走世界で流は行やってる時に買ったものなのよ。流行りに流されて買ったものを着てただけなのに、再走世界では流行のきっかけになってしまうなんて……面白いわよね」

「ふーん。ネトって、流行りものとか買うんだ」

　電光石火、腹に平手が飛んできた。

　ばちんと気持ちいい音が弾はじけた。

　なぜいつも俺おれの腹を狙ねらうのか……！

「ぐおお……！」

「ジャーク。あなたって、私のことを何にも知らないのね」

　何も話してくれないネトさんが悪いと思います……俺はそう思います……。

「あ、あれ？　市場を抜けたぞ？　なんだか人通りの少ない方向に向かってるけどこれで道合ってる？」

「合ってるわ。あなたは私について来ればいいの」

　お前は俺について来ればいい……そんなカッコいいセリフはぜひ俺に言わせてほしかったが、相手がネトさんでは言う暇ひまもないだろうからこれでいいや。

　それからネトはしばらく無言だった。それでも迷いなく歩くものだからきっと目的地があるのだろうと、俺は素直についていく。

　気づけば周囲には人影が見えなくなっていた。

　市場の中心が移動したのか、ほとんど廃墟と化した建物ばかりが並ぶ道にやってきた。廃墟に住みついている人間もいるのだろうが、貧民街と呼ぶには人気がなさすぎる。

　向こうに見えるはさらに人気のない雑木林。デートコースと呼ぶにはあんまりな場所だ。辿たどり着ついた瞬しゆん間かんネトに「あなたはここで死ぬのよ」と言われるんじゃないかと不安で仕方がありません、はい。

　いよいよこれはもうデートじゃなくてただの散策だろとしか思えなくなってきたところで、ようやくネトが口を開いた。

「前走で魔ま術じゆつ機き工こうの技術を確立したのはエウヴァルセウ様とジェン・シェトンプル機工師の二人だと言われている。しかしエウヴァルセウ様はかなり早い段階から魔術機工についての構想を持っていたらしいの。彼の仕事場からはその手の書き残したメモがたくさん見つかってる。彼はアイディアをとにかくたくさん書く人だったのよね。実現可能かどうかはともかく」

「それで？」

「今回の盗掘犯について想像してほしいの。エウヴァルセウ様が隠していた手て帖ちようが最近盗まれた。ということは犯人は、エウヴァルセウ様がどこに手帖を隠していたかを知っていて、そのうえで最近になってそれを盗み出す理由を得た人物。エウヴァルセウ様が死んで八年も経たってから手帖が盗まれたのはなぜか考えてみてよ」

「うーん？」

「八年前に突然死んだエウヴァルセウ様。八年後に突然現れた魔術機工。魔術機工の発想を持っていたのはエウヴァルセウ様のはずなのに、なぜか私とあなたは魔術機工を理解し先んじてその実現を可能にしていた。ゆえにエウヴァルセウ様に親しかった人物ならこう考えてもおかしくないんじゃない？　──私とあなたのどちらかが、エウヴァルセウ様を殺し、そのアイディアを盗み出した」

「……え。俺おれとネトが、エウヴァルセウ様を殺した？」

「そう勘違いされてもおかしくないってこと。そしてそれくらいの勘違いがなければ、このタイミングでエウヴァルセウ様の手て帖ちようが盗まれるとは思えないのよ。エウヴァルセウ様のアイディアを盗んだヤツらがいる……もしかしたら隠してある手帖も盗まれているのではないか……犯人がそう考えでもしない限り、このタイミングでの盗掘はありえない」

　犯人。

　手帖。

　盗掘。

　ぜんっぜんデートに相応ふさわしくない言葉がネトの口からすらすらと出てくる。まさか……まさかこれって……!?

「おそらく敵は、魔ま術じゆつ書しよの内容を読み取れてはいない。それが遡そ生せい術じゆつの書かれた内容であることを理解できていない。一いち番ばん弟で子しの私が知らないんだから、誰だれかに話しているはずもない。

──まだ間に合う。敵をとらえ手帖を奪い技術を取り返す。こちらから呼ぶより、相手を誘い出す方が確実よ。敵が真っ先に殺したがるであろう、私とあなたという餌えさをつるして」

「…………」

「シェトンプル機き工こう師しとアノさんの方にも警けい護ごはばっちりよ。ボランだけでなく、あと二人のグランデが近くで監視してる。だからあなたは何の心配もしなくていいの。ただ私とこうして街を歩いて……そして誰かが殺しに来るのを待てばいい」

　ネトがぎゅっと俺の手を握った。

　柔らかい手のひら。細長い指。女の子の感触。

　あったかい。すごくあったかいよ。

　なのにどうして俺の心はこんなに寒いんだろう。

　なぜ心の涙が止まらないんだろう。

「デハイドを着たままでいいのか──その質問に対する答えがこれよ。デハイドを着ていてもらわなきゃ困るの。その方が目立つし、敵の強きよう襲しゆうに遭あっても対処できるし。ね」

「ってことは、まさかこれ、デートじゃなくて……」

「……なに泣いてんのよ？」

「囮おとりじゃあん……」

　すごく……すごくわくわくしてたのにっ……！　異海鬼獣リヴアイアサンもデハイド研究も前走の思い出も全部忘れて楽しんでもいいものかと思ってたのにっ……!!

「…………近い」

「何が？」

「二十メートルほど。魔力を集めることに関してはなかなか。グランデと比べても遜そん色しよくないかもしれない」

「ネト？　何の話をしてるんだ」

　意図を読み取ろうとネトの顔を覗のぞき込こむ。

　ネトの視線はわずかに上がっていた。

　その視線を追って俺おれも空を見上げる。




　空から、ガレキが降ってきていた。
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　俺おれの直感は、それを建物の崩ほう落らくだと判断した。

　砕くだけた外壁が俺の真上から落下してきているのだと、そう思った。

　デハイドに強化された肉体が致命傷を受けることはなくとも、衝しよう撃げきは免まぬがれない。何かを考える暇ひまもなく俺は横っ飛びした。

　間かん一いつ髪ぱつ避けると、すぐ隣となりで地面を叩たたく轟ごう音おんが響ひびいた。予想以上の質量が降ってきたらしいな……！

　だけどその災難はそこで終わらなかった。

　その崩落物もまた、すぐに俺を追って横にすっ飛んできたからだ。

「うおおおお!?」

　質量は絶対だ。

　見せかけだけではない、重量感ある物質が激げき突とつしてくる衝撃に、俺の体は踏みとどまることができずに後方に押し飛ばされる。

　落下物じゃない、誰だれかが俺に向けてそれを振り下ろしてきたんだ。そして逃げた俺に追撃をかました。

　なんだ、誰だ俺をぶっ飛ばしやがったのは……!?

　こっちがデハイドを着て強化している以上たいして痛みは感じないけど、それでも誰かに攻撃されたという事実は変わらない。

　俺は敵の姿を探す。

　だけど探すまでもなく、そいつは俺の目の前に立っていた。

　やせ細った若い男が、コンクリートの塊かたまりの奥に立っている。その塊から飛び出ている柄えのような部分を握って、それを武器として俺と向かい合っている。

　はじめて見る男だ。おそらく俺より年上。だけどそう年は離れていないだろう。

　印象的なグリーンの瞳ひとみは、憎しみをこめて俺を睨にらみつけている。

　陽ひの光を眩まぶしく反射する真白いローブの下には、デハイドが見えている。

　コードナンバーが刻まれているところをみると、個人用ではなく、警けい備び兵へいのために用意された量産型のデハイドだ。

　……誰なんだこいつは？

「そのデハイド……機き工こう公こう国こくの警備兵か？　それとも、盗人か？」

「返してもらっただけだ」

　そう告げると、その男はガレキを抱え、俺おれに背を向けて全速力で走り出した。

　え？

　逃げた!?

　自分から不ふ意い討うちしたくせにか!?

「あのヤロー盗んだデハイドで走りだしやがったぞ！　ネト！　あれ、海かい岸がん警けい備びしてるデハイド兵が使ってるヤツだ!!　間違いねぇよ!!」

「追いなさいジャーク!!」

「ああ!!　デハイドを取り返す!!　ただでさえ数が足んねぇんだからな……！」

「いえ、デハイドは壊こわしても構わない！　代わりに絶対に殺さずに捕まえて!!」

「え、でも」

「いいから行って!!」

　ネトが叫ぶ。

　その気迫に押され、反論することもなく俺は駆け出した。

　デハイドを壊してもいいから、殺さずに捕まえろ？

　敵が単なる襲しゆう撃げき犯はんなら、逃げる相手をわざわざ追うまでもない。

　敵が単なるデハイド泥棒なら、それを壊さず奪い返すべきだ。

　だけどそのどちらでもなく、敵を捕獲する必要があるってことは？

　なんとなくわかったぞ……あいつがエウヴァルセウ様の手て帖ちようを盗んだ犯人だとネトは思ってるんだな!?

　そうとわかればさっさと捕らえて、ネトとデートの続きをすべきだ！

　いやいやそうじゃなくて、さっさと捕らえて機き工こう公こう国こくに帰り研究の続きだ！




　さて、肝心の敵だが……追うことはそう難しくない。

　まず地形が追う側に有利だ。

　ここは人影のない廃墟の街。音もなく人影もない場所で、姿の見える敵を見失うなどありえない。追いかけっこの最中に、隠れてその場をやり過ごすなんてことはできっこない。街を抜けて森に入ってもそれは変わらない。

　こちらの行動を遮さえぎるものがなく、守るべき対象もないとなればこちらも全力を発揮することができるしな。

　それに、そもそも敵の動きが鈍すぎる。

　デハイド専門の機工師である俺にはわかる。あれは運動神経の問題じゃない。デハイドの動きに慣れていないんだ。早すぎる自分のスピードに振り回されている。人体が強化されるってことは、動きが普段とはまるで違うものになるってこと。訓練なしに望み通りのパフォーマンスを得ることはできない。

　そもそも……十分に訓練を積んでいたとして、最も進んだデハイドを持つ俺おれを相手に、盗んだデハイドでかなうと思ってんのか？

　そして疑問が一つ。

　あのガレキのような、棍こん棒ぼうのような武器をどうして手放さない？

　その武器を手放せばもう少し素早く逃げることもできるだろうに。

　さぁ距離は詰まってきたぞ、追いかけっこの時間は三分もいらなかったな！

「待て!!　止まれ!!」

　敵の降伏を受うけ容いれる余地はあるんだぜ、こっちは！

　だけど当然、敵が俺の言葉を聞いてくれるわけもない。

　むしろ言葉を無視するように、急に街角を曲がって逃げていった。

　どんなにかく乱しようとしても無む駄だだ。白いローブは光を受けて輝いている。

　いまさら角を曲がって逃げたって意味はない！

「どこに逃げようと、その目立つローブを着ている限り丸見えだぜ！　捕まえた！」

　俺はその背中に手を伸ばす。

　思いきり伸ばした俺の手には、たしかに感触があった。

　肌触りの良い厚手の布を摑つかむ感触が。

「……あれ。ローブだけ……？」

　コンクリートの塊かたまりにローブがかかってるだけ？

　ありゃ？　だって、さっきまでこの白いローブを着て走ってたのに……。

　まさか……魔ま術じゆつ？

　魔術でローブを操あやつってた？　まるでそれを着た誰だれかが走っているように見せかけて？

「それなら……本人はどこに？」

　俺がそんな間抜けな言葉を吐いてる後ろで、いやに低温な声がした。

　憎悪に満ちた、声がした。

「返してもらうぞ……!!」

　影だけを目の端はしで捕らえていた。

　あとは視覚より、痛覚の方が敵の存在を確実に伝えてきた。

　敵が、俺に武器を振るっていた。

　真横からためらいのないフルスイングで。

　デハイドは着ている。衝しよう撃げきは減少させている。だけど、痛みをまったく感じなくなったわけじゃない。

　デハイドの強化をすべて無視するような馬ば鹿かげた威力で、その武器は俺の脇腹を殴りつけた。

「がッ……!?」

　はじめは衝撃。

　横っ腹に打だ撃げきを受けた衝しよう撃げきと、吹き飛ばされた結果となりの壁に衝突した衝撃。

　続いて、痛み。

　体の中身が引き千切れたような、舌を嚙かみ千ち切ぎらされた蛙かえるが感じたような。

　言いようのない、叫びでしか表現できない、衝撃的な痛み。

「返してもらうぞ……エウヴァルセウ様が遺のこしたものを……!!」

　敵は武器を振りかぶり、追撃のかまえを見せている。

　いや無理だ……いまは動けない……！

　なんで振りかぶるんだよバカヤロウ、あんな衝撃を頭に受けては死んでしまう……！

「ジャーク!!　逃げなさい!!」

　叫んだのは、ネトだった。

　飛んできたのは言葉だけではない。青白い魔ま力りよくの塊かたまりが飛んできて、襲しゆう撃げき者しやの腕部をかすめた。それはいったいどんな攻撃だったのか、魔術師でない俺おれには見当もつかない。しかしそれを受けて敵はすぐに、追撃の姿勢を崩くずしてみせた。

　悶もん絶ぜつしている俺にかまうことなく、ローブを持って走り去る。それでもローブをきちんと拾っていくスマートさが妙に鼻につく。

　くそっ、あの野郎……一発かましただけですぐ逃げるのか……？　不ふ意い討うちでもない限り、一対二では不利だと思ってるんだろう。でも不意討ちされると痛すぎるぞこれ……!!

　痛みでまだ起き上がれないでいる俺に追撃してきたのは、ネトの言葉だった。

「なにをしてるの！　あの程度の陽動に引っかからないで！」

「ゴ、ゴメン、ネト……でも」

　これは、異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いじゃない。魔術師との戦いだ。魔術師が人間相手にどんな攻撃をするのかなんて知らねーよ!!

「追うわよ、ジャーク!!　ここで逃がしては面倒なことになりかねない!!」

「いや……まず俺の体の心配を……」

「すぐ動けるわよね？」

「いや……」

「動けるわよね？」

「はい」

　動けます。すぐにでも。痛いけど。

「やられただけでは済まさないわよ！　敵のデハイドを破は壊かいする！」

「りょ、了解」

「私が上から敵の動きを止める！　隙すきを逃さず攻撃してよ！　さぁ立って！」

　ネトが手を差し出すものだから、俺の手を握ってくれるのかと思いきや、魔術で強引に体を起き上がらされた。操あやつり人にん形ぎようみたいに簡かん単たんに操ってくれるなよ！　人体だぞ！

「向こうの方角、距離はおよそ七百メートルほど！　王都を離れて森に向かってる！」

「魔ま術じゆつで探り出せるなら後で探せばいいじゃないか……人数かき集めてさ」

「限界があるのよ！　さっき当てたのは研究中の遠隔チャージよ。敵の体に私の魔力を無理矢理残しているの。だから、私の魔力があいつの体に残存しているうちしか追えないの！　走れ!!」

「わ、わかったよ！」

　それ以上文句を言っていられる暇ひまはなかった。

　暇というか、ネトに逆らう余裕が俺おれにはなかった。

　七百メートル。

　痛みはあるし体調が万全とは言えないけれど、ヤツの動きと、俺のデハイドの能力を考えればたいした差じゃない。

　逃げるつもりなら人混みに紛まぎれるため市街に向かえばいいのに、敵は街を離れ遠くに見える雑木林に向かって駆けていく。幹の細い木々の中では完全に姿を隠すことはできない。さっきのような騙だまし討うちはもうさせない！

　不意討ちで一発殴られたくらいで、俺の負けを認めるつもりもない。

　ズキズキと痛む腹を押さえながらでも、距離を詰めるくらいわけはない！

「ネト!!」

「任せて!!　〝念動ツイスト〟!!」

　敵に気づかれぬよう空を移動していたネトが魔術を仕掛ける。対象を強制的に動かすネトの得意魔術！　それを受けて白いローブの動きが鈍る。完かん璧ぺきに敵を支配できていないのは魔術師同士だからか？

　まぁいいさ、ほんの少し隙すきがあれば──それで十分!!

「ブーストォォォ!!」

　溜め込まれた魔力を解き放つ。

　デハイドは一時的に、爆ばく発はつ的てきな力を得る！

　今度こそローブの奥にあるものを捕らえる!!

　振りかぶった拳こぶしを、全力で叩たたきつけてやる!!

「おおおおおおおっ!!」

　手て応ごたえあり!!

　固い感触──武器でガードされたか!?　だが関係ねぇ、このまま吹っ飛ばす!!

　衝しよう撃げきを受けて、敵の体が一本の木に叩きつけられる。

　よし、やったぞネト!!

　高度を下げて俺の隣となりに来たネトに視線を送ると、なぜか心底嫌そうな顔をされた。

　な、なんでだよ。

「ジャーク」

「なんだ!?」

「攻こう撃げきが成功する度たびに私の方を見るのはやめて」

「え？」

「褒ほめてもらおうとしてるでしょう。私はあなたのママでも先生でもないわよ」

「はぁ!?　褒めてもらおうとなんてしてねぇよ!!」

「してるわよ。犬が芸をした後の表情してるわよいつも」

「してねぇ!!」

「してる」

「してねぇ!!」

「してる。ハイ議ぎ論ろんはおしまい」

　なんだよ犬が芸をした後の表情って!?

　鏡はないか!?　むしろそれ見てみたいんだが!?　俺おれいまどんな顔してるんだ!?

「ほら、気を抜かない！　まだ終わってないわよ！」

　仕留めきれてないことは俺だってわかってる。

　思いっきり武器でガードされたからな。だけど敵だって、ブーストをかけたデハイドの攻撃を受けて無傷なはずがない。

　見ると敵は、それ以上逃げる姿を見せることなく、俺とネトに向けて憎しみの目を向けていた。ようやく俺たちと向き合うことにしたらしい。逃げるのは無む駄だと悟ったか。それとも、ここを戦いの場に選びたかったのか。

　ヤツの手の中では、ガレキのような武器が崩くずれている。コンクリート片がポロポロと剝はがれている……。

「大事に抱えて逃げようとしたところを見ると……あれがないと私たちとは戦えないんじゃないかしら」

「あれさえ取り上げれば敵の戦せん闘とう意い欲よくも奪えるかもってことか！　どう取り上げる!?」

「スマートな作戦があるわ」

　さすがネトだ！

　敵が現れ、その戦い方が判明し、そしてこちらも戦う覚悟を決めた次の瞬しゆん間かんにはもう作戦が練り終わっている。戦闘において重要なのは、優ゆう秀しゆうな武器より優秀なパートナーだぜ！

「まず、あなたがあの武器を受け止める。形状から言って剣のようだけど、刃のない剣なら両断されることはないでしょう。そしたらあの剣を摑つかんで、無理矢理敵の手から奪い取ればいいわ。デハイドの性能から言って、力勝負ならあなたに分があるはず」

「う、受け止める？　受け止めてから力ずくに奪い取れってこと？」

　マ、マジで？　だって俺、さっきあれを腹に喰くらって悶もん絶ぜつしてたじゃん？

　その姿をネトもしっかり見てたじゃん？

　そもそもそれ作戦とは言わなくない？

「ハハハ、ネトさん冗じよう談だんキツイな」

「…………」

　目が合った。

　でもネトは何も言ってくれなかった。

「…………」

「…………」

「ネトさん冗談キツいな……」

　考えてみれば、ネトが冗談言ってるところっていままで一度も見たことがないかもしれない……。

　や、やるしかないのか？

　いや、やるしかないだろネトにこんな風に言われたら……!!

「よし……行くぞ!!」

「来い……マルギアソードに、お前らではかなわない」

「マルギアソード？　なんだそれ？」

　かなわないってなんだよ、お前たったいま俺おれに殴り飛ばされたところだろ。

「〝解除〟……!!」

　解除？　まさか……魔ま術じゆつであえてコンクリートを武器にくっつけていたのか？

　魔術が解除され、その武器はようやく全ぜん貌ぼうをあらわにした。

　隠されていたそれは、見たことのない武器だった。

　魔術師の彼が持っているということは、おそらくは魔ま術じゆつ機き工こう。

　未完成で荒削りな剣……俺にはそう見えた。剣というくせに刃はほとんどついていない。

　ただ縦長に作った鉄の機工にしか見えない。棍こん棒ぼうといった方が近いかもしれない。妙に刀身の中央部が膨ふくらんでいる。中に何かのシステムを仕込んでいるのは明白。だけど、何が仕込まれているかは想像もつかない。

「生身のネトじゃ、骨が折れる程度では済まないな」

「シェトンプル製のデハイドならどうなの？」

「問題ない!!　俺が行く!!」

　俺が前に出ると、待ちきれない様子でその無骨な剣を大振りしてきた。水平に動くその剣を、体を屈かがめてかわしてみせる。なんだ、簡かん単たんにかわせるじゃないか。

　大きな武器を大振りしてきただけだ……剣技じゃない。武器の大きさに自分が振り回されている。隙すきだらけだ。

　剣技に長たけているとも思えない。さっきから、振り下ろすか薙なぎ払はらうかの二択でしか攻こう撃げきしてこねぇし。戦せん闘とうに慣れた人間の動きではない。まぁ、戦士ではないよな。こいつは戦いに来たんじゃない。俺おれたちを殺しに来ただけなんだから。

「こら、逃げるな。作戦が違うでしょ」

　後ろからものっすごい厳きびしい助言が投げかけられてくる。

　怖ぇよ、痛いのは嫌だよ、だけどネトには逆らえねぇよ……!!　ネトの方が怖いもん!!

　やればいいんだろ!!

　敵の大剣から逃げずあえて受け止める！

　俺が逃げないつもりであると敵もわかっている。だから今度は大きく隙すきができるのをわかったうえで、思いっきり大振りをしてきやがった。

「うおおおおっ!!」

　気合いを入れるためじゃない。恐怖を吹き飛ばすために、俺は声を上げた。さぁ来い、その無骨な大剣を受け止めてやる!!




　──が、その選択が間違いだった。

　受け止めた瞬しゆん間かん、剣が起動する。

　青い発光──魔ま力りよく反はん応のう。

　鋭い回転音──内部でギアが高速回転を始める。

　混こん濁だくする魔力は剣の中で流動し、そしてシステムを読み込む。

　俺の手の中で、分厚い剣の中で、魔力が変換されている。

　単純な強化ではない。なんだこの反応は……!?

「〝撃発シヨツク〟」

　それはまるで爆ばく風ふうのよう。

　大剣による打だ撃げきは、デハイドの力できちんと受け止めたはずだったのに。

　叩たたきつけられた剣の打撃とはまったく違う衝しよう撃げきが、俺の体を襲おそった。

「痛ってぇ……!!　なんだぁ……!?」

　全身がビリビリと痺しびれてる。

　剣そのものから、衝撃波……!?

　これが魔術師の戦い方ってことなのか……!?

　何が起こったかもわからないまま押おし退のけられる俺を無視して、敵はネトに声をかけた。

「ネト・プラトリオ。お前ならわかるだろう」

「……〝マルギアコード〟。実現したの……？」

「魔ま術じゆつ機き工こうにしか組み込めないがな」

　マルギアコード？

　コードって……術式コードか……!?

　もしかして、術式があの武器に組み込まれてるってことか？

「魔ま力りよくを操あやつり魔ま術じゆつ機き工こう化かしただけでなく、特定の魔術を直接機工に組み込んでるのか……!?」

　なんだよそれ……!?

　それって……それって……!!

「かっ…………かっけぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　魔力ではなく魔術そのものを組み込んだ魔術機工!?　そんなことができるなら、ネトさんの使える魔術を全部組みこめるわけだから、俺おれが一人で空をびゅーんと飛んだり、手から炎をゴゥッと出したりできるわけじゃん！　デハイドがまた進化しちゃうじゃん!!

　ほしい！　その技術はぜひほしい！

「ジャーク。目的を変更する。敵をここで捕らえるわ」

「おお！　その技術、独占されてたまるか!!　俺たちにも教えてもらうぜ!!」

「下がって、ジャーク。私が行く」

「え!?　いや、だって、あれで攻こう撃げきされたらネト死んじゃうぞ!?」

「どんな武器を持っていようが関係ないわ。この戦いにおいて特筆すべきは一つだけ。今回の敵は異海鬼獣リヴアイアサンではないということ」

「つまり」

「魔術が効くってことじゃない。私がやる。ジャーク、援えん護ごして。魔術を一つ二つ組み込んだだけの愚ぐ鈍どんな剣で、私を叩たたき切きれるとでも思ったの」

「お、おう」

　なんでそういうカッコいいセリフは俺に言わせてもらえないんだ？　殺風景な雑木林の真ん中で、ネトは敵と睨にらみ合あう。やはり戦せん闘とう中のネトも凛り々りしくて絵になる……。

「確認するわ。あなた、ジョエルよね？　ジョエル・ドロア」

「……覚えていたか」

　あれ？　ネトの知り合い？

　あ、そりゃそうだ。

　手て帖ちようを盗んだ犯人はエウヴァルセウ様の弟で子しだろうって話なんだから、彼の一番弟子であるネトがそいつの顔と名前を知っていてもおかしくない。

「エウヴァルセウ様の隠した手帖を盗み出したのはあなた？」

「笑わせるな。盗み出しただと？　それはお前らの方だろう」

　言葉に恨うらみを込めてぶつけてくる。

　だけどネトはそんなことを気に留めもしない。むしろ口くち許もとにはうっすらと笑みすら浮かべている。

　上じよう機き嫌げんの理由は俺にも推察できる。ヤツの言葉で確信を得られたからだ。

　間違いない。エウヴァルセウ様の手帖を盗み出したのはコイツだ。

「返してもらうぞ……エウヴァルセウ様が得るはずだった名誉を……!!」

　エウヴァルセウ様が得るはずだった名誉……？

　それが敵の狙ねらい……？

「展開せよ……〝術式大剣〟……!!」

　ジョエルが大剣に魔ま力りよくを注ぐ。

　同時に、中に隠れていた機き工こうが展開する。

「……ああ、そうか。そういう武器だったのか……!!」

　不格好に膨ふくらんでいたのは、機工のシステムを組み込んでいたからじゃない。

　中に刀身を隠していただけだったのか……!!

　太い剣なんじゃない。

　折りたたみ式の機工剣なんだ……!!

　ジョエルが術式大剣を掲げる。全長六、七メートルはありそうな巨大な大剣。なるほど、その巨剣を振り回すためにデハイドを盗む必要があったってわけか。

　それにそのサイズじゃたしかに目立つ。だから人気のない場所まで俺おれたちを誘導したってわけか。

　敵の本気を見てとって、ネトも身構える。

「悪いが、死んでもらうぞ、ネト……!!」

「悪いけど、聞きたいことがあるからまだ死なせてあげられないわよ、ジョエルさん」

　心なしかネトの方が凶悪さを感じる。

　二人の魔術師が睨にらみ合あい、そして互いに魔力を集めて牽けん制せいし合あっている。

　おい……おい、ちょっと待ってくれよ。

　あのすごい武器を見て、本当に戦うのか？

　良い技術だ、新しい魔術機工だ、仲良くやっていければ必ず戦力になるとは思わないのか？

「待て、待ってくれよ、ネト！」

「なに？」

「よく考えろって。戦う必要なんてないじゃないか！」

「……何言ってるの」

「彼は勘違いしてるだけだ。話を聞いている感じじゃ、俺たちが、エウヴァルセウ様から何かを奪ったって誤解してるだけだ。その誤解さえ解ければもう戦う必要はないんじゃないのか!?」

　そうだ、ここでうまく対話することができれば、マルギアコードとやらの使い方を、術式大剣の作り方を共有できるんじゃないのか!?

　一番の目的であるエウヴァルセウ様の手て帖ちようだって、別に奪い合う必要はないんだ。もしもの時に使えるように、保管できればそれでいいんだし！

「ネト、誤解を解く努力はしてみたっていいだろ!?　ジョエルなんとかさん、アンタだって戦わずに済むならその方がいいんじゃないのか!?」

　二人の間に入り、俺おれは二人を説得する。

　あっちもこっちも人の説得になど耳を貸しそうもない目で睨にらんじゃいるが、俺の提案はそれほど的が外れてるわけでもないだろ!?

　戦せん闘とうのムードに水を差されて、ジョエルが掲げた大剣を下ろした。

「誤解だというなら俺の疑いを晴らしてくれ。答えろ。どうやって魔ま術じゆつ機き工こうの着想を得た。ちなみに──」

「ちなみに？」

「あの手て帖ちようには、魔術機工を実現するためのアイディアと、この〝マルギアコード〟についての説明が書かれていたぞ。ネト・プラトリオほど才能にあふれた魔術師なら、あのアイディアから魔術機工を実現するのは難しくなかっただろう」

　うーん。

　ネトが犯人だな。

　間違いない。

　いやその誤解もわかるんだけどさ。

「……エウヴァルセウ様のおかげで魔術機工が作れたってのは間違いじゃない。だけど説明するには時間がかかる。もし魔術を解除して、その剣を元に戻してくれたら、こっちだってちゃんと説明する。ネト、別にかまわないだろ？」

　やりなおしのことを話しても。

　遡そ生せい術じゆつのことをこいつに教えても。

　ネトは答えない。基本的に俺の質問にはあまり答えてくれない子だけど、こんな時くらい答えてほしいぜ。

　いや、先に話しちまえばいいんだ。そうすりゃ必ず納得してくれるはずだ。

「じゃあ聞いてくれ、ジョエル。エウヴァルセウ様が死んだ理由から話すけど──」

　長い話になるだろう。

　ちゃんと整理しながら話さないと伝わらないだろう。

　そんなことを考えながら、俺は語り始めた。

　俺はものすごく真剣だった。

　だけど、俺以外は──少なくともジョエルは、俺の話を聞く気などなかった。

　俺に戦闘をする気がないと見ると、一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて剣に魔力を注ぎ込んだ。その直後、術式大剣から真っ白な煙が噴ふき出だした。

「なんだ!?」

　不自然な勢いで白煙があたりに蔓まん延えんしていく。妙に目に染みる煙に、俺は思わず後退した。そして一度下がったら、もう遅かった。煙が晴れた時、もうジョエルの姿はどこにもなかった。

　……え？

　もしかして、逃げられた……？

「〝撃発シヨツク〟に〝強化〟に、〝煙幕〟まで……三つもコードを仕込んでいたのね」

「……俺おれのせい？」

「あーあ。まんまと逃げられたわね」

「……探知できない？」

「ダメみたい」

　もしかして俺……やっちゃったか？

　せっかく手て帖ちようの持ち主と対面して、誰だれにも邪じや魔まされない状況になって、しかも二対一で戦えるという絶好のチャンスだったのに。

　おそるおそるネトの方を見る。

　思ったより険けわしい表情はしていなかった。

　代わりに、深い、深いため息をついていた。




　　　　＊＊＊




　時間は進む。

　とどまることなく進んでいく。

　それは〝獣けものの王おう〟の現れるリミットが近づくということでもあるし……俺が魔ま術じゆつ聖せい国こくでやることもなくぼんやりしている期間が延び続けているってことでもある。

　ジョエル・ドロアとやらを取り逃がしてからすでに三日。

　あれから一人で魔術聖国内をぶらぶらしたり、デハイドなしで囮おとりとして歩き回ってもみたけれど、ヤツが俺を襲おそいに来る気配はまるでない。まぁ、武器の性質がバレた以上は奇き襲しゆうもできないし、そりゃそうなんだろうけど。

　仕方ないので俺は魔術院に身を置いて、とはいえ今日きようもやることもない。ついでにネトも忙しいとかで相手をしてくれないので、唯一俺の相手をしてくれそうなボランくんのところに遊びに来ては研究を邪魔している毎日である。

　でもすでに犬けん猿えんの仲である俺たちに、合う話題など一つしかない。

　それは当然俺たちにとっての──

「──飼い主、って感じだよな。お前にとってネト様は」

「飼い主ならもっと愛情を与えるだろ……ボス犬と下したっ端ぱと言った方が正確だな」

　いや自分で言うのもなんだがそれってどうなんだ。同じ経験をして同じ地じ獄ごくを見てきた仲間なのに、そこまで確固たる序列が出来上がっているってのは。

　歳としが近く、こうやって対等に話し合える男なんてスザイルくらいしかいないからぶっちゃけると新鮮で楽しい。ちなみに、スザイルはあれで硬派な男だから、自分のラボを持てるまで色いろ恋こい沙ざ汰たには手を出さないことにしているらしい。じゃあその鍛きたえ上あげた肉体美はいったい誰だれに見せるためなんだと問いただしたくなるのも無理からぬことだ。

　邪じや魔ましているとは言ったが、名目上は手伝いに来ていると言うことになっている。

　遠隔チャージの実験を繰くり返かえす俺おれ。

　ひたすら俺に魔ま力りよくをぶつけ続けるボラン。

　俺のデハイドに魔力が充じゆう塡てんできれば成功で、できなければ失敗。

　一日百回くらいやるのだが、何回やっても失敗はない。何度成功すれば満足なんだ？　魔術師って、なんでこんなにこだわる生き物なんだろう。

　こんな単純作業でも実験成果と言ってよいのか不安だが、グランデのボランが言っているんだからこれでいいのだろう。実際、その効果に関しては何の不満もない。直接触れながら魔力を注いでもらった方がパワーは出るような気もするけれど、あとでブーストの魔力消費量を計測したら誤差の範囲だった。

　はじめて十分ほどは物珍しくて楽しいものだったけれど、それでもやはりすぐに飽きが来る。

　話題は結局ネトに戻り、そしてまた建設的でない会話が繰り広げられることになる。

「いやでも俺は一度見たことあるよ。はじまりの異海鬼獣リヴアイアサン、あのでっけぇ蛇へびが来た時。ネトが腰を抜かしててさ。これはすごいものを見たと思ったからよく覚えてる」

「ホントかよ。撮さつ影えいしたか？」

「いやぁ、時間がなくってよ」

　くだらない話題。

　暇ひま人じん同士の会話。

　そんな一日も悪くはないと思っていたが、どうやら暇を持て余していたのは俺たちだけだったらしく、いつの間にか、大量の資料を抱えたネトが俺のすぐ後ろにいた。ただでさえ分厚い本だらけのこの研究室に、どうしてまたそんなに本を持ってくるんだよ。

「ボランと何を話し合ってたの？」

「い、いや、何も！　なんでもないから!!　なんでもねーし!!」

「…………」

　これほど必死に弁明したにもかかわらず、ネトは俺の瞳ひとみをじぃと覗のぞき込こみ、そして無言の圧力をかけてくる。

　──話せ。喋しやべれ。さもないと。

　俺とボランの間に緊きん張ちようが走る。

「言いなさい。何を話していたの」

　う。

　これ、話したらもっと怒られるパターンだ……！

「ボラン」

「ぼ、僕は『ネト様の身長は低めで、上目遣いになっているのが可愛かわいい』と言いました」

「ジャーク」

「ぼ、僕は『だけどあれは僕らが求めている上目遣いとは何かが違う』と言いました」

　言ってしまった。

　言わされてしまった。

「それだけ？　ボラン」

「僕は『甘えた感じが足りないのではないか』と言いました」

「ジャークの方は」

「僕は『上目遣いというよりは、下から睨にらみ上あげられている感じだ』と言いました」

「……私ってそんなに怖い顔してる？」

　けっこう気にしてたらしい。

　大丈夫だよ、ネトは誰だれよりも可愛いよ。少なくとも、俺おれにとっては。

「ま、まぁそんなことはどうでもいいわ」

「それより、悪いわね、何日も。そっちでだって研究はあるのに」

「いや、良い休きゆう暇かになってるよ」

「一応報告しておくけど、シェトンプル氏にはもうお帰りいただいたわ。ミーシャを護ご衛えいにつけてる」

「護衛にって……機き工こう公こう国こくに？」

「研究の際にチャージの使える魔ま術じゆつ師しがいると便利でしょう、と言って貸し出したの。機工公国で宿を取ってるわよ」

「いや、そうじゃなくて、どうして師し匠しように護衛を」

「彼はデハイドの発明者だから。私とあなたの仲間だと思われたら、ジョエルに狙ねらわれるかもしれない」

　はぁーなるほど。

　やっぱりその手の配慮に関してはネトに任せるのが一番だなぁ。

「ちょっと話したいことがあるの。テーブル空けてくれる？」

　ネトがそう言うと、ボランはすぐさまテーブルの上に乗っているものすべて、魔術を使って弾はじき飛とばした。なんだその扱いは、やっぱりそれたいして重要じゃない実験だったんじゃねーか。

　まぁ、しばらくは機工公国に帰れないっていうなら、いまのうちにこっちはこっちで作さく戦せん会かい議ぎだ。

　ネトがテーブルの上に広げたのは、ジョエル・ドロアについてのレポートだった。







　彼は前走では存在しなかった実力者。前走では何事もなく歴史に登場することもなかった人物だ。再走世界が生んだ復ふく讐しゆう者しやであり、そして前走にない技術を持つイレギュラー。その扱いについては、やはりもっと深く考えなければならないことがあるだろう。

「で、どんなことを考えなきゃならないんだろう」

　ネトはふーっと大きくため息を吐つく。

　呆あきれたからではない。

　呆れたと、俺おれにはっきりと伝えるためであろう。

「認にん識しきよ」

「何の？」

「ズレの」

　ズレの認識……？

　ああ、やりなおす前の世界といまの世界で、何がどう違うのかを知っておかないとってことか。

「前走からのズレを認識して、何を正すべきかをはっきりさせなきゃならない。変化することは受け入れたはず。だからこそ、何が良い変化で、何が悪い変化なのかを認識しなくては行動の指針を失うわ」

　俺たちにとって、大前提となる行動指針はたった一つのはず。

　エウヴァルセウ様の遺志を継ぐ。

　あの赤い光景をもう二度と見ずに済むように、歴史を先に進める。

　それが俺たちの再走の意義のはずだ。

「ジョエル・ドロアについてだけど。私の印象では、彼は強くなりすぎてる気がするの。彼は前走にも登場したキャストよ。だけど活かつ躍やくした、とは言いい難がたいわ。エウヴァルセウ様の背中を守る魔ま術じゆつ師しの一人として、魔ま術じゆつ機き工こうのチャージ役をしていたはず。肝心の術操そう作さの方がお粗末で、結局、自分自身で戦うことは最後までできなかった……」

「あいつ、思いっきり一人で戦ってたぞ」

「ええ。盗み出したデハイドを纏まとって、自分で自分の装備に魔力をチャージして……彼だからこそできることよ。……先に言っておくけど、私にやれって言われても無理だから」

　そうなのか。

　デハイドを着た機工師としては三流だったけど、魔術師としては一流で……魔術機工として考えると、俺やネトと変わらないレベルにいるってことなんだろうな。

「どう捕らえるかに関してはもう一度考え直す必要がありそうね。できれば殺したくはないし」

「そうだなぁ。でも俺は、あいつ嫌いじゃないよ。会話さえできればなんとかなりそうな顔してるんだけどな」

「顔で判断できるの？　その会話が一番難しいと私は思ったけど」

　ジョエルを見たわけでもないボランまで、そーだそーだとネトに加勢してくる。

「お前、術式大剣とかいう武器で思いっきり吹っ飛ばされたんだろ？　しかも二度も。それなのによくそんなことが言えるな」

「まぁそうなんだけどさ。でもさ、あのでっかい剣を見たらお前もきっと考えを変えるよ」

「どうして」

「だってあれはどう見ても、人間を殺すためのものじゃなかったから」

「……はぁ？」

「俺おれやネトを殺したかったなら、わざわざでっかい剣なんて作る必要ないだろ。マルギアコード、って言ったか？　モノに魔ま術じゆつを仕込むなんてことができるなら、わざわざあんなデカい剣を用意する必要ないじゃん。むしろちっちゃい飛び道具でも作った方がよっぽどよかったと思うぞ？　だけどあいつはあの巨大な剣を武器にしてた。それはなんでだ？　あの武器は何のために作られたものだ？　考えてみればすぐにわかるだろ？　なぁ、ネト」

「……あれは異海鬼獣リヴアイアサンを殺すための武器だったと、そう言いたいのね？」

　そう。そうだよ。そうとしか思えないんだよ。

　あいつの本質は、人殺しでも復ふく讐しゆう者しやでもない。

　あいつは、自分の手に入れた技術を平和のために使おうとしてる。と、俺はそう思ったんだ。

　だからしっかり話せば、あいつはわかってくれる気がする……というようなことを俺はしばらく力説したのだけれど、どうにもネトとボランには理解してもらえなかった。そもそも話し合う気がないから会話より先に奇き襲しゆうを選んだわけで、また同じように語り掛けても無視して攻こう撃げきされるだろう、というのが二人の意見。いやいやそんなことはない、刃の無ない剣を持ち歩く男が悪人なわけがないと言い張る俺との議ぎ論ろんは結局、平行線のまま終わった。

　街に出ても成果なし。話し合っても答えは出ない。

　困ったものだ、これからいったいどうしたものかと頭を悩ませていた俺たちにようやく答えを与えてくれたのは、なんとアウクス姫だった。ネトの研究室で話し合う俺たちのところに彼女は直接やってきて、そして少し困ったような顔でこう言った。




「機き工こう公こう国こくから連絡が届きました。ジョエル・ドロアによく似た人物を捕らえたそうです」
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　ネトが来てくれと言うものだから、研究を止めて隣となりの国へ、数えてみればたったの十日、魔ま術じゆつ聖せい国こくにわざわざ訪れ仕事を頼まれてみたまではいいが、結局失敗しましてとなれば何しに来たのかわからない。それどころか、故郷の方から連絡が入り犯人が捕まったよとまで言われてしまえばもはや何のために隣の国までいったのやら、何がなんだかわからない。

　だけど落ち込む必要もなければ腑ふ抜ぬけていられる暇ひまもない。

　俺おれたちの狙ねらいはその犯人、ジョエル・ドロアではなく彼の持ち物なんだから。

　彼が牢ろうに入れられ処罰され、手て帖ちようの行方ゆくえが不明になってしまうその前に、なんとかそいつを取り返さなければならない。

　というわけでネトを連れて、もしくはネトに連れられて、俺は機き工こう公こう国こくの大たい公こう宮きゆうまで行くことになった。我がシェトンプルラボから徒歩五分、一度ラボに寄ってただいまを言っておきたいと俺は思ったが、その手の礼節をネトは意にも介さない。

　やってきたのは入口門。見上げれば大公宮。あちらの国の魔術院より背丈はいくぶん勝まさっているが、どうにも絢けん爛らんさではかないそうもない。

　歴史のある建物だと人は言うが、具体的にどこにあるのか俺にはさっぱりわからない。

「ジャーク。一応言っておくけれど」

「ん？」

　俺の隣でネトが言う。

　魔術聖国最強のグランデ様が、お伴とももつけずにここにいる。

　俺の方が背丈はいくぶん勝っているが、どうにも発言力ではかないそうもない。

「私たちがエウヴァルセウ様の手帖を探してるなんて、誰だれにも言っちゃダメだからね。それが遡そ生せいの魔術を示したものであるってことも絶対に言わないで」

「なんで？　それが俺たちの目的だろ。相手にわかってもらっていた方が話も早い」

「バカ。そんな手帖があると知られたら、機工側は『こちらで管理するから心配するな』と言い出すに決まってるでしょ。時間を戻す遡生術は、すべてをリセットする最終スイッチよ。すべてをリセットする権利を持っている方が、リスクを恐れず大きく動くことができるのだとわからないの」

「……だから？」

「誰もが真剣にいまを生きるには、やりなおしなんてできない方がいいの。だから遡生術のことはナイショ。わかった？」

　……わかったような、わからないような。

「わかった？」

「よくわかりました」

　ホントはわかっちゃいないけど。いいさ、難しいことはネトに任すよ。世界で一番信頼できるパートナーがいるんだ、俺おれがでしゃばる必要はないさ。

　堂々と歩き出すネトに続いて、俺も大たい公こう宮きゆうの中へと歩を進めることにする。

「話は伺っています。グランデ・ネト様ですね。案内役のコープルと申します」

　俺らが無断で進まぬように、移動をいったん遮しや断だんするように、番兵たちを押おし退のけて俺たちの前にずずいと出てきた男は案内役を自称する。

　何やらモダンでクールで前ぜん衛えい的てきな、長すぎる髪かみをすべて上に持ち上げて一つにまとめたら玉ねぎみたいになっちゃいました、みたいな髪型をした案内役さんだ。髪型を理由に採用されたのかな？

「これから大公室へとご案内いたしますが、大公宮には、大公様をはじめ〝公〟と名乗ることを許された方が多く出入りしています。それゆえに武器を携行した状態ではこの門をお通しすることは出来ません」

　おお、おお、警けい戒かいされているな。

　国で最も重要な施設だからそれも当然か。

「アンタに言ってるのよジャーク」

「え」

「デハイド。早く脱ぎなさい」

「あ」

　これは失礼をいたしました。

　言われるがままにデハイドを外し、もしかしてこれ私が預からなきゃならないのかしらと言わんばかりに顔をひきつらせた女番兵さんにデハイドを預け、そして俺たちは奥に行く。

　大公室とは名ばかりで、普段は大公様などおらず政治を任された公たちが会かい議ぎをしているというその一室に足を踏み入れると、見慣れた顔の饒じよう舌ぜつなおじいさん、我らが大公様がのんきにお茶を飲んでいるところだった。

　恭うやうやしく頭を下げるネトに合わせて俺も頭を下げてみる。

「ほ？　おや、魔ま術じゆつ師しの方かな？　どうなさいましたか。あ、頭は上げてもらってよいですぞ」

　た、大公様のお目にかかるということでそれなりに緊きん張ちようしていたんだけど、なんだこの気の抜けた空気は。てゆーか案内役、お前のせいだろ！　ネトの来訪は知っていたんだから、俺たちが来たことを事前に知らせておけよ！

「ごめんなさい、おじい様。私がお呼びしたのよ」

「おお、そうか、そうか。では後はスフィオに任せよう」

　大公様の後ろにいた女性が前に躍おどり出でて、それどころか俺おれたちの間を通りそのまま大公室から出ていってしまう。ついて来いという意味なのだろうけれど、無言で歩き出して背中で語る若い女性など俺はネトしか見たことがない。スフィオ……聞いたことがないな。いったい誰だれだ？

　大公様にもう一度頭を下げて、俺たちは彼女の後を追うことにした。




　　　　＊＊＊




　大公様とは似ても似つかない糸目と褐かつ色しよくの肌。

　その特徴を見る限り、きっと大公様と夫人の血筋じゃない。妾しよう腹ふくか何かだろう。

　なんだ？　この人は前走でも活かつ躍やくしていた人物か？　彼女が歴史において担になう役割は？

　俺にはわからない。どうやらアウクス姫と連絡を取り、ジョエルを捕まえたよーと報告してくれたのはこの女性なのだろうということしかわからない。ついでにかなりの美人だということしかわからない。

　背筋を伸ばしカツカツと歩く様子は、文官より兵隊の空気に近い。

　背中から感じるその雰囲気だけで、強気でしたたかで一ひと筋すじ縄なわではいかないことが見て取れる。まず間違いなくネトとは馬が合わないだろうと俺は確信する。

「わざわざ足を運んでいただき感かん謝しやする、グランデ・ネト。悪いが話は歩きながらで失礼するよ」

「かまいません、スフィオ公女」

「公女ではないよ。そもそも私は〝公〟を名乗ることを許されていない」

　公女ではない？　え、だって、さっき大公様と気軽にお茶してなかったか？　公を名乗れない人間がどうして……あれ？　いやいやさっき大公様に向かっておじい様って言っていたような？

「私は大たい公こう宮きゆう所属の公税処理班班長、スフィオだ」

「……公税処理班？」

　つい口に出してしまった。

　税務の管理ならたしか税務班があったはず。公税処理班っていったいなんだ？　まったく聞いたことのない部署名に、さすがに俺の顔も暗くなる。ネトさんの俺を睨にらむ目もきつくなる。わ、悪かったよ。黙ってるよ。余計なことは言うなってんだろ。

「名前だけの班だよ。話さなければ君たちに信用してもらえないだろうから正直に言うが、公税処理班ってのはお飾りの仕事だよ。公税処理の仕事は私以外の人たちがちゃんとやってくれている。私は税金の取り立てなどしたこともない。だが、お飾りだからこそ出来る仕事がある」

「その仕事って？」

　またネトに睨まれた。

　いやこれはさすがに聞き返してもいいところだろ。

「民衆に顔を見せずに仕事をするリーダーはいつの世も求められている。そしてリーダーというのはこの場合、都合よく責任を取ってくれる誰だれか、という意味だ」

　いやまだ全然わからない。何が言いたいんだこのお方は。

「ジャークくん。ネトさん。君たちのことはロロエ・ヴァーナから聞いている。君たちがロロエ・ヴァーナの裏の仕事について知っている、ということも聞いている。私がロロエの上司だ……と言えば、公税処理班の仕事がいくらかわかってもらえるだろうか」

　……ぐ、軍事関係ですか？

　表に見えないところで兵器を製造して敵の殲せん滅めつを目もく論ろむ部署ですか？

　俺おれたちの沈黙を、理解した証拠と受け取ったのか、スフィオは満足したように話を続ける。

「私は〝公〟ではなく、大公様の孫であるという証拠もない。血の繫つながりという信頼関係がありながら、いつでも首を切れる相手だ。私はなかなか優ゆう秀しゆうな手て駒ごまだろう……そら、ついたぞ。ここだ」

　スフィオが表札も飾り気もないドアを開けると、薄暗い空間が見えた。ついでに地下に向かう階段も。大たい公こう宮きゆうに地ち下か牢ろうがあるってホントだったのか……!!　てっきりただの噂うわさだと思ってた。

「地下牢だよ、グランデ・ネト。さすがにお茶会の席には置いておけなくてね」

「この下に捕らえたジョエル・ドロアがいるのですね？」

「ああ。しかしどうするんだ？　話をするだけでいいのか」

「……というと？」

「たった二人で来るとは思ってなかったよ。当然、罪人を引き渡すよう要求されると思っていたんでね」

　スフィオを追って地下へと降りていく。

　深い、長い地下道だった。灯あかりはスフィオが持つランプだけ。俺は大丈夫だけどたぶんネトは暗いの怖いと思うんだよ。だからあんまり奥へは行きたくないんだよ。俺は別に暗いの怖くないんだけど。

　しばらく下まで行くと、ダークで秘密でワケアリな空気だけは抜群に醸かもし出だしているが何の仕事をしているのかまったく不明な浮ふ浪ろう者しや然とした男が現れた。大公宮にはとても相応ふさわしくない小汚いオッサンだ。街中で見かけたなら無視するだけだが、地下の逃げ場ない場所で見かければあまりにも恐ろしい。

「準備はできてるか？」

　スフィオが問うと、男は何やら手て枷かせのようなものをじゃらりと上にあげてみせた。

「では、スフィオ様にこれを……お客様方にも、これを。下に行くには手枷をつけてもらうことになりますんで、へぇ」

「えっ？　俺おれたちも？　罪人じゃないぞ」

「ここは普通の牢ろうではごぜえませんので、へぇ。あざあざ大たい公こう宮きゆうの地下に作らえた牢でごぜいますんで、万が一にンも、ここの囚しゆう人じんを解き放たれるわけにはいかんのです」

　おかしな口調の男だが、看守だったのか。

　しかし手て枷かせが必要ってそれホントかよと疑っていたら他でもないスフィオが自分の手首に鉄の枷を取りつけていた。まぁ、つけなきゃジョエルに会えないというならいまは従うしかない。

　手枷をつけて、俺たちは再び進んでいく。

　道の先にあったものは、たしかに地下牢だった。複数の小部屋が並んでおり、そのどれもが固く閉ざされている。どれだけ悪者がいるものかと思えばどこにも人の姿は見えない。音もしない。解き放たれては困る囚人ってのはいったいどんだけ奥にいるんだ？

「この部屋で」

　看守に言われ、ネトと二人で小部屋の中へと進んでいく。

　……本当に小部屋だ。人っ子一人いやしない。

「いねーぞ、誰だれも」

　ここから抜け道でもあってその先にジョエルがいるんじゃないかとのんきに俺が考えていると、背後で重たい格子がレールの上を走る音がした。

「え」
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　ガチャン。

　鍵かぎをかけられる音までした。

「え」

　……なんで？

　いやまだ俺おれたちが入ってるんだけど。

　出入口は扉とびらではなく格子で閉ざされているから、とりあえず外の様子は見える。

　外ではスフィオが手て枷かせを外しているところだった。

「あー手首痛かった。あ、鍵いる？　いるよね。手枷なんて意味ないし」

　そう言って、スフィオは鍵の束を牢ろうの中へと投げて寄越した。俺はそれを受け取ったが、どうすればよいかはわからなかった。

　手枷は要いらない？　格子がしまって閉じ込められた俺とネト。向こう側にはスフィオ。

　ここは大たい公こう宮きゆうの地下牢。捕らえられているはずのジョエル・ドロアはどこにもいない。

　……状況が理解できてないのは、俺だけか？

「不ぶ躾しつけで申し訳ない。だが私はこれ以外に会話の方法を知らない」

　どうやら理解できていないのは本当に俺だけらしく、ネトの方は動揺することもない。

「ジョエルは魔ま術じゆつ師しのくせに新しん型がた魔ま術じゆつ機き工こうを持っていた。だから機工師の中に協力者がいるのはわかっていたけど……まさか大公宮の人間だったなんて」

「言っておくが、ジョエルが君たちに斬きりかかったのは私の指示ではないよ。あれはアイツの独断だ。私はやめろと命令したんだけどな。命令を聞かない人間は本当に嫌いだよ」

「命令を徹てつ底ていできない飼い主に問題があるとは思いませんか？」

「どうだろう。忠実でない犬を拾ったのははじめてだったんでね」

　魔術機工。魔術師と、機工師。

　ジョエル・ドロアが魔術師なら、機工師の協力がなければあの術式大剣だって作れないはず……ああ!?

「そ、そういうことか!?　ジョエルと組んで俺たちを殺そうとしてるってことか!?　そういうことなんだな!?」

「別にそういうことではないよ」

「じゃあどういうことだ!?　俺たちをここから出せ!!」

「わめくな、わめくな。私はグランデとお話がしたいんだ」

　めんどくさそうに、子どもをなだめすかすような調子で言う。

　くそ、デハイドなしじゃ俺は何の役にも立たない。ネトの外交術に期待するしかないな。

「スフィオ様。私たちは、アウクス様のご命令によりここに来ています」

「だからなんだ？」

「私を拘束したことが知られれば魔ま術じゆつ聖せい国こくが黙っていませんよ」

「ん？　それは、早く君を殺して口封じをすべきだ、という意味かな？」

　一いつ瞬しゆんにしてピリッとした空気が流れる。

　……デハイドなしでは俺おれは戦えないが、魔ま術じゆつ師しのネトはいつでもどこでも戦える。

「冗じよう談だんだ、グランデ・ネト。君が本気になればこの程度の格子はすぐにでも排除できるだろうこともわかっている。私を殺すこともたやすいだろうね。だが、それはしない方がいい。ここで君が暴れることは、アウクスのためにはならないと思うぞ？」

　ちなみにデハイドを着てない俺のためにもならない。

　まずは平和的解決を目指してほしい……！

「アウクスはさらに信用できないね。頭が切れるのは知っている。だけどヤツは人の言葉を信じすぎる。心の底では疑っているのに、疑問の言葉を吞のみ込こんでしまう。自分を殺して、他人の言葉を尊重することこそが自分の役割だと思ってる。他人の話を聞くことと、自分の言葉を捨てることは決して同じ意味ではないのに。私はあの女の本音を聞いたことがない。だからヤツは信用できない」

「だからってなんで俺たちを捕まえたんだよ!!」

　俺の精一杯の抗こう議ぎを無視して、スフィオは話を続ける。

「君は優ゆう秀しゆうだと聞いているよ、グランデ・ネト。だが悲しいことにあの国じゃ、優秀ってのはアウクスを騙だますのがうまいヤツのことを言う。国王陛下が病床でもはや会話もままならないのは悲劇という他ない。アウクスのようなお嬢じよう様さまをいちいち説き伏せるには苦労しているだろう？　顔を作り言葉を選び、アウクスの友達のフリをするのは大変だろう」

　ネトは答えない。

　ただスフィオを睨にらむだけ。

「アウクスがジョエルを狙ねらっているんだろう？　わざわざジャーク・タックスを呼びつけて。アウクスみたいなお嬢様がこんな行動に出るわけがない。ということは、誰だれかがアウクスに提案したのだろう。私には、魔術師側の誰が提案したものか知る術すべがない。ゆえにアウクスの懐ふところ刀がたなであるネト・プラトリオといえど信用できない。わかったか？」

　沈黙。それはすなわち肯定。

　えらい人の間ではそういうことになってるらしい。

「うん、うん。忠誠心のある人間は好きだよ」

　ネトを信用できないのは、アウクス姫を信用できないから。それはわかったけど……。

「魔術師のネトが信頼できないってのはわかったけど、なんで俺まで？」

「それはね、ジャークくん。人を支配する簡かん単たんな方法は、愛と金と恐怖の三つだからだよ」

「へ」

「ジェン・シェトンプルが突然連れ出されたんだ、見張りくらいつけるさ」

「は？」

「報告によれば……君がネト・プラトリオに傾倒しているのは明白だったが、彼女が君のことを同じように思っているかどうかはわからない、とのことだったぞ」

　なに!?

　見張りって……魔ま術じゆつ聖せい国こくでのことか!?　あのデートに見せかけた恐ろしき囮おとり作戦のことか!?　あれは特別なケースだろ!!　あんなもんで判断すんじゃねーよ!!

「魔術師は信用できない。ジャーク・タックス、君も同様。だけど君たちに危害を及ぼすつもりなどないよ。警けい告こくがしたかっただけさ」

「け、警告……？」

「私の目的は徹てつ頭とう徹てつ尾び、この国を守ることで一貫している。そのためならなんでもする。ではいまこの国にとっての脅きよう威いとは？」

「俺おれたちがそうだっていうのか!?」

「違うよジャーク・タックス。戦う君は聡さとい子に見えたが、こうしてみるとやはり若い子どもだな」

「あ!?　バカにすんな！」

「バカにするな、というセリフの幼稚さを自覚できないようではまだまだ子どもだ」

　何!?

　バカにするな、というセリフの幼稚さを自覚できないようではまだまだ子どもだ？

　難しいことを言うな!!

「我らにとっての脅威とは、当然異海鬼獣リヴアイアサンたちのことだ」

「あぁ……？　俺とネトははじまりの異海鬼獣リヴアイアサンを追い払った人間だぞ？　俺はデハイドを作ってる機き工こう師しだし、ネトは魔術機工を実現させるための魔術を完成させた魔術師だ。異海鬼獣リヴアイアサンを排除したいならなんで俺たちを」

「魔術師は信用できない。ヤツらが我が国にやってきたと同時に異海鬼獣リヴアイアサンが襲おそってきた。ヤツらがそれを手引きしたとなぜ考えられない」

「……は？」

「異海鬼獣リヴアイアサンは、生物としておかしい。野生に存在すると見るにはあまりにも不自然。ヤツらがあそこまで巨大化したのはなぜだ？　魔術が通じないのはなぜだ？　ヤツらは海からやってきた生物だと誰だれもが思っているが、どの生物も『敵を海に引きずり込む』という行動を全まつたくしない。海を泳ぐには適さない体つきをしているものも多い。海をメインフィールドにしている生き物とは思えないね。──いや、自然に発生したものとは思えない」

　なんだ突然……!?

　何が言いたいんだ……!?

「自然に発生したものでなければなんだというんです!!」

「対魔術師用に造られた人造生物……なんて説はどうかな」

「はっ…………はぁぁぁぁぁ!?」

　対魔ま術じゆつ師し用の人造生物がなんで何度も機き工こう公こう国こくを襲おそうんだよ？

「バカげた話だ!!」

「そうだな。バカげている。だがその可能性がないとは言い切れない。それなら、牽けん制せいくらいはしといてもいいだろう？」

　ああ!?　け、牽制しとく？

　……その牽制をされると、俺おれとネトはどんな言動がしづらくなるんだ？

「私は君たちを信用していない。そして信用できない人間が集まって、ジョエル・ドロアを探していると聞く。ならばその目的を知っておきたいと考えるのは当然だろう。で、グランデ・ネト。君の目的は？」

　ネトは答えない。

　スフィオが俺たちのことを信用できないとの同じように、俺たちだってスフィオのことを信用するのは難しい。遡そ生せい術じゆつのことについては話せない、というのがネトのスタンスだろうから……ここは俺が適当にごまかしてみるしかないか？

「手て帖ちようだよ」

「手帖？」

　ネトは俺を止めようとしない。沈黙はつまり、肯定ってことだ。

「ジョエルが手帖を持っていなかったか？　黒い手帖だ」

「それが何だ？」

「それは、魔ま術じゆつ聖せい国こくの偉大な魔術師、エウヴァルセウ様の遺のこした手帖なんだ。で、ネトはエウヴァルセウ様の一いち番ばん弟で子しだったんだよ。だから手帖が盗まれたことに怒ってここまでおっかけてきたんだ」

「師し匠しようの遺品を……ふむ」

「ジョエルが勝手に盗み出したんだよ。いや、勝手にといっても別にネトのものってわけでもないんだが……とにかく、その手帖を取り戻すために俺たちはジョエルを追ってるんだ。そんで、俺はその手伝いをするためにネトに協力してるだけ」

「ほう……」

　噓うそはついていない。

　説明不足ではあるが、遡生術について話したらさすがにネトも怒るだろうし、これ以上は話せない。ここまでの内容でなんとか勘弁してもらうしかない。

　なにやら考え込むように、スフィオは口くち許もとに手を当てている。

「……ん、了解した。そういうことなら後は君たちで話し合った方が良さそうだ。ジョエルを呼んでくるから、後は好きに話し合ってくれ」

「ジョエルがここにいるのか!?」

「そりゃいるよ。いるから君たちを呼んだんだろ。ジョエルから武器は取り上げておくから、ごゆっくり」

　ゆっくりできるかよこんな状況で……。

　そう言いたいのはやまやまだったけど、牢ろうの中からじゃ言葉はたいして力を持たない。

　ランプを持ったスフィオが遠ざかると、途端に周囲の暗さが激はげしく増した。

　……暗い。

　そのうえ音もない。

　とくれば誰だれだって寂しさを感じるものだ。何かしゃべっていないと心苦しい。だけど何を話せばいいのやらわからない。こいつはいったいどうしたものかと悩んでいると、さっきから黙り込んでいたネトが口を開いた。

「彼女……手て帖ちようの中身について聞いてこなかったわね」

「お？　そうだな」

「聞くまでもなかった、ってことなのかもしれないわね」

「バレてるってことか？」

「それはどうかしら……」

　いや、ジョエルが大たい公こう宮きゆう側の人間なら、もちろんバレてるんじゃないのか？

　ネトの考えは、比較するまでもなく俺おれよりも深い。だけど困ったことに、口の堅さまで俺に圧勝しているものだから、どうにも議ぎ論ろんのレベルが嚙かみ合あわないことがある。

「私とジャークがデートしていたことを彼女は知っていた」

「いいやあれはデートじゃなかった。囮おとり作戦だった」

「それなら私たちがジョエルと交戦したことも知っているはず。ジャークの話は、ジョエルの怒りを説明するものではなかった……だからいまの話で彼女が納得してくれたわけはないんだけど……」

　そこまで話すと、再びネトは黙り込んでしまった。

　そしてまた沈黙が、重々しい沈黙が訪れる。地下の冷たい空気が肌にまとわりつく。

　ジョエル・ドロアは、その静寂の向こうからやってきた。歩く音をほとんど立てず、生者だか死者だかわからない弱々しい足取りで、頼りない灯あかりの奥から。

「話を……聞きに来た……」

　本当に機き工こう公こう国こくにいたのか、ジョエル。

　虚うつろな瞳ひとみ。

　力ない言葉。

　あの時は怒りに支配されていた男が、いまは悲しみに溺おぼれているように見える。

　……あっ!?

　デ、デハイド着てるじゃねーか!?

　どういうことだよ武器は取り上げたってあのお嬢じよう様さまは言ってたじゃねぇか!!

　格子の奥に閉じ込められて、敵だけデハイドをつけて、それでごゆっくり話し合ってくれと言われてもできるわけがないのに……！

「ネト・プラトリオ。お前のことはよく覚えている。幼い頃ころから優ゆう秀しゆうだった。……幼くしてエウヴァルセウ様の一いち番ばん弟で子しだった」

「……光栄よ」

「だがお前は変わってしまった。エウヴァルセウ様が死んだ直後だ。直後にお前は変わってしまった。まるで一晩にして十年の時を生きたような、達たつ観かんした眼めつきになってしまった」

　うっ。

　それ、十年前からやりなおしをしたその瞬しゆん間かんだ……！　まさにその瞬間、ネトは十九歳さいの精神から九歳の子どもに戻ったんだから、なるほど一晩にして達観した眼つきになってしまったに違いない……！

　その様子を、師し匠しようを殺して精神を病んだ少女のように誤解したわけか……。たしかにエウヴァルセウ様の死を目まの当あたりにして、十年前に戻って再走するなんて事態に巻き込まれた頃のネトは人でも殺していそうな目をしていた……。

「これが私の勘違いであったというなら私も嬉うれしい……これ以上のことはない……聞かせてくれるか」

　ジョエルの勘違いは、理解できるものだ。理由もなく誤解しているわけでもなく、激げき情じように支配されて理性を失っているわけでもない。それなら、この誤解を解くことは決して不可能ではない、と俺おれは思う。

　エウヴァルセウ様に対する敬意をいまだに持ち続けているジョエルなら、きっと遡そ生せい術じゆつについても理解を示してくれるはずだ。

「ネト、話そう。やっぱり分かり合えるよ、今回は。こいつは俺たちの話を聞いてもそれを私欲のためには使わねぇよ」

「私欲だけを怖れているわけではないけれど……」

　──ないけれど、話してもいい。そういうことだな？

「説明がヘタかもしれないけど、許してくれよ。人に話せることじゃないから、語り慣れてないんだ」

　ジョエルはまっすぐに俺を見ている。あの時と違って、いまは感情が穏おだやかであるようだ。あの時と違って、いまなら話を聞いてもらえるはずだ。

「ぶっちゃけて言うとだな、人類って一度異海鬼獣リヴアイアサンに負けてるんだ」

「……異海鬼獣リヴアイアサン？　エウヴァルセウ様の話ではないのか？」

「エウヴァルセウ様の話だよ。ネトとあんたの師し匠しようで、俺の知る限り最も偉大な魔ま術じゆつ師しの話だ」

　きっと、ネトに語ってもらった方が理解は早かっただろう。正確で、過不足ない説明が必要ならばそうするべきだったことは間違いない。

　俺おれがジョエルに語った内容は、たぶんかなり偏かたよった話だったと思う。エウヴァルセウ様がどんな人物だったのか、正直なところ俺はよく知らない。俺が知っているのは、彼の死にかけの姿だけ。異海鬼獣リヴアイアサンに負け、致命傷を負い、それでも諦あきらめることなく遡そ生せい術じゆつを使い、俺とネトをこの再走の世界に送り込んだ彼の姿だけ。それは英雄然とした、または悲劇的な場面だけを切り取った話にしかならない。思惑や詳くわしい状況などは俺にもよくわかっていないところが多々ある。

　だから俺は、ただ自分が経験したことだけを語り、そしてジョエルに理解を求めた。

　俺たちはエウヴァルセウ様を殺したりなんてしていない。

　そして手て帖ちようを探しているのは他ならぬその遡生術のため。

　悪用されるおそれがある以上、誰だれにでも話せる内容ではない。

　だから人には言えなかった。それだけのことなんだ。

　──あまり長い話にはならなかった。話すのがうまいわけでもないし、本当ならネトに話してもらおうと思っていたから。拙つたない説明になったけど、俺は伝えるべきことはすべて伝えることができた。

　聞いている間身じろぎひとつせず、ただ黙っていたジョエルがゆっくりと後ろに向き直った。

「おい、どこに行くんだ？」

「お前たちを解放するようスフィオ様に言ってくる……後は好きにしろ……」

「信じてくれるのか!?」

　もしジョエルが信じてくれるなら、もしジョエルが俺たちに力を貸してくれるならそれはとても心強いことだ。遡生術について、俺たちの状況について知る者が増えればきっとネトの心労も減るだろうし。

　だけど、ジョエルの背中からは俺たちへの態度が変化したようには感じられなかった。

　硬化したままの関係が、覆くつがえったような雰囲気はどこにもなかった。

「マルギアコードについての研究はすべて機き工こう公こう国こくに渡した。すでに大量の武器も造られていると聞く。エウヴァルセウ様が遺のこしたものを俺はすでに引き継いだ。すべて……すべてだ。隠されていた手帖に書かれていたのはこれで全部だ。マルギアコードについての解析だけだ。……遡生術などという絵空事については、一語も書かれていなかったよ」

「遡生術について……書かれてない……!?」

　バカな!?

　だって、もうそこにしか可能性がないはずなのに……!?

「その可能性は……はじめから想定されていたものよ。あの手帖に書いてあると決まってたわけじゃないんだから。でも遡生術が存在することは事実。私たちはただ、信じてほしいとしか言えない……」

　ネトは冷静だった。

　この肌寒く薄暗い地ち下か牢ろうに相応ふさわしい落ち着いた声で、ジョエルの背中に声をかけた。

　だけどジョエルは、それ以上俺おれたちの方を見ることはなかった。

　ジョエルがいま何を感じているのか、もう俺たちには読み取れない。

　怒りに震えているのか、悲しみに打ちひしがれているのか、それさえもわからなかった。

　ただ無言で暗くら闇やみの奥に消えていくその姿に、俺はかける言葉が見つからなかった。
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　ジョエルがいなくなってから、俺たちは牢の中でずっと黙り込んでいた。

　ネトは薄暗い地下牢の隅っこで、座って静かに考えごとをしている。たぶん。あんまり集中しているものだから「なにしてるの」とは怖くて聞けなかったんでたぶんとしか言えない。

　手て帖ちようには遡そ生せい術じゆつのことが書かれていなかったから、他の可能性について思いを巡らせなければならないってところだろう。

「ねぇ、ジャーク」

　考えがまとまったのか、ネトがぼそっと呟つぶやいた。

「なんだ？」

「思い出してほしいことがあるの」

「おお。何についてだ？」

「いつ歴史は変わったのか、についてよ」

　いつ変わったのか？

　この再走世界が、前走と変わり始めたのはいつか？

　それはもちろんエウヴァルセウ様がいなくなった十年前から……か？

　あ、でもそれ以降は前走通りに歴史は走っていたんだっけ。

「私たちが戻ってエウヴァルセウ様が消えたあの〝十年前〟から？　いいえ、それはきっかけに過ぎない。そこにきっかけがあったとしても、その時点では歴史を大きく動かすような何かは表面化していなかった」

「……俺がアノを助けようとした時から、ってことか？　あれのせいで死ぬはずのアノが助かって、シェトンプル師し匠しようも穏おだやかな人のままで……」

「違うでしょ。その少し前に、歴史のズレが表面化していたはず」

「…………んー……思い出せない」

「異海鬼獣リヴアイアサンが、前走より早くやってきた。違う？」

「あ、ああ！　たしかにそうだ！」

　はじまりの異海鬼獣リヴアイアサン!!

　あいつらは機き工こう大たい会かいの最中にやってくるはずだったのに、再走世界ではなぜか大会がはじまる前にやってきたんだ!!

「あの時点で私はすでに魔ま術じゆつ聖せい国こくに様々な影えい響きようを与えていた。あなたの存在も、機き工こう公こう国こくに対してわずかにも影響を与えていたと思う。だけどそれはあくまで島の中での出来事よ。異海鬼獣リヴアイアサンの来訪には、私たちの存在は関係していなかったはず。ではなぜヤツらは歴史を捻ねじ曲まげてやってきたの？」

「……たしかに」

「そのズレの理由をずっと考えていたの。でもヤツらがスフィオの言う通り、人為的に動かされていたというなら、その理由はすぐに思いつく。ヤツらの指揮者にとって、急がざるを得ない事情があったのよ。あの時点で前走と異なる動きをしていたのは私とジャーク……私たちの行動を辿たどれば、必ず指揮者に繫つながっているはず。私たちが動いたからこそ、指揮者は事情が変わり、前走よりも早く異海鬼獣リヴアイアサンを召しよう喚かんせざるを得なかった」

「俺おれが……俺たちが再走世界で関わった誰だれかが、異海鬼獣リヴアイアサンを造り出したかもしれないってことか……!?」

　ネトは無言で頷うなずいた。

「私にも心当たりがないわけじゃなんだけど……やっぱり決め手がないのよね……」

　心当たり。

　異海鬼獣リヴアイアサンを操あやつっている人物がいるとしたらそれは誰かって……？

　本当にそんなことを考える必要があるのかどうかすら怪しいけど、ネトは真剣に思案している。

　はじまりの異海鬼獣リヴアイアサン。

　きっかけはあの時のズレ。

　うーん……ズレの認にん識しき……。

　…………。

　慣れない考え事に頭を使っていて、突然ジリリリと警けい報ほうが鳴なり響ひびいた。地ち下か牢ろうにまで届くのか……ってそりゃそうか、看守のオッサンもいたしな。

「何の音……？」

「警報音だよ。また海岸に異海鬼獣リヴアイアサンがやってきたらしい」

　続いて、二度目の警報音が鳴った。

　これは警備兵たちを突破して街に向かった異海鬼獣リヴアイアサンがいるってこと。

　なんだ、また厄やつ介かいな敵が来ているのか？

　俺がそんな風にのんきに考えていると、三度目の警報音までが鳴った。

「なんだか不吉な音ね……これが鳴るのは何度目なの？」

　不吉な音だとネトは言う。

　だけど俺おれのような機き工こう公こう国こくの人間には、ネト以上に恐ろしく聞こえていたはずだ。

「……はじめてだ」

　二回目の警けい報ほうが鳴ることはいままでにもあった。

　だけど、三回目が鳴ったのはこれがはじめてだ。

　三回目の警報は緊きん急きゆう避ひ難なん用の合図……公都の民に危険が迫っている証あかしだ……！

「いままでこんなことはなかった。だ、だって、警備兵はデハイドを着てる。彼らが食い止めてるうちに公都から応援が来て、差がつくとすぐにヤツらは退ひいたから」

　前走と比べて格段に進化を早めたデハイドはこれまですべての敵を見事に退しりぞけてきた。ジェネラルクラスと呼ばれる大型種が来ていても、この公都まで敵が届いたことはいままで一度しかない。かつてあの蛇へびがやってきた一度だけしか。

　俺たちが顔を見合わせていると、誰だれかがこちらに駆けてくる音が聞こえた。

　誰かと思えばスフィオだ。看守から預かったのか鍵かぎの束を手に持っている。そして俺たちを捕らえた格子の鍵を外しながら、先ほどよりもどこか真剣味をにおわせた口調で、俺たちに話しかけた。

「かつてない数の群れが来たんだが。加えて、熊くまみたいなドでかい異海鬼獣リヴアイアサンが海面から顔を出してる。お前を捕らえた途端に。もしかしてお前ら、何かしたか？」

　呆ほうけたのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　ほんのわずかな空白。

　その直後に、空っぽになった頭の中に、怒ど濤とうのように感情が帰ってきた。

「熊……!?　熊って……!!」

　総毛立つとはこのことだ。

　胸の内に煮にえたぎる感情。

「まさか〝獣けものの王おう〟か……？」

　ネトと顔を見合わせる。

　目の色が変わってる。ってことは、ネトも同意見だ。

　来たのは〝獣の王〟。前走で俺たちを全滅に追い込んだ宿敵だ。

　それがいま、このタイミングでやってきたのだと、俺たちは確信する。

　だけど、なぜ、いまなんだ!?

　早すぎる……いくらなんでも二年も敵の来らい襲しゆうが早まるなんて……!!　まだあと一年の猶ゆう予よがあるはずじゃ……!?

「けもののおう？　何のことだ？」

「スフィオ！　その熊、馬ば鹿かでかくなかったか!?　一万近い大群を引き連れてきてはいないか!?」

「……なぜ知っている？」

　なぜだと!?

　その〝獣けものの王おう〟のせいで、かつて俺おれたちは全滅したからだ……！

　そいつのせいで俺たちは、十年もの時を巻き戻して生き直すことになったんだ……!!

「私の先読みの力によるものです」

「ほーう？　それが噂うわさに聞く先読みの力か。面白いな。では一つ聞かせてくれ。今回のこれは、どれほどの脅きよう威いだ？」

「おそらくはかつてないほどの」

「……まぁ、そう答えるよな」

　そう言わなきゃ出してもらえないかもしれないからな。

　でもネトの言っていることは真実だ。俺はともかく、グランデであるネトの協力は不可欠なはず。

「いますぐアウクス様に連絡を取っていただけませんか。〝獣の王〟が来たとお伝えください。ネトが援軍を呼んでいるとお伝えください。必ずありったけの兵を投入してくれます。グランデもおそらくは全員がやってくるでしょう」

「グランデが全員……バカな」

「いいえ。必ずやってきます」

　力強いネトの言葉。

　戦うべき時はいま。

　声を張り上げる時はいま!!

「スフィオ!!　俺たちをここから出してくれ!!　俺のデハイドを返してくれ!!」

「なぜ」

「俺たちはっ!!　その熊くまの異海鬼獣リヴアイアサンをブチ殺すためにいままで戦ってきたんだ!!」

　スフィオが顔をしかめて俺を見る。

　なんだよ、これが騒さわがずにいられるか!?

　これが焦らずにいられるってのか!?

「〝獣の王〟との戦いは全面戦争です。勝たなくてはならない戦いです」

「グランデ・ネト……それは、敵の大将が全軍引き連れてやってくるって意味か？　まずい事態だ、ってことかな」

「いいえ。〝獣の王〟ですら棲すみ処かを追われて陸に上がろうとしているのです。敵の絶滅は近い。これでいい……これを最後の戦いにしなくてはなりません」

　俺の剣幕と、ネトの言葉。

　それら二つから、スフィオは一つの答えを下した。

「……長話ができなくなったようなので少し早いが結論を出そう。悪いが手て帖ちようは渡せない。お前がそうであるのと同じように、ジョエルもエウヴァルセウとやらを敬愛している。彼から取り上げることはできないな」

　わかってる……そんなことはわかってる、でもいまはそんなことどうでもいいんだ!!

「だが、中身がほしいということなら別だ。手て帖ちようの複製を作ってある。それでもいいというのなら、譲ゆずろう。もちろん、本物と中身を見比べて、私の言葉に偽いつわりがないか確認してもらっても結構だ。だから代わりに」

「代わりに？」

「戦え。私のために。そしたらコイツをお前たちに譲ろう。魔ま術じゆつ書しよの複製だ」

「い、いいのか？」

「どうせ機き工こう公こう国こくの人間が読んでも意味がわからん。暗号化されているせいで魔術師にしか読み解けない。それに、すでに内容はジョエル・ドロアが読み解いて我らに提出しているしな。ロロエ・ヴァーナがその技術を確立している」

　手帖の複製……ああそうか、取引条件を出そうってわけか。俺おれたちが余計な動きを取れないように。ちゃんと働けばメリットがあるとこちらに提示してきている。だけどもうそんな駆け引きは必要ねーよ。

「わかった、戦う……だからここから出してくれ!!」




　──あの諸悪の根源を、俺に殺させてくれ!!
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　思えば、前走でもはじまりは唐突だった。

　俺おれは見み習ならい機き工こう師しで、俺の作るデハイドが平和のために使われたら嬉うれしいなぁ、なんてのんきなことを思っていた。そしたら突然〝獣けものの王おう〟がやってきて、俺は自分の作ったデハイドを自分で着て、いつの間にか最前線に立たされていて、あの惨さん劇げきの舞台で一人眠ることになった。

　三年あると思っていた猶ゆう予よがたった一年になっただけのこと。

　二年後に起こると思っていた全面戦争が今日きようになっただけのこと。

　焦る必要なんて、ない。

　大たい公こう宮きゆう一階の入り口付近、俺がネトに手を貸してもらいデハイドを再装着している間、スフィオはせわしなく指示を出し続けていた。機き工こう公こう国こく全域で定期的に避難訓練が行われているからか、対応も迅速だ。

「班長!!　公税処理班班長は!?」

　うわ、あの男には俺も見覚えがある。

　大公様の嫡ちやく男なんで長男、次期大公と噂うわさされてるカウン様だ。

「ここに」

「そこにいたか。警けい報ほうを聞いたな？」

「ええ」

「で、どうする？　魔ま術じゆつ聖せい国こくに救援を求めるのか？」

「いえ、必要ないでしょう。交渉を要する場面にはなりえません。大公様を連れて、どうぞお逃げになってください。ただし顔は絶対に見られないようにお願いします」

「わかっている。海かい岸がん警けい備び兵へいの方はどうする」

　交渉を要する場面にはなりえないって、どういうことだ？

　……あ、ネトがいるのか。

　魔術聖国への救援はすべて、ネトを通してアウクス姫に頼めばいいだけだ。

　だけどネトの話をするわけにはいかないから、そういう言い方になるわけか。

「では、後のことは頼んだぞ。私は大公様と共にすぐここを離れる」

「はい。ご無事で」

「君もな」

　スフィオの様子は冷静そのもの。内政を引き受けてくださる公たちを逃してスフィオだけが残るってことは……スフィオが命令を下す立場ってことか？　たしか前走ではシェトンプル師し匠しようが指揮を執とっていた。

　スフィオは大たい公こう宮きゆうから人を動かし、市民の避難を促す指示を出し、そして今度は自分の部下を呼び出した。上階から下りてきた彼女は実験の最中だったのか汚れた白衣を纏まとって、あわただしく動く人々を興味なさげに眺めながらやってきた。

　ロロエ……スフィオの部下って本当だったんだな……。

「お呼びです？」

「遅い。第三警けい報ほうが鳴っている。第四警報が出る可能性も高い。〝先読み〟の力を持つというグランデ様が言うには、過去最悪の襲しゆう撃げきになるだろうとのことだ」

「先読み……おおっ？　グランデがすでにここに？　やぁご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「挨あい拶さつはいいから聞け。負けられん戦いだ。可能な限りの戦力を投入する必要がある。新型カノンと術式大剣の使用を許可しよう。お前は隊を率いて海岸に行き、警けい備び兵へいと合流し異海鬼獣リヴアイアサンを迎撃しろ」

「了解」

「真っ先にこちらに来てくれたグランデ・ネトがお前の隊に合流する。指示はお前が出せ。魔ま術じゆつ師しの増援はこちらに到着次第私から配置を指示する。他はお前がやっておけ」

「了解」

　これで俺おれたちの行動決定権はスフィオからロロエに移った。よかった、知っている相手と共に動ける方がいくぶんやりやすい。

　再び大公宮の奥へと消えていくスフィオを見送り、俺とネトはロロエに指示を仰ぐことにする。

「で、どう動けば良いのかしら、ロロエ機き工こう師し」

「魔術師をどう扱うべきかなど私が知るわけないだろう。〝チャージ〟役の魔術師ならもう必要分雇っている」

「では自由に動いても？」

「それはそれで困るな。スフィオ様は怒ると怖いんだ。君は私と一緒に来い……一応言っておくけど、スフィオ様のことや私の立場については黙っておいてくれよ。ヴァーナラボの人間として、私は動く。では、まずは海岸の警備兵と合流してみようか。すぐに行動開始だ。ついてきなさいお嬢じようさん」

「ネトよ。私の名前はネト・プラトリオ。覚えた？　おばさん」

「……もう忘れない」

　部下になって一分とかからず上司との関係に大きな溝ができた。ネトさんいままでいったいどうやって社会を生き抜いてきたんだ。

　なんとか間を取り持とうと、俺も会話に加わってみる。

「俺も？　俺もロロエに従えばいいんですか？」

「……ぼうやも現場に出るのか？」

　え。

　なんで俺おれは仲間外れにされなきゃならないんだ？

「ぼうやはシェトンプルラボの研究員だろ。デハイドをこちらに渡して避難すべきじゃないか？　シェトンプル機き工こう師しを連れて逃げてくれると嬉うれしいが。研究用のデータはすぐ持ち出せるようにまとめてあるだろう？」

「いや、俺も戦うよ!!　一緒に行かせてくれ!!」

「ダメだ。ぼうやは別行動だ」

「なんでだよ!?」

「君は、私よりネト・プランティオの言葉を優ゆう先せんする可能性がある」

「プ、プランティオ？」

「魔ま術じゆつ機き工こうを組み込んだデハイドを着て戦う者はもうある程度揃そろっているんだ。君は特別じゃない。君がいなければならない理由がない」

「そりゃそうだけど……！」

　冗じよう談だんだろ……後方待機かよ、俺は!?　こんな事態だってのに!!　俺は、今日きようの日のためにいままでガンバってきたってのに!!

「ジャーク。あなたはいまのうちに、デハイドのある場所に行ってちょうだい。全デハイドを投入するよう説得してきて」

　ロロエに従えと言われたばかりなのに、ロロエの目の前でロロエを無視してネトは俺に指示を出す。ブレないなネトさん……。

「警けい備び兵へいだけじゃ戦力が足りないわ。まだ大たい公こう宮きゆうに提出されていないすべてのデハイドを動員したい」

「だ、だから？」

「存在するすべてのデハイドを駆り出す必要がある。私の言いたいこと、わかるわね？　できる？」

　ああ、そういうことか！

　工場区域を走り回って、完成しているデハイドを全部出すよう頼んでくればいいんだな!?

　工場区域はシェトンプルラボのある区域！　すぐ近くじゃないか！

「できる……任せてくれ!!」

「任せたわよ。わかってると思うけど──」

「失望させんなって言うんだろ！　後でそっちで合流するからな！」

「待ってるから急いでね」

「……おい……私を無視して話を……」

　ロロエが何か言ってたような気もするけど、もう俺の心は与えられた仕事に向かって一直線だ！

　たぶんこれが最終戦争になる。全力を出すべき時はいま！　振り返ることもなく俺おれは大たい公こう宮きゆうから飛び出した。
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　三回目の警けい報ほう音おん。その効果は絶大だ。

　大公宮の外はすでに混乱に満たされていた。

　焦りと恐れを吹き飛ばすための怒号がところどころで上がっている。戦う準備を整えた人間は例外なく海岸に向かって走り出す。異様な光景だ。日常では決してありえない。

　不ふ意い討うちの戦争。

　いや、ヤツらはいつだって不定期にやってきていた。だからこれは、単にこっちが準備不足なんだ。心構えがまったく足りてない。いつ敵と全面戦争になっても大丈夫なように準備してこなかったのが悪い。この再走世界でも前走通りに敵が来ると決まってたわけじゃないのに!!

　ここは海岸に近い場所。とはいえ距離がゼロってわけじゃない。数体の敵を処理している光景がここでもう見えてるってことは……急がないとまずいかもしれない。

「どこへ行く!?」

　ラボのある工場区域に向かう俺の前に、ジョエルが立ちはだかった。

　警備兵用のデハイドを着て、起動前の術式大剣を持って、戦せん闘とうの準備を万全に整えた状態で俺に行き先を問う。

「お前は異海鬼獣リヴアイアサンを倒すために牢ろうから出てきたのではないのか!?　なぜ海岸に向かわない!?」

「工場区域に行くんだよ!!　使えるデハイドを全部出して、使える人間全員を戦いに出さなきゃこの戦いには勝てねぇ!!」

「なに……!?」

「ジョエルも来てくれ!!　デハイドを着てるから移動に優すぐれてるし、チャージの使える魔ま術じゆつ師しだ！　お前の力がほしい！」

「ば、馬ば鹿かな」

「俺が妙な真似をしないよう監視すると思えばいいだろ！　ついてきてくれ!!」

　返事を待ってる暇ひまはない。

　俺は再び走り出す。目指す場所はすぐそこだ。ネトたちは間もなく戦闘に突入するだろう。早く援軍を送ってやる必要がある。

　しばらく走るとすぐに目当ての場所に辿たどりついた。ジョエルもついてきてくれている。納得しているとは思えないけど。

　うちのラボの向こうには国で最大のデハイド工場がある。多くの職しよく人にんはすでに避難しているだろうけど……三回の警けい報ほうが鳴った時はたしか緊きん急きゆう対たい応おう用に何人かは残っていなきゃいけなかったはずだ。

　見ると工場の前に、カノンを抱えた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男が見える。男は戦線を抜けて公都に入り込んできた異海鬼獣リヴアイアサンをカノンで打ち倒しつつ、工場の人間に逃げろ逃げろと言っている。自分だけは最後まで逃げずに残るつもりなのだろう。その豪ごう勇ゆうさが、お前がお前であることの証明だよな、スザイル。

「ジャーク!?　お前まで避難してきたのか!?」

「スザイル！　お前も手伝ってくれ!!」

　俺おれがここに来たわけを手短に説明する。俺よりもスザイルの方が工場区域じゃ名が知られているはずだ、スザイルの手が借りられるなら助かる！

　だけどその時、誰だれかの叫びが街に轟とどろいた。

「逃げろおおおおおおおおおっ!!」

　そして叫びを追いかけるように、今度はドスドスと足音が響ひびいてきた。

「亀かめだ……すげぇスピードで走ってくるぞ!?」

「どうするんだジャーク・タックス」

　いたのかジョエル……お前の方が俺より頭良いんだからどうすればいいか教えてくれよ！

　デカい……ジェネラルクラスの亀だ。

　ヒレじゃなくて脚あしがある。

　それどころか蹄ひづめで街を踏み荒らしている。

　その脚でどうやって深海を生き抜いてきたんだこの亀は……！

　亀は興こう奮ふんしきった様子で市街を駆ける。右に左に首を回し、家屋を嚙かみ砕くだきながらこちらに向かってくる。亀のくせに牙きばまであるのか!?　なんて迷惑な巨大亀だ……！

　もうあんなデカいヤツが市街地に入ってくるのか……ってことは海岸付近じゃ全然抑えきれてないってことじゃないか。

「あのまま走ってきたら工場区域がめちゃくちゃになるぞ……」

　スザイルの言う通りだ。

　デハイドの数はいまでも足りないんだ、数的にも、技術的にも、いま工場を壊こわされたらオシマイだ!!　デハイドの生産ペースが敵の登場ペースに追いつかなくなる!!

　工場が潰つぶされるのはまずいし、避難している非ひ戦せん闘とう員いんのところまで敵が進んでしまうのも避けたい。

「あいつを止める！　スザイル、ジョエル、手伝ってくれ!!」

　やると決めたらもう迷わない。決断したら行動をためらわない!!　これはネトに学んだことだ。

　俺の知ってる亀とはちょっと違うが、蹄があろうと牙があろうと四本足の爬は虫ちゆう類るいであることには違いない！　脚あしさえ砕くだけば、敵の動きを止められるはずだ！

「スザイル、その槍やり、一本貸してくれ!!」

「後で返せよ。利子は二倍」

　亀かめとは思えないスピードでこちらに亀は向かってくる。一度の攻防で倒せなければそのまま工場にも突っ込んでしまうだろう。チャンスは、一度だ！

　迫ってくる亀に向かい俺おれは駆け出した。

　建物の鉄骨も平然と踏み砕く蹄ひづめは壊こわせない。狙ねらうなら脚の関節だろう！

　タイミングをはかり、正面から俺は亀の前脚に飛びついた。大き過ぎて、抱きつこうとしても摑つかめない。だからこいつを、この槍を、ぶっ刺して!!　これを足場にすればいい!!

「行くぞォ……!!　ブースト!!」

　魔ま力りよくを解放する。デハイドが真価を発揮する。刺さった槍に脚を置き、俺は亀の膝ひざに全力で拳こぶしを打ち込んだ。今度の相手は人間じゃない、手加減なんて欠片かけらも要いらない!!

　関節めがけて横からどつく。

　一発でダメならもう一発、この化ばけ物ものが脚を止めるまで、渾こん身しんの力で殴り続ける!!

　止まれ、止まれ、あわよくば死ね!!

　分厚い皮ひ膚ふと肉に阻はばまれちゃいるが、これだけブチかませば内心穏おだやかじゃいられないだろう!!

「効いてねぇぞジャーク!!　俺がやる、どけ!!」

　内心は穏やかじゃなかっただろうが表面的にはなんら傷ついた素振りを見せない亀に、今度はスザイルが殺意を向ける。

　どけと言われればどいてやろう、俺の代わりにこいつを止められるものなら止めてくれ！　スザイルの言葉に、俺は亀の膝から飛び降りた。

　俺がさっきまでしがみついていた場所に、放たれた槍が突き刺さった。槍は亀の皮を突き破り、肉深くまで抉えぐり込こむ。俺が片手でぶっ刺した時とはまるでその深度が違う。

　でも、だけど。

「おい効いてねぇぞスザイル!!　亀のサイズに対して槍が小さすぎる!!　もっと撃うち込こめ!!」

「うっせぇ!!　もう砲ほう撃げき槍そう用の槍はねぇんだよ!!　全部ロロエさんが持っていっちまった!!」

　じゃあお前はここで何してたんだよ!?

　元々の砲弾式のカノン持って来いよ!!

「待て！　私がやる!!」

　役立たずの筋肉を押おし退のけてジョエルが亀に立ちはだかる。なぜこういうピンチの事じ態たいは常に魔術師の方が冷静で頼りになるんだ!?　ネトしかり!!

　ジョエルはその場から動くことなく、亀がやってくるのを待つ。

　そして俺とスザイルが痛めつけた敵の膝に──巨大化させた術式大剣を叩たたきつけ、練り込まれた術式を起動させた。

「〝撃発シヨツク〟!!」

　俺おれが喰くらって卒倒ギリギリになった衝しよう撃げき波は。

　それを受けて亀かめがよろめいた。

「おお、いいぞジョエル、すぐ亀から離れろ!!」

「わかっている!!」

　なんだかぎこちない動きでジョエルが亀から距離を置く。

　よし、前まえ脚あしを潰つぶしてしまえば敵の動きも止まる!!　工場区域が攻め込まれることはない!!

　──そんな風に、俺は考えていた。

　そしてそれが甘かったことをすぐに知った。

　一いつ瞬しゆんガクンとよろめいた亀だが、その勢いを止めるには至らない。

　脚を折られた亀は片足を引きずったまま走り続けた。

　片足では踏ん張ることもできずに、勢いそのままに工場区域に頭から突撃していった。よりにもよって、国で最大の工場にその身をぶつけていきやがった……！　デハイドを、カノンを作るための最新設備がまるごとぶっ壊こわれてる……!!

「やりやがった……やりやがったなコイツ……!!」

　工場を潰された……！

　これからしばらくデハイドやカノンの量産はできなくなる。対異海鬼獣リヴアイアサン用の装備を整えることができなくなる。いまここでなんとか敵を追い払っても、すぐ次が来たらそれでこの国は滅ぼされてしまう。

　それはつまり、敵を殲せん滅めつし勝ち切る以外の結果は許されなくなったってことだ。

　この戦いを「引き分け」に持ちこむことはもうできない。二回戦は存在しない。

　遡そ生せい術じゆつも見つからない以上、ただでさえ失敗のできない戦いなのに！

　ここまでやられても、工場に頭から突っ込んでも亀はなかなか絶命しない。まだ動く後肢で、前に進もうともがいている。前進の本能。暴走の性質。走っていようがいまいが迷惑なヤツだ……！

「手足を切っても意味がない、頭を潰すぞ、ジャーク・タックス!!」

「おう、どうやって!?」

　ジョエルは答えなかった。

　代わりに行動で示してくれた。

　術式大剣を肩口に叩たたき下おろす。

　当たり所が良すぎたのか、滝のような血が亀の首まわりから流れ落ちてくる。

「いいぞジョエル！　そのまま大剣動かすなよ!!」

　素晴らしい作戦だ、こんないい足場があったら利用するに決まってる！

　大剣の上を駆け上がり、ようやくドでかい亀かめの顔面にまで登ってきた。

「クソ亀がよ……死ぬなら誰だれにも迷惑かけずに死ねよバカヤロー……！」

　脚あしではダメでも、頭さえ潰つぶしゃさすがに生きてられねぇよな。

　まだ魔ま力りよくは残ってる。

　まだブーストを使う余裕はある。

　残存する魔力を消費して、亀の眉み間けんに全力で拳こぶしを打ち込んだ。

　ばきっというどこか間抜けな音がして、亀の頭ず蓋がい骨こつが砕くだけたことを知った。

　なんだよ……固い蹄ひづめがあって、あんだけやられても脚の骨はなかなか折れなかったくせに、頭蓋骨はそんなに脆もろいのかよ……。

　不自然な進化。

　世にも奇妙な生物。

　ふざけてやがる。

「これでいい……あとはデハイドだ!!　完成したデハイドが壊こわれてないだろうな……！」

　いまここで援軍を呼べなきゃ俺おれがここに来た意味はなくなってしまう。

　亀の額ひたいから下りて、崩くずれた工場へと脚を向ける。壁が崩れて中身が丸見えになった工場……機材が片かたっ端ぱしからぶっ壊れているのも丸見えだ。

　そして丸見えだったのは、悲ひ惨さんな残ざん骸がいだけじゃなかった。

　俺と同じデハイドを着て、まんまるな目をした女の子が、半分折れてる柱の陰から丸見えだ……。

「あ、ジャーク。もう倒してくれた？　あはは」

　どこか緊きん張ちよう感かんのない声で、アノは軽く笑ってみせた。

　いつの間に最新型デハイドの二作目を作ったのか、俺と全まつたく同じデハイドを着ている。

「なんでアノがここに……なんでアノまでデハイドを着て戦おうとしてるんだ？」

「私？　私はミーシャさんの護ご衛えいよ、護衛。魔術師と機き工こう師しが組んで戦わなきゃ、デハイドは本領を発揮できないんだから当然じゃない」

　ミーシャとはいったい誰かと思っていると、アノよりさらに奥の柱に隠れて、見た感じじゃネトより若い魔術師がそこにいるではないか。しかもその胸元には、緑色のネクタイ。

「グランデじゃないか……なんでこんなところに!?」

「工場区域を守ろうと思ってたんですけどぉ、ちょこーっと敵が大き過ぎちゃったんですよねぇ。さすがにあれは私とアノちゃんだけじゃ無理かなぁと思って隠れてたのよぉ」

「隠れてたって……グランデのくせに」

　途端、アノが俺の後頭部を平手ではたいた。

　そのまま俺の首根っこを摑つかみ顔を五十センチ下に下げて、ナイショ話をするように耳に口を寄せてきた。

「バカ！　ようやく手に入れた専属の魔ま術じゆつ師しよ……ネト様がわざわざ派遣してくださった、チャージの使える優ゆう秀しゆうな魔術師よ!!　グランデだから権力もあるのよ!!　若い女の子だから話し相手にもなるのよ!?　絶対に手離さないわ……死ぬまでうちのラボで働いてもらうんだから……！」

「なにか言ったぁ？」

「ううんなんでもないよミーシャさん！」

　満面の笑み。

　なくしちゃいけないものを見てしまった。

　だからこの笑顔は、ぜひともここに置いていきたい。

「アノ!!　任せていいか!?」

「な、なにを？」

「工場区域にある全部のデハイドを出してほしいんだ!!　俺おれの代わりに、声をかけて回ってくれないか!?」

「え、え、全部？　え？」

　そうだよ、全部だよ。

　全部出しても、それでも足りないんだよ!!

「ジャーク!!　ジャークはどうするの!?」

「俺は海岸に向かう!!　あと頼んだぞ!!」

　もうこんなところまでジェネラルクラスが来てるんだ。海岸の戦線はすでに激げき化かしているだろう。ジェネラルクラスを倒せる戦力に後方支援などさせている場合じゃないはずだ。

　もう最後の戦いははじまった。二年も早くはじまった。だからもう、歴史のために守るべきものはない。ジェン・シェトンプルが死んでも、アウクス姫が死んでも問題ない。こちらより先に敵を殲せん滅めつすることに死力を尽くせ。

　デハイドの数はおよそ二百、前走と違い十分な量産ができていない。進歩はしているが絶対数が足りない。だけど代わりにカノンがある。ロロエの砲ほう撃げき槍そうがある。ジョエルのマルギアコードがある。

　それにデハイドの数が少ないならば──質で補えばいい。一機のデハイドでは十の異海鬼獣リヴアイアサンしか倒せないのなら、シェトンプル製は百を倒せばいい。
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　見渡す限り。

　見渡す限りの、敵だ。

　海面が落ち着きを取り戻す時間などまったくない。敵は絶えず海の向こうから現れる。

　波の音などまるで耳に入らない。あちこちであがる獣けものの咆ほう哮こうと人の悲鳴が、海岸に流れる音のすべて。

　目算では、まだ敵の数は千を超こえないように思う。

　これは単なる第一陣に過ぎない。

　第二、第三の波はまだ海中に隠れている。

　〝獣けものの王おう〟は遠く海面から上体を見せるのみ。

　たしかにあいつは前走でもああだった。浜辺と海中を行ったり来たりして、落ち着ける場所を探すかのように首を回して戦場を眺めていた。

　だけどいまは〝獣の王〟より敵全体の勢いが問題だ。

「なんだ……？　侵攻ペースが早くないか……!?」

　だって、だって、前走では海岸で押しとどめることに成功していたのに。市街地まで敵が辿たどり着つくことはなかったはず……。

　討うち漏もらした敵が市街地までやってきたんじゃない。敵の数が多過ぎて、こちらの手数より敵の個体数が多過ぎるから必然的に倒しきれなかったんだ……！

「デハイド兵の死体が多いな……！」

「やはり敵の数が多いんだろ。先頭に立つデハイド兵が真っ先に死ぬのは仕方ねぇよ」

　ジョエルとスザイルも、敵が海岸を埋め尽くしている光景を目にして足を止めてしまっている。

「……俺おれはネトと合流する」

　ネトの姿は、この海岸においても目立っていた。

　すでに海岸に横たわる敵の死体の数は千にも及ぶだろう。

　ノーマルクラスをネトとロロエが次から次へと殺しているからだ。

　ジョエルとスザイルと別れ、俺は一人ネトたちのもとに向かう。

「ジャーク！　良いところに！」

「俺なにすればいい!?」

「私をカノンチームのバックアップに集中させて！　寄ってくる雑ざ魚こを私の代わりに全部倒して!!」

「了解!!」

「ついでに邪じや魔まな死体もどこかにどかして!!　私の視界を確保して!!」

　ロロエはまたしても自分が指示を出せなかったことに不満顔だったが、俺はその命令になんら不満はなかった。ネトを中心に戦うことは、この場における最善策に見えた。

　砲ほう撃げき槍そうは、デハイドとの相性が最高だと思ってた。

　だけどネトとの相性はそれをさらに上回っていた。

　ネトを中心に、ロロエの砲撃槍を持つチームが扇おうぎ状じように広がっている。

　カノンは絶えず火を噴ふいている。そこに魔ま力りよくを送るのは、ネトの遠隔チャージ。カノンチームが放った槍やりは、敵の体に容赦なく突き刺さる。そして敵に突き刺さった槍を、ネトが〝念動〟で強引に回収している。……そのサイクルが、出来上がっている。

　敵の数を考えればこれは長期戦を避けられない戦いであることは明白。そんな中では、残弾が尽きないということのメリットは計り知れない。

「多少抜かれてもかまわない!!　戦線を抜けて街に向かった敵は後こう衛えいに任せて、私たちは敵の主力を叩たたく!!　……それでいいな、ネト・プラティ」

「的確な指示で助かるわ、おばさん」

　多少和を乱すところはあるが、ネトがいるというだけでチームの殲せん滅めつ力りよくがまるで違う。

〝念動〟が得意で、遠隔チャージなんて離はなれ業わざを身につけていて、なおかつ他人を利用するのが大好きなグランデなんてネトをおいて他にいないだろう。あっちの国からヘルプに来た魔術師が何人も参加しているのに、ネトさん一人だけ明らかに戦せん闘とう力りよくが違う。

　俺おれはこのシステムを崩くずされないよう、このサイクルを、このチームを守るだけでいい。

　戦っているのは当然、ネトやロロエのチームばかりではない。

　いたるところにデハイドを着た人間と、カノンを抱えた人間がいる。それだけじゃない。ネトの言葉は正しかった。本当にグランデが勢ぞろいしている。あちこちにわかれて機き工こうの武器に力を与えてくれている。

　ジェネラルクラスにデハイド兵たちが飛びかかる。ある者は術式大剣を叩きつけ、ある者は敵の傷口に自らの拳こぶしをねじ込む。

　敵の数は減っていく。

　だけど代わりに、どんどん兵が喰くわれていく。デハイドが砕くだかれ、魔術師が血を流している。予想以上に削られていく速度が早い。こちらよりも敵の数が減る方が圧倒的に早いとはいえ……これじゃまた共倒れになる。

　……敵が広がっているせいだ。敵の数が多過ぎて、まともな戦いができていないんだ。強さではこちらが勝まさるが数的不利を覆くつがえす程ではない。

　それに、この戦いが削り合いの形になっていられるのは、いまだけのはずだ。

　死力を尽くせばなんとかなるのは、通常の相手に対してのみ。

　デハイドやカノンが想定している敵のサイズは、せいぜいさっきの亀かめくらいのものなのだから。




　──その時。

　海面が大きく揺らぎ、一ひと際きわ高い波が来た。

　足下を海水が影のように這はう。

　だけど恐ろしいのは波じゃなく、その奥からやってくるものだ。

　海中で巨大な何かが動いた証拠だと、戦場にいる誰だれもが即座に理解した。

「熊くまが来たぞおおおおおおおおおお!!」

　亀かめの時と同じ。誰かが叫んだ。叫ばずにいられなかったんだろう。

　体毛のない巨大な熊。折れた大樹のような爪つめ。海の生物だからなのか、爬は虫ちゆう類るいのような皮ひ膚ふをしている。他の異海鬼獣リヴアイアサンと比べてもなお大き過ぎる。ジェネラルクラスと比較しても五倍は大きい。

　巨大すぎるがゆえの鈍重な動き。

　一歩、また一歩と動くたびに大地が大きく振動する。振動は浜辺を揺らし、その上に立つ俺おれたちの体にまで響ひびいてくる。

　海岸全体を覆おおう影。

　巨大な生物は、ただそれだけで怖いんだという事実が襲おそってくる。

　熊ってのは立ち上がることのできる生き物だったと思うが、〝獣けものの王おう〟は四足歩行のままだ。体が大き過ぎるためか、両手を地面についたまま動いている。だってのに、顔の位置が高すぎる……！　はるか上空だ、ジャンプしたらどうにかなるってものでもない。あれをいったいどう仕留めろっていうんだ……!?

「雑ざ魚こを狩り尽くすだけでもギリギリなのに……あの巨大な熊は何だ。どう殺す、ネト・プラット」

「一いち撃げきで止めることはできないわ、おばさん。だけど敵の歩みは遅い。攻撃を繰くり返かえして敵を消耗させ、ダメージを蓄積させて殺すしかない。時間がかかるのはわかってる。持久戦になるのは目に見えている。だけど現状はそれ以外に手はない！　こちらが全滅させられる前にあの化ばけ物ものを」

　前走ではたしか大型の砲ほう撃げき機き工こうを用意して集中砲火したはず……いや、俺にはわからない。だって俺は戦ってないんだから。前走の戦いでは開始五分で気絶して、目が覚めたらもう戦いは終わっていたんだから。ロロエとネトの判断に従おう。

「出血量で殺すのがベストだな。幸い、あの化ばけ物ものどもも赤い血で生きているからな」

「そうね。指示、出してくれる？」

　ネトに頼まれて再びロロエが大声で指示を出す。

「あの熊を公都に入れるな!!　こいつは歩くだけで街を壊こわすぞ!!」

　ロロエの指示に反応して、巨体に向け四方から砲ほう撃げき槍そうが飛び交う。

　無数の砲撃。ノーマルクラスなら細切れになっているだろう。ジェネラルクラスでも絶命は避けられないだろう。だけど、だけど、この巨大すぎる熊は……まるで気にしていない……!?

　効いているように見えてまったく効いていない。いくら槍やりが刺さっても平然としたまま直進するのみ。まわりの雑魚はこれだけ殺せているのに、肝かん心じん要かなめの〝獣の王〟が殺せないっ……！

　俺たちなんて……いや、それどころか周囲の異海鬼獣リヴアイアサンたちすら眼中にないようだ。ヤツはまっすぐ一点を見据えて動いてる。どこに向かってる……!?

　いや、どこに向かってるかなんてどうでもいい。問題は、敵の進軍がまったく止められないってことだ。〝獣けものの王おう〟は鈍重ではあるが、愚ぐ鈍どんではない。着実に進攻している。

　歩幅が大き過ぎる……これじゃデハイドの最高速より早く公都に辿たどり着つくぞ……!!　砲ほう撃げき槍そうを持つロロエのカノンチームが移動しながら敵の左半身に槍やりを浴びせ続けてる。だけど〝獣の王〟の脚あしは止まらない。

　進んでいる。

　止まらない。

　止められない……!!

〝獣の王〟の向こうには海が見えていたはずなのに、いまは公都が見えている。

「ダメだ仕留めきれないっ……!!」

　ふざけんな……ふざけんなよ……！

　俺おれたちはこいつに勝つために……こいつを止めるために、人生をやりなおしてきたんだぞ……!!

　カノンの射程距離より遠くまで進まれたらおしまいだ。

　後ろからはまだまだ異海鬼獣リヴアイアサンが尽きることなくやってくる。

　すでに砂浜の色は見えていない。

　前を見れば戦線を抜けて街に向かった敵も多く見えている。

　優ゆう勢せいか劣勢か、そんなのんきなことは言っていられない。

　いま〝獣の王〟を止められない限り……こいつが進み続ける限り、こちらはただ敗北に向かうのみなのだから。

　敵の大将に攻撃を集中させなければならない状況では、減るのはこちらの兵ばかり。デハイド兵が負けていく。魔ま術じゆつ師しが喰くわれていく。砲撃槍を持つロロエのカノンチームにも離脱者が見え始めている。

　俺の目前でまた一人、デハイドを着た人間が倒れた。ロロエが大たい公こう宮きゆうで開発した術式大剣を持っていた。

　俺はその術式大剣を拾い上げた。

　使い方はわからない。俺にとってはただのデカい機き工こうの棒だ。

　だけど……だけどこれは、エウヴァルセウ様が遺のこしたものだ。

「ネト!!」

「何よ!!　いま忙しい!!」

「チャージしてくれ!!　あいつの脚を、止めてくる!!」

　敵はただ、デカいだけだ。

　デカいだけで脅きよう威いとなり、デカいだけで恐怖を煽あおる。それがすでに恐ろしいことだってのはわかってる。

　だけど、本質的には動物と、他の異海鬼獣リヴアイアサンとたいした差はないはずだ。

　さっきの亀かめともたいした差はない。

　それなら……さっきと同じようにこいつの脚あしを止めることもできるはず。

　こいつを殺すことも……できるはずだ……!!

　ネトのチャージを受け、俺おれは異海鬼獣リヴアイアサンの後を追うように駆けだした。

　カノンでは、〝獣けものの王おう〟にまともなダメージを与えることはできなかった。砲ほう撃げき槍そうですら、少しの血を流させるばかりで、敵を振り向かせることすらかなわなかった。

　じゃあ、この場で戦った人たちの努力は無む駄だだったっていうのか？

　いや違う。そうじゃない。

　無駄になんかさせない。

　俺が、その戦いを、無駄になんかさせない……!!

　敵の速度は予想より速い。もう先回りして前から攻めるなんてのは不可能だろう。

　それなら、後ろから攻撃して、こちらに注意を向かせればいい。海の方に顔を向けてやればいい。

　致命傷を与えようなんて贅ぜい沢たくは言わねぇよ。一撃で戦局をひっくり返そうなんて無茶だって言わねぇよ。だけどお前に、この場を素通りなんてさせるつもりはねぇよっ……!!

〝獣の王〟の後ろ脚。

　デハイドの脚きやく力りよくを存分に活いかし、俺はその一部に飛びついた。亀の時は関節を狙ねらって攻撃したが、こいつのデカさだともうどこを狙ってもきっと大差はない。だから俺は一番狙いやすかった部位に、敵のすねの裏に、術式大剣を突き立てた。

　刃のない剣では敵の表皮は破れない。

　だけど、砲撃槍ですでに流血している個所を狙えば──!!

「刺っ……さらねぇ!?　ふざけんな……!!」

　固い……!!　筋肉の固さじゃないぞこれは……!!

「ブーストっ……!!」

　どうせこれ以上は望めない。いまここに、持てる力のすべてを注げ!!

　デハイドに残る魔ま力りよくのすべてを解放して、俺は術式大剣に込めた力を最大限に強めた。

　──貫け!!

　人の背丈よりも高い術式大剣であっても、デハイドの力を利用しそれをすべて敵に突き刺しても、〝獣の王〟の脚を貫くことすらできない。

「ちくしょう……ちくしょうっ……!!」

　なんでこれでも効かねぇんだよ……!?

　いったい何なんだよこの生き物は!!

　ここまでしても痛みを感じないのか!?

「──ジャーク!!　そこから離れて!!」

　ネトの声がすると同時に、絶望する俺おれの前で、術式大剣が突然動き出した。

　指示通りに俺は〝獣けものの王おう〟の脚あしから飛び降りる。でもなんで、何もしていないのに大剣が動き出……ネトか!?

　突き刺さった術式大剣を〝念動〟で動かしているのか……!?

　抉えぐるように、傷口を広げるように、まるでそれを剣が望んでいるかのように脚の上で剣が躍おどる。

　そこまでやってようやく痛みに耐えかねたか、〝獣の王〟は後ろに首を回した。

　だけど、その目は自らの脚を見ていなかった。

　ヤツの目は、まっすぐにネトを見ていた。




　──ぞっとした。




　なぜ……？

　なぜネトを見るんだ？

　……理解してるのか？　魔ま術じゆつのことを。
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　あれが魔ま術じゆつ師しの力で起こった結果だと知っているのか……!?

　わからない。何がなんだかわからない。

　わかっているのは、ネトが敵の怒りを買ったのだろうということだけ。

「ネト、下がれ!!」

　俺おれの叫びは遅すぎた。

　誰だれも彼も、逃げるに十分な余裕など持ち合わせていなかった。

　下がろうとしたネトに向かって、〝獣けものの王おう〟は、大きく口を開いた。

　そして、咆ほう哮こうを上げた。

　大気が揺れた。

　痺しびれが飛来した。

　音波が疾しつ走そうしてきた。

　そして音を追うように──衝しよう撃げき波はが、飛んできた。

「えっ……!?」

　地中深くに根を張る大樹すらなぎ倒すように、魔力が突風に姿を変えて海岸を走った。衝撃は海岸の異海鬼獣リヴアイアサンを巻き込み、衝撃の届く範囲内にいたすべての人間を吹き飛ばし、大地を激はげしく揺らして戦場に穴をあけた。

　ネトのいた場所から離れていた俺にも、その衝撃は伝わってきた。この衝撃……俺には、覚えがある。

「……〝撃発シヨツク〟……か……？」

　あれは、ジョエルが術式大剣に組み込んでいた魔術じゃないのか……？

　なんで？　なんで〝獣の王〟が……？

　マルギアコードか？

　あの生き物は、魔術師のように、自らの体に術式を書き込んでいるのか……？

　疑問がとめどなく浮かびあがっては脳を埋め尽くす。

　理解することはできない。満足な回答を得られることは絶対にない。それはわかっているはずなのに、どうしても疑問の言葉が抑えられない。

「だって……マルギアコードは魔ま術じゆつ機き工こうにしか付加できないんじゃ……!?」

　じゃあ、あの生き物は……異海鬼獣リヴアイアサンとはいったいなんだっていうんだ？

　爆ばく発はつのような衝撃波。ジョエルの術式大剣に仕込んであった魔術とはまるで威力が桁けた違ちがい。その凄せい惨さんな攻こう撃げき痕こんに俺が呆ほうけていたのも束つかの間ま。

　俺は見つけてしまった。

〝獣の王〟が狙ねらった相手。

　ネトの姿を。

「ネト!!」

　赤い。

　横たわるネトの体の下から、赤が広がっている。

「ネト!!」

「来なくていいっ……止血くらい、一人でできるっ……!!」

　なに強がってんだよこんな場面で……!!

　俺おれが慌てて駆け寄っても、ネトは倒れたままで、俺を追い払うような真似はしなかった。できなかった。起き上がることすら、きっと。衝しよう撃げき波はに弾はじき飛とばされ、近くにあったガレキに強く体をぶつけたらしい。

　泣き言を言わないネトが、いまでも強がっているネトが、立つことすらできないでいる。

　なんなんだよこれ……？




　……いや、わかっていたことじゃないか。

　前走と違うのはこちらだけではない。敵まで前走とは違ってたってことに、俺は気づいていたはずだ。

　デハイドを平然と嚙かみ砕くだく歯。カノンの砲弾を受けつけない骨格。デハイドごと人体を貫く鋭い爪つめ。……でも、マルギアコードまで……？

　あの〝撃発シヨツク〟がある以上、もう〝獣けものの王おう〟を止めることは不可能だと言っていい。敵が一ひと吠ほえしただけで、こちらは壊かい滅めつに追い込まれてしまうなら、もう戦いになどならない。

　〝獣の王〟はすぐに公都に辿たどり着つくだろう。

　無む慈じ悲ひな光景が脳裏に浮かぶ。

　敗色濃厚。全滅寸前。

　なんだこれ……なんだよこれ。

　体から自然と力が抜けていく。

　俺の方が倒れてしまいそうだ。

　……俺たちはまた、負けるのか……？

　それを思うと、動くことすらできなくなった。

　だけどネトは、痛みに耐えながら、歯を食いしばりながら、怒りをあらわにしていた。

「判断を誤った……！　あれは魔ま物ものだ……！　自然発生した生物じゃない!!」

　それはたしか、スフィオのセリフ。

　自然発生した生物じゃない。

　だとしたら、あれらはいったいなんだっていうんだ。

　ネトはその答えをもう見つけていた。

　見つけて、悔しがっていた。

「やられた……!!　敵も魔ま術じゆつ機き工こうなのよ……!!」

「え……？」

「敵の発生が早まったんじゃない……私たちが早めたのよ……!!　敵は魔ま術じゆつ機き工こう……私たちの再走世界で、魔術機工が進歩すればするほど敵も強くなってしまったのよ……!!」

　俺おれの手はまだ力を取り戻していなかった。

　俺の頭はネトの言葉を理解しようとするのに精いっぱいだった。

　異海鬼獣リヴアイアサンは魔術機工。

　それなら……それなら。




　異海鬼獣リヴアイアサンを造り出した、魔術機工師がいるってことか？
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　それは一方通行の波だった。

　力と、数。押しては寄せて、帰ることのない怒ど濤とうの脅きよう威いがこの国を襲おそう。

　波は圧あつ壊かいしていく。人間を。街を。日常を。

　ただひたすらに、単純に、純粋に、文字通りすべてを押おし潰つぶしていく。

　獣けものの咆ほう哮こうはすでに聞こえなくなっていた。聞こえてくるのは足音だけだ。爪つめが、蹄ひづめが、街を踏み荒らす音だけが絶え間なく響ひびく。

　俺おれの目に映っていたのは背中だけ。ネトの体を切り裂いた〝獣けものの王おう〟は、すでに俺たちに興味をなくして公都の中心部へと突き進んでいる。俺たちを無視して。

　異海鬼獣リヴアイアサンは基本的に内陸部を深く深く目指そうとする。その過程で人を食ってまわり、建物を壊こわし、街そのものを荒らしていく。だけど「人を食ってまわる」というのはあくまで人間の視点で、ヤツらは人間を積極的に食い荒らそうとはしない。人間が反抗するからこそ、ヤツらは人間を敵と認にん識しきして殺しに来る。

　だけどこの場には、魔ま術じゆつ師しも機き工こう師しも多過ぎた。戦う力を持つ者が多過ぎた。全兵を呼び寄せたのがあだになったのは明白。ヤツらが侵攻した跡には、ただ人間の死体ばかりが転がっていた。

　砕くだけた家屋と舞う血ち飛沫しぶき。

　転がる死体と消えゆく世界。

　敵はひたすら突き進む。未来に向かって突き進む。だけどその先に、俺やネトの姿はない。ヤツらが辿たどり着つくであろう場所に、人間の住む場所はない。

　これは、負けてはいけない戦いだってのに。

　だってのに、これではもう──。

「失敗した……なんてことなの……!!」

「もう叫ぶな、ネト！　体が！」

「叫ばずにいられないわよ!!　これを知っていればいくらでも他の手は打てたというのに!!」

　敵も魔術機工。だけど、現在の技術では異海鬼獣リヴアイアサンを人工的に造り上げることはできない。ならばどうやって？

　……誰だれかが、魔術機工により異海鬼獣リヴアイアサンを発明した？

　おかしいじゃないか。歴史を思い返してみればすぐに矛盾に気づく。異海鬼獣リヴアイアサンが現れたからこそ、世界は魔術機工を発明せざるを得なくなったはずだ。順番が違う。

　──いるんだ。世界の歴史より先に、魔ま術じゆつ機き工こうを知っていた人間が。

「魔術機工で異海鬼獣リヴアイアサンを造るって、まさか──」

「いまより先の技術を使ったに決まってるでしょ!?　敵も私たちと同じことをしたのよ。未来からいまに戻ってきて、未来の技術をこの世界で展開してきたに決まってる……!!」

「敵も遡そ生せい術じゆつを使ったってことか？　敵も、やりなおしを知っている人間……」

　あまりにも人為的なタイミングでの攻こう撃げき。誰だれかがいる。生き直った俺おれたちと同様に。

　魔術と機工の交流がはじまるより先に魔術機工を手に入れていた人間がいる……？　だけどもはやそいつを探し出すことはできない。だって、魔術機工はすでに周知のものだから。魔術機工を知る人間が多過ぎる。交流がはじまるより前に魔術機工を知っていたかどうかなんて判別しようがない。魔術機工を世界に広めるという手段を選択してしまった以上、敵を見つけることはあまりにも難しい。

「俺たちは自ら破滅へ向かうレールに世界の歴史を乗せてしまった……？　もしかして、俺たちが魔術機工を早くから発展させてしまったからこそ、異海鬼獣リヴアイアサンたちもあそこまで進化したのか……!?」

「おそらくはね。今度は前走とは比べものにならないほどの被害が出る……!!」

　俺とネトのやり方は間違ってた。

　前走よりも強い異海鬼獣リヴアイアサンの群れ。前走と違いデハイドの数すら整っていないこちらの準備。そして〝獣けものの王おう〟を止められなかったいま、もうヤツらを撃退することはできない。

「ちくしょう……ちくしょう……俺たちのやりなおしは、全部無む駄だだったってことか……」

　無駄どころか。

　むしろ逆に、俺たちは被害を増やしたんじゃないか……。

　よりよい世界のためにと命をなげうったエウヴァルセウ様の力を借りて……俺たちは異海鬼獣リヴアイアサンに殺される人間をさらに増やしてしまったじゃないか……!!

「泣かないで、ジャーク」

「な、泣いてねぇよ！」

「……一つだけ、あるの」

「何がだよ」

「まだここからでも……この再走世界を、前走よりも良いものにする方法が一つだけ……」

「ほっ、ホントか!?」

「……よく聞いて、ジャーク。異海鬼獣リヴアイアサンはもう倒せない。〝獣の王〟はもう殺せない。私たちが戦うべきはあの化ばけ物ものではなく、その使し役えき者しやよ。そいつはきっと遡生術を知っている。そいつは異海鬼獣リヴアイアサンの止め方を知っているはず。そいつを見つけ出すことができれば、そして遡生術を奪うことができれば……」




　異海鬼獣リヴアイアサンを造り出している人間を発見し捕らえる。そいつはきっと遡そ生せい術じゆつについて知っているはずだから、つまり……。

「もう一度やりなおせる……!?　しかも敵の正体がわかっているなら、そいつを捕らえればもう異海鬼獣リヴアイアサンがこの島を襲おそうこともない!!」

「ええ……」

　だけど、犯人なんてどう見つけ出せっていうんだ？

　異海鬼獣リヴアイアサンを造り操あやつれる人間がいるとしたら、きっとすでに身を隠して避難していることだろう。どうすれば探り出すことができる？

　敵の正体……あの地ち下か牢ろうで、ネトはどう探れって言ってたっけ？

　たしか──はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンを呼ぶのを早めた理由を探ればいい、だったな。

　異海鬼獣リヴアイアサンが野生の生物ではなく人工的なものだと判明したいま、やはりあの襲しゆう撃げき時じ刻こくのズレは使し役えき者しやに何かしら都合があったと考えるべきだ。

　異海鬼獣リヴアイアサンを呼ぶのを早めた理由は、なんだ……？

　襲撃は昼でなければならなかった……？

　いや、大会が始まってからでは遅かったってことか……？

　いや……はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンだけじゃない。

〝獣けものの王おう〟はなぜいま現れたんだ？

　なぜここで総力を挙げて機き工こう公こう国こくを攻める決断をしたんだ？

　敵の狙ねらいを考えろ。

　人間の全滅が目的とは思えない。それならはじめから全力を出して攻めればいいだけ。時期を待つ理由がない。

　魔ま術じゆつ聖せい国こくの人間が犯人なら、機工公国を滅ぼすためか？　いいや友好関係のあるいまそんなことをやってもいまさら意味がない。

　魔術聖国にはほとんどやって来ず、機工公国にばかり攻めてくる敵。

　いつも同じ方の海岸からきて、公都を襲おそってくる異海鬼獣リヴアイアサン……。

　何も思いつかない……。

　負けの見えている戦い。敵しかいない戦場。

　自分の置かれている状況は理解していたつもりだった。

　理解していながら、思し索さくにふけってしまったのが間違いだった。

「がっ……!?」

　突然、鋭い痛みが俺おれの左腕を貫いた。

　何かがデハイドを割り肉を裂き、派手に俺の血を飛び散らせた。

　デハイドすら貫いて飛んでくるもの……カノンの砲ほう撃げき槍そうか!?

「流ながれ弾だまか……痛ぇ……!!」

「バカっ！　戦場では気を抜くなって言ったのに!!　こっちに来なさい!!」

　ネトの言う通り、なんてバカだ、まさか人間側の攻こう撃げきに当たってしまうなんて！

　呼ばれて俺おれはネトの隣となりで膝ひざをついた。ネトはなんとか上体を起こし、俺に手を伸ばしてくれる。俺の知らない魔ま術じゆつをかけて、無理矢理止血をしてくれる。透明な布に包まれたみたいに、見えない糸で縛しばられたみたいに、傷口が圧迫されているのを感じる。止血くらい自分でできるとネトは言ったけど、こんな魔術を持っていたのか。

　ともあれ、助かる。痛みがだいぶ和やわらいだ。左腕が削られたままじゃ、ネトを抱えてこの戦場から抜け出すのは難しかっただろうし。

「ジャーク!!」

「スザイル……!?」

　いきなり声をかけてきたから誰だれかと思えば、カノンを肩から下げて、スザイルがこちらに走ってくる。そうだよな、グランデがいて倒れてて、デハイドを着た俺がいるのに戦わず左腕を押さえてたらそりゃ心配になってフォローに走るよな……。

　カノン……そういえば、ロロエのチームは!?　ネトがやられたことにばかり注目していて、ロロエたちがどうなったかを確認していない。〝獣けものの王おう〟の〝撃発シヨツク〟の範囲を考えれば、全員が吹き飛ばされていてもおかしくはない……！　少なくとも、ここから見える範囲には誰もいない。死体も見当たらない。

「大丈夫か!?　ネト・プラトリオも一緒か。二人とも負傷してるのか」

　駆け寄ってきたスザイルは、いつの間にかデハイドを着ている。たしかさっき工場区域で会った時は着ていなかったような気がするけど。この戦局の不利を見て急いで装着してきたのか。それでも間に合わなかったようだけど……。

「ああ……〝獣の王〟を……あの熊くまを止められなかった以上、まずは海岸の戦場からいったん離脱したい！　そしたら街に向かって、生存者の保ほ護ごに行かなくちゃ……手を貸してくれ！」

「ああ、もう異海鬼獣リヴアイアサンは公都まで行っちまってるからな」

　すでに被害は甚大だ、とスザイルは暗にそう言う。

　敗北はすでに決定していると言っていい。

　だからといって、すべてを諦あきらめるにはまだ早い。

　ネトの言葉が正しければ、本当の敵はどこかに隠れている。

　それならば、いまは生き延びなくちゃ。

　そしてできるだけ多くの人を生かす努力をしなくちゃ。

　スザイルが手を貸してくれるという。どうやらカノンの方は弾たま切ぎれらしいが、デハイドがあるならスザイルの戦せん闘とう力りよくは充分。敵をなぎ倒しながら逃げてもらえばそれでいい。俺はネトを抱えて、その後をついていけばいい。

　そう思い俺がネトをなんとか抱きかかえた途端──。




　空から、ガレキが降ってきた。




　見覚えのある映像。記き憶おくにある太た刀ち筋すじ。

　俺おれとスザイルの間に、術式大剣が降ってきた。

　地面にめり込み砂を巻き上げ、術式大剣は俺とスザイルを分断した。

「ジョエル……!?」

　大剣の主はジョエル・ドロア。

　なんで……？　急に殺意を取り戻したのか？　この段階に来てまた、俺とネトを殺さなきゃ気が済まなくなったのか……？

　だけどジョエルが見ているのは俺たちじゃなかった。

　スザイルに顔を向けて、興こう奮ふんした様子で息を切らしながら、それでも取り乱すことなく言葉を投げかけた。

「なぜだ……!?　なぜジャーク・タックスに向けてカノンを撃った!?」

「…………は？」

　間抜けな声を出したのは、俺の方だ。

　スザイルが俺に向けてカノンを撃うった……？

　あ、さっきの流ながれ弾だまのことか!?

「違うんだジョエル、きっと流れ弾が当たったんだ。俺が呆ほうけていたから砲ほう撃げき槍そうの気配に気がつかなかっただけで──」

「──違う!!　こいつは!!　お前を狙ねらって砲撃機き工こうを使った!!」

　ジョエルが怒鳴り飛ばす。

　スザイルが俺を狙って撃ったなんて、そんなわけないだろ。いや、たしかに言い合いすることも茶さ飯はん事じな仲ではあるけれど、腕を貫かれるほど憎しみあっちゃいない。そもそもこの戦場で、そんな無む駄だ弾だまを撃つ余裕がどこにある？　敵の数を見ればわかるだろ、一発だって無駄にはしたくないってことくらい。

　いまは仲なか違たがいしてる場合じゃないんだぜ。邪じや魔ましないでくれよ、ジョエル。

　俺はスザイルを信頼してる。こいつが俺に向かって、カノンを撃つわけねーよ。

　少なくとも俺はそう考えてた。その言葉を聞くまで。

「……なんだ。見られてたのかよ」

　見られてたのかよ？

　それって、どういうことだよ。

　認めてるのも同然じゃないか。

　俺に向けてカノンを撃ったってこと。

　俺おれの左腕を貫いた砲ほう撃げき槍そうは、スザイルのせいだってこと。

「悪かったなぁ、ジャーク。狙ねらいが雑で。できるだけ穏おん便びんに済ませようとしてやったんだけどな」

「あ…………？」

　何を言ってる……？

　穏便に済ませるってなんだよ。

　まだ俺が反応できないでいる中、〝獣けものの王おう〟に付き従い公都に向かう異海鬼獣リヴアイアサンの群れの中から一匹、蛇へび型のノーマルクラスがするすると音もなく近づいていた。スザイルの後ろから。牙きばの見える口を開き、そしてスザイルに向かってまっすぐに。

「スザイル、危ない!!」

　だけどスザイルは慌てる素振りを一切見せず、ただめんどくさそうに自分の首から下げてある小さな笛に手をかけた。さっきから気になってはいたんだ、指くらいのサイズのその笛。スザイルがじゃらじゃらと数本の笛を束ねて首から下げているところなど見たことがなかったから。

　スザイルが一本の笛を吹く。

　だけど音は鳴っていない。……いや、鳴ってはいるけど音が小さいんだ。音楽を奏でるためのものでは絶対にない。

　では何のためのものか。

　それは蛇が教えてくれた。

　スザイルのすぐ後ろで、さっきまでの攻こう撃げき性せいはどこへ行ったのやら、まるで眠っているかのように蛇はとぐろを巻いて動きを止めた。

　蛇型の異海鬼獣リヴアイアサンは攻撃するのを止めた。

　スザイルの笛によって行動を変えた。

　それはつまり……異海鬼獣リヴアイアサンがあの笛によりコントロールされた、ってことか……？

「どういうことだ……？」

　質問に答えはなかった。

　だけどこの光景を目にして、何もわからないほど俺だって鈍感じゃない。

　──はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが前走より早く来たのはなぜか？

　俺がスザイルに代わってシェトンプルラボに入ったから……そのせいであいつはロロエに命令を与えられていたから……だから襲しゆう撃げきのタイミングをはかれなかったってことなのか……!?

　──〝獣の王〟がこんなにも早くやってきたのはなぜか？

　いましかなかったからだ。手て帖ちようのことを知っている人間は限られている。だから手帖の在あり処かを知る人間も、手帖の中身であるマルギアコードについて知る人間も限定される。だけどスフィオはその情報を流布しようとしていた。だからいま攻め込むしかなくなった。

　俺おれとネトが一度魔ま術じゆつ聖せい国こくに呼ばれ、それでまた戻ってきて真っ先に大たい公こう宮きゆうに行ったってことは、手て帖ちようを受け取りに来たのだと判断してもおかしくない。

　嚙かみ合あう。

　一度意い識しきすれば簡かん単たんに、理屈が見事に組み上がる。

　理屈が合ってしまう。

　そのうえ、それを裏付けるような事実をたったいま目もく撃げきしてしまった。

「で、どっちだ？」

　スザイルは雑な質問をする。

　もう俺のことは見ていない。

　伏せっているネトと、まだ興こう奮ふんしたままのジョエルに交互に視線を送る。

　ネトとジョエルのどっちが？　どっちかが、なんだっていうんだ？

「大公宮の人間も、スフィオも持ってなかった。ロロエ・ヴァーナもジェン・シェトンプルもアノ・シェトンプルもな。大公宮でも手帖のことを知っている人間は限られてる。残ってんのはお前らだけだ。ジョエル・ドロア。ネト・プラトリオ。手帖を持ってんのは、どっちだ？」

「手帖って……」

「黒い魔術書マルギアレポートだよ。遡そ生せい術じゆつの書かれてる。エウヴァルセウが俺の師し匠しようから奪った手帖だ」

　エウヴァルセウ様が奪った……？　じゃあ元々、もっと未来から来た人間の持ち物だったのか？　だからいまの時代の人間では理解することのできないくらいにオーバースペックな技術があったのか。

　いや待て、それより。

　スフィオたちは持ってなかったって……？

「おい……スフィオや師し匠しように何かしたのか!?」

「くだらねぇ質問をすんじゃねーよジャーク。お前は黙ってろ」

　突き放す言葉。

　普段ならすぐに反論のセリフが出てくるのに、なぜかいまは出てこない。

　頭が混乱してる。混乱しすぎてる。まともな思考ができていない。敵を見つけたっていうのに、体に力が入らない。むしろ手は弱々しく震えてる。

　この感情は……悔しさだ。

　怒りじゃない、悔しさがいま俺おれの感じているすべてだ。

　ずっと同じ志こころざしを持つ仲間だと俺だけが勘違いしていたからか？

　いま、友人だと思っていた人間を捕らえなければならないからか？

　なんでこんなに悔しいんだ……!!

　まだ混乱している俺と違って、ネトの判断は早かった。決断も、行動も、圧倒的に早かった。

　目にも止まらぬ速度で、俺やジョエルどころかスザイルでも反応できないスピードで、ネトの右手から青白い魔ま力りよくの塊かたまりが飛んだ。

　だけどその攻こう撃げきは意味を成さなかった。スザイルに当たると同時に、魔力は弾はじけて霧む散さんした。

「おい……異海鬼獣リヴアイアサンには魔術が効かねぇって知らないのか？　あれは俺が造ってるんだぜ？　対魔コーティングくらい、未来じゃ誰だれでも使えるものだ。俺だって対応してるに決まってんだろ」

　敵も、やりなおしだ。

　その事実を証明する根拠が続々と出てくる。

　未来からやってきたから、未来の技術を持っている。十年どころじゃない……もっと先からやってきた。異海鬼獣リヴアイアサンもその技術の一つ。

　なんで……なんでお前なんだよ、スザイル……！

　ずっと一緒に戦ってきたのに……!!




　──あ。




　あ……？

「スザイル……そのデハイドは？」

　さっきまで着ていなかったはずのスザイルのデハイド。よく見れば、見覚えのあるデザインをしている。見覚えがあって当然……俺おれと同じデハイドだ。
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　これはシェトンプルラボの最新作。試作品が完成したのが二週間ほど前。量産はされていない。俺が着ているものと、アノが着ているものですべてのはず。

　じゃあ、スザイルが着ているデハイド……あれはなんだ？

「アノはどうした？」

「ジャーク、お前はいいから黙ってろよ」

「アノをどうしたんだって聞いてんだよ!!」

「殺した。早く答えろ。それともまさか、手て帖ちようを持っているのはお前か？」

　手帖。

　手帖を手に入れるため？

　ほしけりゃそう言えばいいのに。

　ただそれだけのために、脚あしの悪い女からデハイドをはぎ取ったのか？

　それだけのために機き工こう公こう国こくに異海鬼獣リヴアイアサンを放って、必死で戦う人間を殺してまわったっていうのか？

「なんで……」

「仕方ねぇだろ？　俺はネト・プラトリオが手帖を持っていると思ってた。だがネトの隣となりにはいつもお前がいるからな。お前に邪じや魔まされないためには、どうしてもお前と同等の性能を持つデハイドが必要だったんだよ」

　理屈で語ってんじゃねぇよ。

　なんでアノを殺したんだよ。

　俺を納得させられる説明はねぇのかよ。

「なんとも思わなかったのかよ」

「あ？」

「良心の呵か責しやくはなかったのか……？」

「なにわけわかんねぇこと言ってんだ。お前は知ってるはずだろ。あの手帖に書かれているのが、遡そ生せい術じゆつだってことくらい」

「だから……？」

「重圧に耐えきれなくなったら、またやりなおせばいいだろ？」

　プツン。

　その言葉を聞いた途端、体の震えが止まった。ぐちゃぐちゃになっていた頭の中身が一いつ瞬しゆんで整理された。

　人を殺しておいて。

　良心の呵責に耐えられなくなったらやりなおせばいい、だと？

　ふざけんじゃねぇよ……!!

　そんな安い覚悟で──この世界を再走されてたまるかよ……!!

「絶対に負けないで……!!　〝チャージ〟……!!」

　腕だけで体を這はいずらせ、地面に血の跡をつけながら、いつの間にかネトが俺おれの隣となりにいた。怒りに身を震わせながら、ネトが俺のデハイドに魔ま力りよくをチャージした。

　戦え。そして勝て。

　それがネトの作戦なんだな？

　俺にそう頼んでくれたんだよな？

　漲みなぎる魔力は気力さえも呼び戻した。まだ終わってない。まだ負けてない。

　公都ではたったいまでも機き工こう公こう国こくの人間が死んでいるだろう。人間が食い荒らされているだろう。デハイドが壊こわれている。カノンが壊れている。敗北をつきつけられている。負けの決まった戦争。

　その片隅で。

　最後の戦いは、これから始まるんだよな。

　そういうことだよな、ネト……!!

「絶対に負けねぇよ……!!　死ねよスザイルッ!!」

　脚あしを動かしたのは、意思じゃなくて感情だ。

　叫びを上げたのは、理屈じゃなくて本能だ。

　デハイドを着た人間同士の戦い。そんなもんに慣れてはいないが、こうなりゃやるしかないんだ!!　デハイドで保ほ護ごされてない部分を潰つぶす必要がある。敵の頭を砕くだくか、首を捻ねじ切きればいい。余計な感傷は要いらない。こいつをぶっ殺すことだけ考えればいい。

　首だ。首首首首首を落とす!!　ただそれだけを頭に満たして、俺はスザイルの首に向けて手を伸ばす。

　だけど感情に任せた俺の右手は、スザイルの冷静な腕に止められた。

「止めた!?」

　デハイドの性能は本当に同じ。間違いなくシェトンプルラボで作られたものだ、それを自分に合わせて調整してたから登場が遅くなったってわけか。

　性能が同じならあとは技量がモノを言う。だけどスザイルと俺にそこまでの違いがあるわけじゃない。むしろ体格や傷を考えればスザイルの方がよっぽど有利だ。

　お互いがデハイドを着ていて実力が拮きつ抗こうしている以上、一いち撃げきで殺すってのは難しい。スザイルも同じことを考えた。だから俺の腕に砲ほう撃げき槍そうをぶち込んで戦せん闘とう力りよくを削そごうとした。

　ダメだ、この状況に持ちこまれた時点ですでに勝機は限りなく少ない。

　ふざけんなよ……そのデハイドは、人を殺すために作ったものじゃねぇぞ……!!

　まさかデハイドを着た敵なんてものが現れるとは夢にも思っていなかった。この性能を実現させるために、俺や師し匠しようがどれだけ苦労したと思ってる。これは異海鬼獣リヴアイアサンを殺すために、平和を取り戻すために作った力だぞ……！

「無理だ、ジャーク。ただの機き工こう師しであるお前じゃ俺おれには勝てねぇよ」

「あ!?」

「俺はジョエルと同じ。機工を学んだ魔ま術じゆつ師しだ」

　敵も魔術機工師。だからチャージもブーストも使い放題。

　自在にチャージを使えない俺と、デハイドの操そう作さに慣れていないジョエルの上位互換。

　不利なことはわかってる。探せばいくらでも俺の不利は見つかるだろう。だからって、勝ち目がないとは思わない。

　それに、魔術なんて使えなくとも──！

「──ブースト!!」

　いまはネトがそばにいる!!　魔力切れを心配する必要はどこにもない!!

　頭や首は警けい戒かいされていて狙ねらえない。まずは敵のガードを壊こわすところからはじめるしかない。汚ぇ不ふ意い討うちで俺の左腕をブチ抜きやがって……お前もその腕、寄越せ!!

　顔に向けて右手を伸ばす。必然スザイルは自分の腕で顔を防御する。その腕目がけて今度は左手で、ぶり返す鋭い痛みなんか無視して、思い切り殴りつけてやる!!

　デハイド対デハイド!!　これならどうだ!?

「効かねぇよバカが」

「バカはお前だ!!」

「いやお前だろ」

　うっせぇ!!

　くそ、ダメか、ブーストかけても受け止められるか……!!

　いや、これでいい!!

　異海鬼獣リヴアイアサンとの争いは負けてはいけない戦争だが──俺とスザイルの戦いはそうじゃない。後ろにジョエルがいるからだ。手て帖ちようはジョエルが持っているんだから、手帖さえ奪われず、ジョエルさえやられなけりゃそれでいい。

　俺は敵を削るだけでいい。

　キレイに有効打なんて狙わなくていい!!

　ただ気合いの続く限り、痛みを忘れていられる限り、渾こん身しんの力でコイツに怒りをぶつけ続ければいいだけだ!!

　俺がブーストをかける度たび、ネトが遠隔チャージを飛ばしてくれる。ここまで全力で飛ばし続けられるなら、俺だってそう簡かん単たんにやられはしない。だからひたすら連打する。連打する。連打する!!　拳こぶしを作りガードの上から叩たたき続つづける。敵のデハイドを摑つかみ、むしり取るように握り壊す。

　スザイルは余裕でそれをいなしているが、それでも俺の攻こう撃げきを厄やつ介かいと受け取ったのか、距離を取ると肩にかけていたカノンを遠くへ投げ捨てた。だけどその手にはまだ撃うつはずだった槍やりが一本握られている。

　武器にする気か。俺おれは槍で貫かれる痛みをすでに知ってる。肉が裂かれる痛みはもう経験してる。当然恐怖は、ある。

　それがどうした、お前はわかってねぇよ、スザイル。

　違うんだ。違う、違う、違うんだ!!　恐怖では止まれねぇんだよ!!

　俺は、この先にある恐怖を知ってるんだ。この戦いの後を、この戦争の結果を。

　どんな景色に自分が取り残されるのかを知っていれば……たとえ死んでも、ここは飛びこまざるを得ねぇんだよ!!

　もう一度、何度でも俺は攻め立てる。だけど攻防の直後、脇腹に違和感を覚えた。一いつ瞬しゆん遅れてそれが痛みだと理解する。スザイルのヤツが、俺の腹に槍をぶっ刺したのだと知る。

「死んだか？　死なないか」

　死んでたまるか……！

　死んでたまるかと頭は叫んでる。だけど体が動かない。異常を訴え俺の脚あしを強く止める。スザイルから距離を取るため後ろに飛とび退のいたはいいが、それで限界だった。俺はその場にうずくまり、そしてそのまま倒れ込んでしまった。

　スザイルはすたすたと歩いていく。無様に膝ひざを地面につけた俺には目もくれなかった。その先にはネトがいる。ネトの体は、俺の左腕よりも激はげしく負傷している。ダメだ、スザイルに狙ねらわれたら生き延びられない……!!

「俺を無視してどこに行く!?　手て帖ちようが欲しいんじゃないのか!?」

「どうせお前は持ってないだろ。ジョエルにせよネトにせよ、お前に渡すとは思えねぇからな」

「あ!?　バカにすんじゃねーよ!!」

「いーやお前はバカだよ、ジャーク。たとえお前が持っていたとしても、お前は死ぬまで俺から逃げないからな。お前は後だ」

　ぐっ……!!

　まさしくその通りだ。手帖を持っているならここから逃げればそれでいい。スザイルが異海鬼獣リヴアイアサンを呼んだ敵だと判明したのなら、あいつと戦うのは後でもいい。いまである必要がない。ここは退ひいて、まず敵の狙いを阻止することが優ゆう先せんされる。

「代われ、ジャーク・タックス!!」

　ジョエル……!?　手帖を持ってるお前が向かっていってどうするんだ!?

　……いや違う、ここでジョエルがネトの助けに入ろうとしなければ、手帖を持っているのはジョエルだとバレてしまう。逆にネトを守ろうとすれば、スザイルはジョエルよりもネトを狙うべきだと判断するしかない。

　それだけじゃない。〝術式大剣〟ならデハイド越しでもダメージが入る!!　痛みが通ることは身をもって体験済みだ！

　ここはジョエルにいったん預けるしかない。

　だけど……だけど、いま目の前で繰くり広ひろげられている光景からは、とても勝利のビジョンは見えてこない。

　ジョエルは完全に振り回されてる。術式大剣に。感情に。スザイルに。

　怒りに我を忘れて、ただ大剣を振り回しているだけだ。デハイドの運動性能なら、デカいだけの武器にやられるようなことはない。ましてやスザイルはロロエの部下だったんだ、術式大剣の研究にも関わっていたはず。そのリーチや使い方についても熟知していることだろう。ダメだ、勝てない……！

「ただデカいだけの剣を持ってるってだけで、俺おれを殺せると思ってんなら大間違いだぜ」

「黙れ!!　これはただの剣じゃない、エウヴァルセウ様が遺のこした力だ!!」

「だからなんだってんだ？」

「これは異海鬼獣リヴアイアサンを殺すための剣……これは平和を守るための剣!!　人殺しは本分ではない!!」

　人殺しは本分じゃない……？　スザイルを倒すつもりがないってことか……？

　ジョエルの言葉の真意はすぐにわかった。

　ジョエルが術式大剣を振り回したおかげで、いつの間にかネトとスザイルの間にはいくらか距離が空いている。徒労とも思える攻防のおかげで、俺もなんとか体が動かせるまでには回復した。その状況を確認して、ジョエルは、スザイルではなく地面に向かって術式大剣を叩たたきつけた。

　そして、次の瞬しゆん間かん──噴出する白煙があたりを埋め尽くした。

「──〝煙えん幕まく〟か!!」

　そうだ、ジョエルの術式大剣にはこれがある。

　ジョエルの戦いは勝つための行動じゃない。負けないための、手て帖ちようを奪わせないための戦いだ!!

　この場を逃れるチャンスはいましかない!!

　俺は走り、まだ動けないネトを無理矢理抱きかかえた。心底悔しそうな顔をされたけどいまは文句など聞いていられない。手帖はジョエルが持っているはず……ジョエルもうまく逃げてくれることを願って、スザイルたちのいる場所とは逆方向に向かって駆け出した。

「ぐっ……!!」

　後ろからジョエルの苦しげな声が聞こえた。

　なんだ!?　やられたのか!?

　手帖はジョエルが持っている……逃げられない、ジョエルを救いに行かなくちゃ!!

「た、助けに行かないと！」

「ダメよ!!　ジョエルのところに行っては彼が殺される！」

「は？」

　俺おれの腕の中でネトが言う。

「いまジョエルに駆け寄れば、彼が手て帖ちようを持っていると教えるようなものよ！」

「でも、ジョエルがやられたら……！」

「すぐにこの場を離れるのよ!!　煙から出てスザイルをおびき寄せて！　手帖を守るためよ!!」

「わ、わかった!!」

　代わりに判断を下してくれる人間がいることのなんとありがたいことか。悩むことがなければ足取りも鈍にぶらない。

　だけどその判断を活いかすことはできなかった。

「ジャーク……聞こえる……？」

　ネトの言葉。質問の意図は明白。笛の音が聞こえるかと、俺に聞いている。

　耳をすませても俺には何も聞こえない。だけど、わざわざ聴ちよう覚かくに頼らなくてもそれが聞こえてきていることは明らかだった。さっき聞こえた音と同じ。異海鬼獣リヴアイアサンを支配するための音と同じ。

　白煙の中で、スザイルがあの笛を吹いていることはたしかだった。

「ちくしょう……やりやがったな……!!」

　わかっていたことだ……わかりきっていたことだ!!

　スザイルが異海鬼獣リヴアイアサンを操あやつれるってことは……!!

　だけどこんなにも自在に操ることができるのか。小さな笛をたったひと吹きしただけで、異海鬼獣リヴアイアサンたちは服従して列を成し、俺たちを円形に取り囲む。

　化ばけ物ものどもの目は皆一様に俺をにらんでいる。俺を意い識しきしている。ここまで警けい戒かいされてちゃ、ネトを抱えて逃げ切ることなんてできるわけがない……。

「逃げてどこに行くつもりだったんだよ。まさか魔ま術じゆつ聖せい国こくまで逃げきれりゃなんとかなると思ってたんじゃねーだろうな？」

　白煙の中から声がする。

　スザイルが追ってきたんだ。

　追ってきたってことは、まだ俺たちを逃がせないってこと。

　スザイルはまだ手帖を手に入れていないってことだ。

　考えろ──どうすればいい？　ここから何をすればいい？

　俺の勝利条件はなんだ？

　ネトを守り、ジョエルを守り、手帖を奪わせないこと。

　そしてスザイルとこの異海鬼獣リヴアイアサンの群れから逃げ切ること。

　だけどスザイルが諦あきらめずに俺たちを狙ねらっている限り、そのどれも満たすことはできない。

　ってことはなんだよ、結局スザイルに勝つしか道はねぇのかよ……！

　対たい魔まコーティングとやらがある以上、ネトは頼れない。

　俺おれがやるしかない。

　くそ、覚悟を決めろ!!

　こいつは、アノを殺したんだぞ!!

　迎むかえ撃うつしかない。倒す方法は思いつかないけど、でもいまそれができないと殺されちまう。

　デハイドの魔力は充分。左腕と脇腹はまだ痛むけど、泣き言いえる場面でもない。

　ネトをゆっくりと地面に下ろし、白煙の奥を見据え待ち構える。スザイルが何をしてくるものかと警けい戒かいしていたが、出てきたのはジョエルだった。

「おいっ、大丈夫か！」

　術式大剣のサイズが戻ってる。そして左ひだり脚あしを引きずってる。脚をやられただけ……？　いや違う、負傷した人間を置いて俺たちが消えることはないと踏んで、あえて見逃したのか？

　でもこの状況じゃ何も変わらない。ネトが動けない以上、俺だって動けないんだから。守るべき対象が二人になったところで同じだ。

　手を貸しなんとかネトの隣となりに連れてきたところで、ジョエルが気を失った。元々化ばけ物もの相手に戦うような人じゃないのに、無理をするからだ。

　そしてようやく、煙が晴れてスザイルが姿を現した。

「ジャーク。やっぱりお前を黙らせた方が話が早いな」

「悪かったな口の減らない人間で……お前は知ってんだろ」

「ああ知ってるとも。よく知ってる。お前がしぶといってことも」

　いつでも自信ありげな顔をしているスザイル。それがいま、心の底から退屈そうな、つまらなそうな顔でこちらを眺めている。そんな表情ができたのかよ、お前。

　スザイルは後退する。こちらに目を向けたまま、一歩、一歩と下がっていく。

「逃げるのか!!」

「逃げねぇよ。でもお前のしぶとさはよくわかってる。万が一にも嚙かみつかれちゃたまらないからな……まずはオモチャに相手してもらった方がいいだろ」

　逃げたんじゃない。

　空けたんだ。

　異海鬼獣リヴアイアサンたちが暴れられる場所を作るために。

　スザイルが笛を吹く。

　それと同時に、まわりを取り囲んでいた異海鬼獣リヴアイアサンたちが一斉に騒さわぎ出だした。

　こんなにもたやすく異海鬼獣リヴアイアサンを操あやつることができたのか……!!　じゃあお前がその気になれば、いくらでも敵の襲しゆう撃げきを抑えられたってことじゃないか……本当は誰だれも、異海鬼獣リヴアイアサンのせいで死ぬことなんてなかったんじゃないか……!!

「なんでだスザイル……なんで異海鬼獣リヴアイアサンをけしかけた!!　どうしてこの化け物たちにこの国を襲おそわせたんだ!!」

「仕方ねぇだろ。手て帖ちようが必要になる状況を作らなきゃ、お前らは手帖を出してこないと思ったんだよ」

　ああそうだよな、欲しいものがあったから、それを得るために手を尽くした、それだけのことだよな……!!　そのためだったら何人殺しても、何を犠ぎ牲せいにしてもかまわないと思ったからここでそうして突っ立ってるんだよな……!!　だからお前は、俺おれが死ぬのをそうして待ってるんだよな!!

　そんなことわかってる!!　ただ認められないってだけの話だ!!

「ジョエル、借りるぞ!!」

　ジョエルの術式大剣を拾い上げ、飛びかかってくる異海鬼獣リヴアイアサンを端はしから順に殺していく。

「うおおお……!!」

　斬きりおとす鋭さ。そんな美学はこの剣にはない。

　力の限り、重さを乗せて、片かたっ端ぱしから、叩たたき切きるだけ。

　ネトとジョエル、負傷した二人の魔ま術じゆつ師しを守りながらの戦い。

　十を殺し、二十を殺し、それでも攻勢は衰えない。目の前で仲間がこんだけ軽々と殺されてるのに、逃げるヤツは一匹もいねぇのかよ!!　本能ではなく命令にしか従えねぇのかよ、くそっ!!

「邪じや魔まを、するな!!」

　邪魔だ──邪魔なんだよ。

　俺たちの場所だ。俺たちの作った平和だ。俺たちが過ごしてきた日常だ。

　壊こわされてたまるか……!!

「還かえれ……!!　還れ帰れ海に還れ……!!」

　すぐに俺たちの周囲に死体の山が積み上がる。敵はその山を登ってから、飛び降りるように襲おそってくる。小細工なんて必要ない。ネトの遠隔チャージが俺の背に当たる。だからブーストを何度でもかけて、力の限り敵を薙なぎ払はらうのみ。死体が詰まって退路が塞ふさがれないように、時には死体にも攻こう撃げきする。

　体力はまだ続く。ネトがいてくれる限り戦い続けることができるはず。

　問題があるとすれば、それは相手も同じだということ。

　だってスザイルは戦っていないんだから。数えきれないほどいる異海鬼獣リヴアイアサンを呼び寄せて、俺にけしかけているだけなんだから。俺より先にあっちが息切れするなんてことは絶対にありえない。

　だからこれは、本質的には戦いじゃない。

　なぶり殺しだ。

　俺たちが全員死ぬのを、どれだけ遅らせることができるかというだけのあがきだ。

　頭の悪い俺おれはただひたすらに、力の続く限り戦うつもりでいた。

　だけどネトは、すでに現状を正確に把握していた。この先に起こることが見えていた。

「ジャーク、もう無理よ!!　ここにいたら持ちこたえられないわ……!!　全力でこの場から逃げなさい!!」

「ダメだ!!　二人を抱えてここを切り抜けるのは無理だ!!」

「私は……私はいいから!!」

「な……何言ってんだよ!?」

「もうやめて!!　私を守りながら戦う必要はない!!」

「でも──」

「私はもう必要じゃないのよ!!」

　ネトの言葉は、きっと本音だ。ネトは表情こそころころ変えたりしないけど、感情を隠すようなこともない。だからその声だけで、本音かどうかはわかってしまう。

　手て帖ちようを守れ、この再走世界はもうダメだ。そしてもう一周するにしても、もうネトの役目はない。……それがネトの作戦か？　それ本気で言ってんのか？

　そんな指示、聞けるもんか。

「ジャーク……自分の言葉を思い出して」

　俺の言葉。

　俺がいったい何を言ったっていうんだ？

「エウヴァルセウ様の犠ぎ牲せいを、この世界が支払ってきたものを、あなたは活いかすと言ったでしょう。覚えてない？」

　覚えてる。

　それははじまりの異海鬼獣リヴアイアサンがやってきた時のこと。

　あの時俺は、犠牲を無む駄だで終わらせたくないという気持ちでいっぱいだった。

　これ以上多くのものを支払うことが嫌で仕方なかった。

　ただでさえエウヴァルセウ様の命を支払っているのに、俺とネトの生き方をすべてそこに費やしていたのに──それ以上に、ネトが多くのものを失うのが嫌で仕方なかった。

　そこに救いがなくては、最後まで戦うことはできないと思ったんだ。

「犠牲を払わないなんて無理よ。何も支払わずに手に入れられるものなんてたかが知れてる。だから犠牲は、活かさなきゃならない。同じことをしてくれればいい」

「同じことって」

「私を……私の死を、あなたが活かしてくれればそれでいい」

「違う、そうじゃない……！　俺は犠牲を納得しようと言ったんじゃない!!」

　俺は、目的のためなら何を犠牲にしてもいいなんて言ってない!!

「私は!!　もう役目を果たしたのよ!!　私たちはもう歴史にとって必要じゃない……!!　優ゆう先せんすべきは私たちじゃないの!!」

　歴史にとって必要ないだと……!?

　もう役目を果たしただと!?

　ふざけんじゃねぇよ!!

「俺にとっては、必要なんだよ!!」

　考えろ!!

　まだあるはずだ、この状況からの逆転が!!

　術式大剣とデハイド、左腕と脇腹を負傷した俺おれ。

　魔ま術じゆつは使えても傷のせいで走ることのできないネト。

　取り囲む異海鬼獣リヴアイアサンとその死体。

　そして輪の向こうで俺たちが、力尽きるのを待っているスザイル。

　この状況をひっくり返すには──

「ん……んぐ……!!　なんだ、この状況は……!?」

　ジョエルが目を覚ました……。

　三人……行ける!!　三人がかりで行けるなら、案が一つだけある!!

「ジョエル!!　動けるか!?」

「あ、ああ……ああ！　動けるぞ!!」

　まだ半はん覚かく醒せいといったところか。でもそれでいい。一いつ瞬しゆんだけでいい。

　左ひだり脚あしのまだうまく動かないジョエルに術式大剣を放り投げる。

「しばらく頼むぞ!!」

「む……!?」

「この輪を抜けて直接スザイルを狙ねらう!!　これで決める!!」

「承知した!!」

　これが最後になる。だから脚は痛いだろうけど気張ってくれよ!!

「ネト!!　任せたぞ!!」

「任せたって……？」

「俺が奪うから、その後は任せた!!」

　ネトならこれだけでわかってくれるはず。

　こちらの消耗を考えたらこれ以上長引かせることはできない。

　この場をジョエルに預け俺はスザイルに向かって直進する。

　牛型の死体を避けて、襲おそってきた蜥蜴とかげ型を押おし退のけて、数歩下がった位置にいるスザイルに向かって俺は飛びかかった。

「無む駄だだって言ってるだろ!!　殺されなきゃわかんねぇのかテメーは!!」

　わかんねぇんだよ、殺されるまで!!

　俺おれにわかってるのは、お前を生かしておいちゃいけないってことだけだ!!

　スザイルの手には槍やりがある。まっすぐ突っ込んでくる俺に合わせてスザイルはその槍を突き刺すだけで良かった。槍は俺の心しん臓ぞうを狙ねらって差し出される。だから俺はそれを左腕で受けて──左腕に突き刺させて、残った右腕でスザイルのデハイドに手を伸ばした。

「そのデハイドは……俺たちが作ったもんだ……!!　返せ……!!」

　胸元のパーツを摑つかみ強引に握る。

　握にぎり潰つぶすまで、ただひたすらに力を込めて、持てる力のすべてを込めて、デハイドを握り潰す!!

「勝てないとわかって足あ搔がくな……!!　俺に、触れるんじゃねぇよ!!」

　残ったすべての魔ま力りよくを消費して、デハイドの力を限界まで引き上げて、それでも足りなかった。スザイルのデハイドを完全に機能停止に追い込むことは出来なかった。だがそれでも、導線回路の一部くらいはぶっ壊こわしてやった。少なくとも、チャージとブーストを使いこなすことはもうできないだろう。

　自己満足のような攻こう撃げき。

　スザイルは余裕のある様子のまま、デハイドの力で俺の体を高く投げ飛ばした。

　俺との距離さえ取れればよかったんだろう。

　そうすればあとは異海鬼獣リヴアイアサンをけしかけるだけでよかったから。

　でも、俺の方は逆だ。

　デハイドが壊せなくても、スザイルに近づければそれだけでよかったんだ。

「もう諦あきらめろ。手て帖ちようさえ渡せば見逃してやる」

「……スザイル」

「なんだ？」

「最後に、聞かせてくれないか？　……どうして、手帖がほしいんだ？」

「……自分に都合の良いように世界をやりなおしたいという欲求が、そんなに不ふ思し議ぎか？」

　それが答えか、スザイル。

　自分のために。

　そのために、お前はこの世界を犠ぎ牲せいにしたんだな。

「スザイル。最後に、もう一つだけ」

「まだあるのか」

「危ないぞ」

「──あ？」

　虎とら型のノーマルクラス。

　獲物を嚙かみ殺ころす鋭い牙きば。

　それがスザイルの首筋に深く、深く突き刺さった。

「ッ…………!!」

　声を出すこともなくスザイルが前のめりに倒れこむ。

　虎とらはその上にのしかかり、デハイドごとスザイルの首をそのまま嚙かみ砕くだいた。

　さっきまでネトとジョエルを囲んでいたはずの異海鬼獣リヴアイアサンまでが集まってくる。

　すぐ近くにいる俺おれを無視して、獣けものの群れは一斉にスザイルの体へと襲おそい掛かかっていく。

「……ありがとう、ネト」

　振り向くと、ネトが俺を睨にらんでいた。

　スザイルよりもよっぽど怖い目つきをしている。

　だけどいまは、その視線に何よりも癒いやされる。

「何がありがとうよ……説明してから行きなさいよ。私が気づかなかったらどうするつもりだったの、バカ」

「ゴメン」

「やっぱりアンタの方がバカだったじゃない」

「笛を取られたことに気づかなかったスザイルの方がバカだったよ」

　胸元に手を向けたのは、デハイドの機能を破は壊かいするためだけじゃない。首にかけられていた笛を奪い取るためだった。対たい魔まコーティングとやらがある以上、魔術でかすめとることはできなかったからどうしても近づく必要があったけど……気づかれずにうまくいったようでなにより。

　笛を外してしまえば、後はネトがそれを得意の〝念動〟で手元に回収するだけだ。

　笛の使い方がネトにわかるかどうかは賭かけだったけど……なんとか成功したようだ。

　ネトが笛を吹くまで守る役目を押しつけられたジョエルはすでに疲れ果てて座り込んでいた。そりゃそうだ、脚あしの怪け我がを見れば立ちあがるだけでも激げき痛つうが走っただろうに、ホントよくガンバってくれたよ。

　二人のところに戻ると、今度は俺もその場にどさりと倒れ込んだ。

　スザイル・カウフはもういない。戦う理由はどこにもない。

　だから俺たちが、ここでやることはもう何もない。

「ここで笛を吹いたら……公都に向かった異海鬼獣リヴアイアサンたちも止まるのかな」

「もう吹いたわよ。近くのは止まってるけど……公都のは、どうかしらね」

「スザイルがいなきゃ……手て帖ちようから遡そ生せい術じゆつを読み取ることもできないな」

「ええ」

「ゴメン。聞き出してからにすべきだったよな」

「……ええ」

「俺たちはまだ生きてる。これから研究して……死ぬまでに理解できたら、やりなおせるんだけどな」

「…………」

「ネト？」

　ネトの答えはない。

　不ふ思し議ぎに思っていると今度は俺おれの左腕が急に痛み出した。

「痛っ……!?　なんだ……!!」

　見ると、せき止められていたはずの血がだらだらと垂れ流れている。

　なんで!?　だって、ネトの魔ま術じゆつで止血してもらっていたはずなのに……!?

「ネト……ネト!!」

　それを操あやつっていた魔術師が弱り、魔術を維持することすらできなくなったのだと、俺にもすぐにわかった。

〝獣けものの王おう〟の攻こう撃げきですでに死にかけていたネトをここまで無理させてきた代だい償しようが、今頃やってきてしまったんだ……!!

「ネト!!　ネト!!」

　何度呼びかけても、ネトは何も答えてくれない。弱々しい呼吸を繰くり返かえすばかりで、言葉を発することができないでいる。

　……なんてことだ。

　俺はこの状況に覚えがある。

　前走の世界で。前走の最後で。

　血に塗まみれて倒れる最強の魔術師。

　俺はこの結末を知ってる。

　俺はこの先の未来を見てきている。

「彼女を助ける方法なら、ある」

「本当か!?　ジョエル、俺は何をすればいい!?」

「……何もしなくていい。ただそこにいてくれ」

　ジョエルの表情は、はじめて会った時からは想像もできないほど和やわらいでいた。

　きっとそれは、脅きよう威いをはねのけた安心感から来るものでも、スザイルを倒した達成感から来るものでもない。

「ジャーク・タックス」

「なんだ？」

「……私は、魔術に秀ひいでた人間では決してなかった。だけど、エウヴァルセウ様が亡くなられてから、私は魔術の研究に没頭するようになった。できるようになった。力が湧わき出でるように感じた。いつまでも集中していられるように感じた。いま思えば、あれは、導きだったんだな。私は選ばれていたんだ。私は、いまこの時、この魔術を使うために、ここで君たちを救うために、こうして力を得たんだ」

「……なんのことだ？」

「やっとわかったよ。この手て帖ちようの使い方が」

　ローブの下からジョエルが手帖を取り出した。

　間違いない。前走で、エウヴァルセウ様が最後に持っていたものだ。

「この手帖には遡そ生せい術じゆつが書かれている。……〝マルギアコード〟だ。インクで書かれているのではなく、術式として書き込まれているんだ」

「あ……」

　マルギアコード。

　魔ま術じゆつの術式を書き込む技術。

　手帖には遡生術の説明が書いてあったんじゃない。

　手帖そのものが、遡生術のスイッチだったってことか……!!

「次の世界には異海鬼獣リヴアイアサンは現れない。次の世界にはもう戦う理由がない」

「待て！　それを使うと、お前の命が──」

「戦ってくれてありがとう。エウヴァルセウ様に代わって、戦ってくれてありがとう」

「待て!!　ジョエル!!　待ってくれ!!」

　ジョエルは笑っていた。

　それはたぶん、辿たどり着ついたからなんだろうと、俺おれは思った。

　エウヴァルセウ様を心の底から尊敬していたジョエル・ドロア。

　彼はいま、エウヴァルセウ様の遺志を最後の最後でようやく理解したのだろう。

　彼を止める言葉を、俺は持ち合わせていなかった。

　ジョエルは俺とネトに視線を送ると、手に持った手帖に向けて魔力を集め出した。

　ああ、あの時と同じだ。

　見覚えのある赤い光だ。

　大地から染み出る魔力を強引に、力ずくでかき集める。

　そして、赤い光が周囲に飛散した。

　光がすべてをまばゆく包む。

　魔術が俺たちを包んでいく。

　俺とネトが、魔力の影えい響きように飲み込まれているのがわかる。

　俺たちの体は魔力と一体となって、光の中に溶けていく。

　意い識しきが薄れる。体が消えていく。存在が流れていく。流されていく──。




　　　　＊＊＊




　魔術に支配されていた頭が意識を取り戻した時、景色は一変していた。

　空は青く、浜辺は白い。

　その他には、挙げるべきものなんて何もない。

　異海鬼獣リヴアイアサンの死し骸がい。戦い抜いた兵たちの死体。ガレキと化した機き工こうの数々。

　ジョエルもエウヴァルセウ様も。

　デハイドもスザイルも。

　いるのは俺おれとネトの二人だけ。

　まだ何も起こっていないかのように。

　はじめから何もなかったかのように。

　聞こえてくるのは波の音だけ。

　仰向けに寝ている。たぶん隣となりで、ネトも同じように。

「……ネト」

「聞こえてるわ」

　ネトの声は、やっぱり一分前とは違う声。

　十七歳さいの声じゃない。

「……これは、勝ちなんかじゃないよな」

「勝ちなんかじゃ、ないでしょうね」

　だって、どこにもジョエル・ドロアの姿はないのだから。

「だけどこれは」

　声だけで、ネトがどんな顔をしているのかが伝わる。

「負けでもないと、私は思う」

「俺も、そう思う」

　九歳の俺がいる。

　九歳のネトがいる。

　やっぱり俺たちは泣いていた。










　　　あとがき




　人生をやりなおせるならどの時点まで戻りたいか──という質問は、自分自身がいままでどのように成長と非成長を積み重ねてきたのかという認にん識しきを自問するものであり、遡さかのぼれば遡るほどそれは自らの人生に対する後悔の深さを示すものであると聞きます。

　もしも子どもに戻れたら、もしも別の顔で生まれていたら、もしも違う環かん境きようで育っていたら。イフを想像することは、「現在とはまったく違う状況」を仮定するものでありますから、好き嫌いからコンプレックスまでその人の多くの願望を照らし出すとともに、現在の自分自身を色濃く映し出すものでもあるということでしょう。

　逆に言うなら、いまここにいる自分というものがよくわからなかったなら、イフを想像してみればいいのです。

　自分が空腹かどうかわからなかったら「いま目の前にチョコケーキがあったら手を伸ばすか？」と考えてみればいいし、自分がイケメンかどうかわからなかったら、「いま目の前に女の子がいたとして自分の小皿にサラダを取り分けてくれるか」を考えればいいのです。

　仮定する。

　想像する。

　そして現在と見比べて、結論する。

　その一連の動きは決して現実逃避などではなく、むしろ現実と強く向き合う行為であります。

　どうか想像してください。自分に対してイフを問いかけてみてください。もし自分が過去に戻れたら何をするか。もし自分が別の場所で育っていたら。別の人間と育っていたら。仮定してみてください。検討してみてください。どうか別の世界を。いまではないいつか、ここではないどこか、あなたではない誰だれか、その世界で自分が何を感じどう生きるのか。頭の中からふよふよと飛び出していく空想は、いずれ自らの中へと戻ってきます。帰還した空想は現実の自分と対比されるモデルとなるでしょう。それこそが自己認識。それこそが仮定による救い。

　つまり私が何を言いたいのかと申しますと、サラダくらい自分で取り分けてくださいと言いたいのです。

　というわけで謝しや辞じを。一冊の本を出すということの大変さは、一冊本を出すたびに増すばかりです。毎度毎度のことながら、多くの方の多くの御お仕し事ごとの甲か斐いあって本書もまた頭の中からふよふよと飛び出すことができました。お関わり頂いたすべての方々に、心から感謝申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

最近ジョークを一つ覚えました。「隣の家の兵に囲いができたってね」「へえー四面楚歌」教えてもらった時は大笑いしたものですが、いざ他人に披露するとなると頼りないジョークでした。忘れてください。
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イラスト／嵐らん月げつ

レモンタルトテロ一年目。コーヒーと猫が好き。

そして柚子胡椒にハマっていた２０１６。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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